
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくり町民アンケート 

 
 

結果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年１月 

 

音 更 町 

 
 



 
 
 

も　く　じ 

 

Ⅰ　調査の概要 ......................................................1 

Ⅱ　回答者の属性 ................................................... 3 

Ⅲ　設問別調査結果 ................................................24 

１　暮らしの満足度・重要度（【問１】） ................................... 24 

２　今後のまちづくりで特に重要だと思うもの（【問１-2】【問１-3】） ..... 35 

３　住み良さ（【問２】） .................................................. 52 

４　定住意向（【問３】【問４】） .......................................... 55 

５　産業の振興（【問５】） ................................................62 

６　まちづくりへの町民参加について（【問６】【問７】【問８】【問９】【問１０】） .. 65 

７　広報、情報提供（【問１１】【問１２】） ................................85 

８　ハザードマップについて（【問１３】） .................................95 

９　行政改革（【問１４】【問１５】） ...................................... 97 

１０　男女共同参画社会（【問１６】【問１７】【問１８】） ................... 103 

１１　まちの将来像（【問１９】） ...........................................116 

１２　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について（【問２１】【問２２】） ..... 119 

１３　ご意見・アイデア（【問２３】） ...................................... 124 

Ⅳ　調査票 ........................................................ 134 

 



1

Ⅰ　調査の概要 
 

このアンケートは、総合計画に基づくまちづくりの推進状況を評価するため、様々な視点から検討を

行うことを目的として、町民を対象に、まちに対する考え方や意見等を把握するために実施しました。 

 
 

 
報告書の集計・表記方法についての留意点は、次のとおりです。 

・比較や順位付けは、回答数ではなく「回答率」や「加重平均値」で行っています。そのため、「多

い・少ない」ではなく、「高い・低い」と表記しています。 

・説明は、回答者全体に関する記載（〇）のほか、性別や年齢別など属性ごとの説明（●）を記載

しています。 

・グラフの中に［　］で示している数は、回答者の数です。属性別の回答者数は、「無回答」を除い

て表示しているため、合計が全体数（３４４人）にはなりません。 

・集計結果は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを百分率(％)で表示しています。

そのため、選択肢から１つだけ選択する設問では、％を合計しても 100.0％にならないことが

あります。 

・実際に用いた調査票の言葉が長い選択肢については、グラフや文章で示す際、文章を短縮し

ているものがあります。 

・その他に記載のあった内容については、同じ内容のものについてはまとめ、回答数を（　）で示

しています。 

・自由記載の回答については、記述事項を一部整理・要約して掲載しています。 

 

前回との比較について 

比較が可能な設問については、昨年実施した「町民アンケート」との比較を行っています。前回実施

のアンケートの概要については、次のとおりです。 

 

 

 

対象

音更町に在住する 18 歳以上の町民 1,000 名（無作為抽出） 

（対象者が回答できない場合は、ほかのご家族の方（18 歳以上の方）

が回答）

 
配布・回収方法 郵送にて配布、回収

 
調査時期 令和５年８月

 
回収数 ３４４票（回収率３４.４％）

 対象 音更町に在住する 18 歳以上の町民 1,000 名（無作為抽出）

 配布・回収方法 郵送にて配布、回収

 調査時期 令和４年７月

 回収数 419 票（回収率 41.9％）
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属性別の回収票内訳　　（単位：票） 

 

 全　　　　体 344

 1.性別 男性 127

 女性 194

 回答しない 10

 ２.年齢 18～29 歳 24

 30 歳代 34

 40 歳代 56

 50 歳代 55

 60 歳代 72

 70 歳代以上 96

 ３.居住歴 音更町で生まれ、ずっと音更町に住んでいる 52

 音更町で生まれ、その後町外に引っ越したが、現在音更町に住んでいる 45

 音更町外で生まれたが、現在音更町に住んでいる 239

 ４.音更町での

居住年数

5 年未満 33

 5 年以上 10 年未満 28

 10 年以上 20 年未満 61

 20 年以上 203

 ５.居住地 農村部 20

 駒場地区 7

 音更市街 75

 木野市街 180

 宝来・ひびき野市街 47

 十勝川温泉市街 1

 ６.職業 農林漁業 17

 製造業・建設業 32

 商業・サービス業・金融業など 51

 医療・福祉関係 30

 公務・団体等勤務 27

 その他の職業 51

 学生 5

 家事専業（主婦・主夫） 50

 無職（退職含む） 67

 ７.居住形態 持ち家（1戸建て） 239

 持ち家（マンション等集合住宅） 0

 賃貸（1 戸建て） 11

 賃貸（マンション等集合住宅） 70

 その他 17

 ８.町内会 

への加入

加入している 227

 加入していない 81

 加入していたが、退会した 28

 加入していないが、加入したい（加入予定） 2

 ９.インター 

ネットを 

使う時の 

手段

デスクトップパソコン 58

 ノートパソコン 103

 タブレット 66

 スマートフォン 256

 その他 3

 なし 40
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Ⅱ　回答者の属性 
 

（１）性別 

 

○「男性」が 36.9％、「女性」が 56.4％で、女性が過半数を占めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「男性」は 60 歳代のみ、過半数を占めます。 

●居住歴別でみると、「男性」はずっと音更の回答者のみ、過半数を占めます。 

●居住地別でみると、「男性」は農村部のみ、過半数を占めます。 

●職業別でみると、「男性」は農林漁業、製造業・建設業、学生で過半数を占めます。 

 

男性

36.9%

女性

56.4%

回答しない

2.9%

無回答

3.8%

�a �a (1)性別[344]
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36.9

29.2

35.3

28.6

38.2

52.8

34.4

51.9

33.3

35.6

30.3

32.1

41.0

38.9

60.0

28.6

33.3

39.4

34.0

64.7

75.0

35.3

16.7

44.4

39.2

60.0

4.0

44.8

56.4

66.7

55.9

67.9

58.2

44.4

58.3

42.3

62.2

59.4

69.7

60.7

55.7

54.7

40.0

71.4

64.0

56.1

59.6

100.0

35.3

21.9

60.8

83.3

55.6

58.8

40.0

86.0

46.3

2.9

4.2

8.8

3.6

3.6

1.4

1.0

5.8

2.2

2.5

7.1

1.6
3.4

1.3

2.2
6.4

3.1

3.9

2.0

6.0

3.0

3.8

1.4

6.3

2.2

2.5

1.6

3.0

1.3

2.2

4.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

（1)性別（属性別）

男性 女性 回答しない 無回答
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（２）年齢 

 

○「70 歳代以上（27.9％）」が最も高く、「60 歳代（20.9％）」が続きます。以下、「40

歳代（16.3％）」、「50 歳代（16.0％）」、「30 歳代（9.9％）」、「18～29 歳（7.0％）」と

いう順番です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、男性は「60 歳代」、女性は「70 歳代以上」が最も高くなっています。 

●居住歴別でみると、「18～29 歳」は、ずっと音更の回答者が１割以上を占め、他との

差がめだちます。 

●居住年数別でみると、「18～29 歳」「30歳代」「40 歳代」は５年未満、「50 歳代」は 10

年以上 20 年未満、「60 歳代」と「70 歳代以上」は 20 年以上で、それぞれ、最も割合

が高くなっています。 

●居住地別でみると、「60 歳代」は駒場地区で約４割、「40 歳代」は宝来・ひびき野市

街で約３割を占め、他との差がめだちます。 

●職業別でみると、「18～29 歳」は学生、「40 歳代」や「50 歳代」は医療・福祉関係、

「60 歳代」は製造業・建設業、「70 歳代以上」は農林漁業や家事専業（主婦・主夫）、

無職（退職含む）で高く、他との差がめだちます。 

 
 

18～29歳

7.0%

30歳代

9.9%

40歳代

16.3%

50歳代

16.0%

60歳代

20.9%

70歳代以上

27.9%

無回答

2.0%

�a ��（2)年齢[344]



6

7.0

5.5

8.2

15.4

6.7

5.4

21.2

10.7

4.9

4.9

10.0

6.7

7.2

8.5

5.9

9.4

13.7

3.3

11.1

5.9

80.0

4.0

9.9

9.4

9.8

3.8

11.1

11.3

27.3

21.4

13.1

4.9

14.3

5.3

14.4

4.3

6.3

11.8

16.7

22.2

15.7

20.0

10.0

16.3

12.6

19.6

15.4

17.8

16.3

30.3

28.6

24.6

10.8

10.0

14.3

12.0

15.6

31.9

11.8

18.8

21.6

36.7

22.2

17.6

18.0

3.0

16.0

16.5

16.5

9.6

20.0

17.2

9.1

10.7

26.2

15.3

20.0

14.3

13.3

17.2

17.0

23.5

21.9

23.5

36.7

22.2

21.6

8.0

20.9

29.9

16.5

26.9

22.2

20.1

9.1

14.3

14.8

25.6

30.0

42.9

29.3

16.1

25.5

17.6

37.5

17.6

3.3

18.5

23.5

26.0

23.9

27.9

26.0

28.9

26.9

22.2

29.3

3.0

14.3

16.4

37.4

30.0

14.3

32.0

29.4

12.8

100.0

41.2

6.3

11.8

3.3

3.7

15.7

34.0

71.6

2.0

0.5

1.9

0.4

1.0

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(2)年齢（属性別）

18～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答
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（３）居住歴 

 

○「音更町外で生まれたが、現在音更町に住んでいる（音更町外から転入）（69.5％）」

が最も高く、約７割を占めます。以下、「音更町で生まれ、ずっと音更町に住んでい

る（ずっと音更）（15.1％）」、「音更町で生まれ、その後町外に引っ越したが、現在音

更町に住んでいる（転出後、再び音更）（13.1％）」という順番です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、「ずっと音更」は男性、「音更町外から転入」は女性が高くなっていま

す。 

●年齢別でみると、「ずっと音更」は 18～29 歳で３分の１を占め、他との差がめだちま

す。 

●居住年数別でみると、「ずっと音更」は 20 年以上で約２割を占め、他との差がめだち

ます。 

●居住地別でみると、「ずっと音更」は農村部や音更市街で高くなっていますが、農村

部は、「ずっと音更」「転出後、再び音更」「音更町外から転入」それぞれが、同じ程

度の割合です。 

●職業別でみると、「ずっと音更」は農林漁業と製造業・建設業で高くなっています。

学生も４割（５人のうち２人）は「ずっと音更」です。 

 

 

音更町で生まれ、ずっと

音更町に住んでいる

15.1%

音更町で生まれ、その後

町外に引っ越したが、現

在音更町に住んでいる

13.1%

音更町外で生まれたが、

現在音更町に住んでいる

69.5%

無回答

2.3%

��������（3)居住歴[344]
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15.1

21.3

11.3

33.3

5.9

14.3

9.1

19.4

14.6

3.3

22.2

35.0

26.7

10.6

8.5

47.1

31.3

13.7

3.3

14.8

7.8

40.0

10.0

14.9

13.1

11.8

14.4

12.5

14.7

14.3

16.4

13.9

10.4

6.1

7.1

9.8

16.3

30.0

42.9

14.7

9.4

17.0

17.6

9.4

21.6

20.0

7.4

11.8

20.0

12.0

9.0

69.5

66.9

73.2

54.2

79.4

69.6

74.5

66.7

72.9

93.9

92.9

85.2

60.6

35.0

57.1

57.3

79.4

74.5

100.0

35.3

59.4

64.7

73.3

77.8

80.4

40.0

76.0

74.6

2.3

1.0

1.8

2.1

1.6

1.0

1.3

0.6

3.3

2.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(3)居住歴（属性別）

ずっと音更 転出後、再び音更 音更町外から転入 無回答
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（４）音更町での居住年数 

 

○「20 年以上（59.0％）」が約６割を占め、「10 年以上 20 年未満（17.7％）」が約２割

を占めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「５年未満」は年齢が低いほど、割合が高くなっています。「20 年

以上」は 30 歳代で最も割合が低く、30 歳代以上は年齢が高いほど割合が高くなって

います。 

●居住歴別でみると、「10年以上 20年未満」は、音更町外から転入の回答者が約２割を

占め、他との差がめだちます。 

 

5年未満

9.6%

5年以上10年未満

8.1%

10年以上20年未満

17.7%20年以上

59.0%

無回答

5.5%

������（4)居住年数[344]
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9.6

7.9

11.9

29.2

26.5

17.9

5.5

4.2

1.0

4.4

13.0

5.0

8.0

10.6

14.9

11.8

6.3

15.7

6.7

18.5

11.8

20.0

8.0

4.5

8.1

7.1

8.8

12.5

17.6

14.3

5.5

5.6

4.2

4.4

10.9

14.3

4.0

10.0

8.5

100.0

6.3

5.9

3.3

14.8

9.8

20.0

18.0

17.7

19.7

17.5

12.5

23.5

26.8

29.1

12.5

10.4

3.8

13.3

21.8

15.0

17.3

20.0

19.1

11.8

17.6

50.0

18.5

15.7

40.0

10.0

14.9

59.0

62.2

57.2

41.7

29.4

39.3

56.4

72.2

79.2

86.5

73.3

51.5

75.0

85.7

66.7

56.1

53.2

70.6

75.0

56.9

36.7

44.4

56.9

62.0

5.5

3.1

4.6

4.2

2.9

1.8

3.6

5.6

5.2

9.6

4.4

2.9

5.0

4.0

3.3

4.3

5.9

3.1

3.9

3.3

3.7

5.9

20.0

2.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(4)居住年数（属性別）

5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 無回答
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（５）居住地 

 

○「木野市街（52.3％）」が約半数を占め最も高く、「音更市街（21.8％）」、「宝来・ひ

びき野市街（13.7％）」が続きます。以下、「農村部（5.8％）」、「駒場地区（2.0％）」、

「十勝川温泉市街（0.3％）」という順番です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「音更市街」は 60 歳代、「木野市街」は 30 歳代、「宝来・ひびき野

市街」は 40 歳代で高く、差がめだちます。 

●居住歴別でみると、「音更市街」はずっと音更の回答者が高く、差がめだちます。 

●職業別でみると、「農村部」は農林漁業、「木野市街」は商業・サービス業・金融業な

どで高く、差がめだちます。 

 

農村部

5.8% 駒場地区

2.0%

音更市街

21.8%

木野市街

52.3%

宝来・ひびき野市街

13.7%

十勝川温泉市街

0.3%

無回答

4.1%

（5)居住地[344]
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5.8

9.4

4.1

8.3

3.6

7.3

8.3

6.3

13.5

13.3

2.9

3.0

4.9

7.4

64.7

6.3

7.4

2.0
20.0

6.0

2.0

1.6

2.6

2.9

1.8

1.8

4.2

1.0

6.7

1.7

3.6

3.0

2.0
3.3

3.7

3.9

1.5

21.8

19.7

24.7

20.8

11.8

16.1

18.2

30.6

25.0

38.5

24.4

18.0

18.2

10.7

21.3

24.6

18.8

15.7

30.0

29.6

23.5

22.0

28.4

52.3

55.9

52.1

54.2

76.5

50.0

56.4

40.3

55.2

36.5

37.8

59.8

57.6

64.3

59.0

49.8

23.5

56.3

72.5

53.3

33.3

49.0

60.0

58.0

55.2

13.7

12.6

14.4

16.7

5.9

26.8

14.5

16.7

6.3

7.7

17.8

14.6

21.2

14.3

14.8

12.3

5.9

18.8

9.8

6.7

25.9

17.6

20.0

12.0

10.4

0.3

0.5

1.0

0.4

3.6

1.5

4.1

0.8

1.5

2.9

1.8

1.8

5.2

3.8

2.5

3.6

3.0

5.9

6.7

3.9

2.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(5)居住地（属性別）

農村部 駒場地区 音更市街 木野市街 宝来・ひびき野市街 十勝川温泉市街 無回答
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（６）職業 

 

○「無職（退職含む）（19.5％）」が最も高く、次に「商業・サービス業・金融業など」

と「その他の職業」が同率（14.8％）で続き、さらに「家事専業（14.5％）」が僅差

で続きます。その後は、「製造業・建設業（9.3％）」、「医療・福祉関係（8.7％）」、

「公務・団体等勤務（7.8％）」、「農林漁業（4.9％）」、「学生（1.5％）」という順番で

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、「製造業・建設業」は男性、「家事専業」は女性が高く、差がめだちま

す。 

●年齢別でみると、「商業・サービス業・金融業など」と「学生」は 18～29 歳、「無職」

は 70 歳代以上で高く、差がめだちます。 

●居住歴別でみると、「農林漁業」と「製造業・建設業」はずっと音更町の回答者、「商

業・サービス業・金融業など」は転出後、再び音更の回答者で高く、差がめだちます。 

●居住年数でみると、「商業・サービス業・金融業など」は５年未満、「医療・福祉関係」

は 10 年以上 20 年未満、「家事専業」は５年以上 10 年未満で高く、差がめだちます。 

●居住地別でみると、「農林漁業」は農村部、「その他の職業」は駒場地区で高く、差が

めだちます。 

 

農林漁業

4.9%
製造業・建設業

9.3%

商業･サービス業･金融業など

14.8%

医療・福祉関係

8.7%

公務・団体等勤務

7.8%その他の職業

14.8%

学生

1.5%

家事専業

14.5%

無職（退職含む）

19.5%

無回答

4.1%

(6)職業[344]
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4.9

8.7

3.1

4.2

3.6

7.3

4.2

7.3

15.4

6.7

2.5

6.1

3.3

5.9

55.0

2.2

2.1

9.3

18.9

3.6

12.5

5.9

10.7

12.7

16.7

2.1

19.2

6.7

7.9

6.1

7.1

4.9

11.8

10.0

8.0

10.0

12.8

14.8

14.2

16.0

29.2

17.6

19.6

21.8

12.5

6.3

13.5

24.4

13.8

24.2

10.7

14.8

14.3

14.3

10.7

20.6

10.6

8.7

3.9

12.9

4.2

14.7

19.6

20.0

1.41.0

1.9

13.3

9.2

6.1

3.6

24.6

5.4

14.3

12.0

8.9

4.3

7.8

9.4

7.7

12.5

17.6

10.7

10.9

6.9

1.0

7.7

4.4

8.8

15.2

14.3

8.2

5.9

10.0

14.3

10.7

5.0

14.9

14.8

15.7

15.5

12.5

23.5

16.1

20.0

16.7

8.3

7.7

13.3

17.2

18.2

17.9

13.1

14.3

5.0

28.6

16.0

13.9

19.1

1.5

2.4

1.0

16.7

2.9

3.8

2.2

0.8

3.0

3.6

3.3

5.0

1.7

2.1

14.5

1.6

22.2

8.3

14.7

16.1

7.3

18.1

17.7

9.6

13.3

15.9

12.1

32.1

8.2

15.3

15.0

14.7

16.1

12.8

19.5

23.6

16.0

3.6

22.2

50.0

19.2

13.3

20.9

9.1

7.1

16.4

24.1

14.3

25.3

20.6

14.9

100.0

4.1

1.6

2.1

2.9

1.4

6.3

1.9

2.2

2.9

3.6

3.3

3.0

14.3

2.7

1.1

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

(6)職業（属性別）

農林

漁業

製造業・

建設業

商･ｻｰﾋﾞｽ･

金融業など

医療・

福祉関係

公務・団体

等勤務

その他の

職業

学生 家事

専業

無職

（退職含む）

無

回答
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（７）【就業・就学者】勤務地または通学地 

 

○「音更町内（46.5％）」が最も高く、「帯広市（36.6％）」、「その他（12.7％）」という

順番です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載：士幌町（4）、芽室町（2）、上士幌町（2）、札幌市（2）、鹿追町、幕別町、旭川市、十勝支庁、東日本 

 
 
 

●性別でみると、「帯広市」は女性で高くなっています。 

●年齢別でみると、「帯広市」は 50 歳代で高く、差がめだちます。 

●居住歴別でみると、「音更町内」はずっと音更の回答者で高く、差がめだちます。 

●居住地別でみると、「帯広市」は宝来・ひびき野市街で高く、差がめだちます。 

●職業別でみると、農林漁業は約３分の２が「音更町内」で「帯広市」という回答はあ

りません。 

 

音更町内

46.5%

帯広市

36.6%

その他

12.7%

無回答

4.2%

(7)勤務先又は通学先[213]



16

46.5

45.2

47.4

45.5

42.9

51.1

39.2

50.0

52.0

58.3

43.8

44.4

57.7

31.3

38.6

50.4

52.9

60.0

53.5

49.1

29.0

64.7

50.0

56.9

40.0

44.4

35.3

20.0

36.6

28.0

44.0

36.4

32.1

35.6

47.1

35.7

24.0

13.9

37.5

41.7

30.8

50.0

47.7

32.5

11.8

20.0

37.2

34.8

54.8

25.0

39.2

56.7

22.2

52.9

12.7

20.4

6.0

18.2

17.9

11.1

13.7

9.5

8.0

19.4

18.8

9.7

3.8

18.8

13.6

12.0

17.6

9.3

12.5

12.9

17.6

25.0

29.6

7.8

80.0

4.2

6.5

2.6

7.1

2.2

4.8

16.0

8.3

4.2

7.7

5.1

17.6

20.0

3.6

3.2

17.6

3.9

3.3

3.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[213]

《性別》　男性[93]

女性[116]

《年齢》　18～29歳[22]

30歳代[28]

40歳代[45]

50歳代[51]

60歳代[42]

70歳代以上[25]

《居住歴》　ずっと音更[36]

転出後、再び音更[32]

音更町外から転入[144]

《居住年数》　5年未満[26]

5年以上10年未満[16]

10年以上20年未満[44]

20年以上[117]

《居住地》　農村部[17]

駒場地区[5]

音更市街[43]

木野市街[112]

宝来・ひびき野市街[31]

十勝川温泉市街[0]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

(7)勤務先・通学先（属性）

音更町内 帯広市 その他 無回答
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（８）【就業者】就労形態 

 

○「正規雇用の社員・職員（44.2％）」が最も高く、「パート、アルバイト、派遣

（25.5％）」が続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、「正規雇用の社員・職員」は男性、「パート、アルバイト、派遣」は女

性で高く、差がめだちます。 

●年齢別でみると、「正規雇用の社員・職員」は 18～29 歳と 30 歳代、「契約・嘱託の社

員」は 50 歳代と 60 歳代、「パート、アルバイト、派遣」は 70 歳代以上で高く、差が

めだちます。 

●居住年数別でみると、「正規雇用の社員・職員」は５年以上 10 年未満で高く、差がめ

だちます。 

●居住地別でみると、「自家営業主・自営業主・フリーランス」と「家族従業員・専従

者」は農村部で高く、差がめだちます。 

●職業別でみると、「会社の経営者、役員」は製造業・建設業、「自家営業主・自営業

主・フリーランス」と「家族従業員・専従者」は農林漁業で高く、差がめだちます。 

 

 

会社の経営者、役員

6.3%

正規雇用の社員・職員

44.2%

契約・嘱託の社員・職員

8.2%

パート、アルバイト、

派遣

25.5%

自家営業主・自営業主・

フリーランス

8.2%

家族従業員・専従者

3.8% 無回答

3.8%

(8)就労形態[208]
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6.3

11.1

2.6

2.2

7.8

11.9

12.0

5.9

3.2

7.0

4.8

9.4

7.0

9.2

21.9

5.9

3.7

3.9

44.2

52.2

37.7

83.3

74.1

48.9

47.1

23.8

4.0

32.4

51.6

45.1

60.0

86.7

47.6

35.0

18.8

44.2

45.0

60.0

5.9

50.0

39.2

56.7

70.4

37.3

8.2

6.7

9.6

4.4

13.7

16.7

4.0

8.8

3.2
9.2

4.0

9.5

9.4

20.0

7.0

8.3

10.0

9.4

5.9

10.0

7.4

11.8

25.5

8.9

38.6

11.1

18.5

31.1

17.6

31.0

40.0

20.6

19.4

28.2

28.0

6.7

28.6

26.5

30.2

27.5

26.7

17.6

9.4

35.3

26.7

18.5

31.4

8.2

10.0

7.0

3.7

8.9

7.8

11.9

12.0

14.7

16.1

4.9

4.0

11.1

31.3

9.3

6.4

3.3

17.6

9.4

13.7

3.3

5.9

3.8

4.4

3.5

5.6

2.2
3.9

2.4
12.0

5.9

6.5

2.8

4.0

6.7

4.8

2.6

37.5

0.9

41.2

2.0

3.8

6.7

0.9

3.7

2.2

2.0

2.4

16.0

11.8

2.8

2.4

6.0

12.5

2.3

2.8

17.6

3.3

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[208]

《性別》　男性[93]

女性[116]

《年齢》　18～29歳[22]

30歳代[28]

40歳代[45]

50歳代[51]

60歳代[42]

70歳代以上[25]

《居住歴》　ずっと音更[36]

転出後、再び音更[32]

音更町外から転入[144]

《居住年数》　5年未満[26]

5年以上10年未満[16]

10年以上20年未満[44]

20年以上[117]

《居住地》　農村部[17]

駒場地区[5]

音更市街[43]

木野市街[112]

宝来・ひびき野市街[31]

十勝川温泉市街[0]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

(8)就労形態（属性別）

会社の

経営者、

役員

正規雇用

の社員・

職員

契約・嘱託

の社員

・職員

パート、

アルバイト、

派遣

自家営業主・

自営業主・

フリーランス

家族従業員・

専従者

無回答
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（９）居住形態 

 

○「持ち家（１戸建て）（69.5％）」が最も高く、「賃貸（マンション等集合住宅）

（20.3％）」が続きます。 

〇「持ち家（マンション等集合住宅）」という回答はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「賃貸（マンション等集合住宅）」は 18～29 歳と 30 歳代で高く、他

の年齢との差がめだちます。 

●居住年数別でみると、「賃貸（マンション等集合住宅）」は年数が短いほど割合が高く

なっています。 

 

持ち家（1戸建て）

69.5%

賃貸（1戸建て）

3.2%

賃貸（マンション等集合住宅）

20.3%

その他

4.9%

無回答

2.0%

(9)居住形態[344]
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69.5

78.0

67.0

37.5

50.0

67.9

76.4

77.8

80.2

75.0

73.3

69.5

39.4

53.6

68.9

77.3

90.0

85.7

68.0

69.4

72.3

100.0

82.4

75.0

66.7

60.0

77.8

60.8

100.0

72.0

76.1

3.2

0.8

5.2

2.9

10.7

3.6

2.8

1.9

4.4

3.3

9.1

10.7

3.3

1.5

5.0

3.3

8.5

2.0
3.3

5.9

12.0

20.3

16.5

22.7

54.2

38.2

14.3

20.0

18.1

12.5

17.3

17.8

21.3

45.5

32.1

23.0

14.8

5.0

25.3

22.2

14.9

17.6

25.5

26.7

22.2

21.6

16.0

17.9

4.9

4.7

4.6

8.3

8.8

7.1

1.4

7.3

3.8

4.4

5.4

6.1

3.6

4.9

5.4

14.3

5.3

5.0

4.3

5.9

10.0

11.8

4.5

2.0

0.5

1.9

0.4

1.0

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(9)居住形態（属性別）

持ち家（1戸建て） 賃貸（1戸建て） 賃貸（マンション等集合住宅） その他 無回答
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（１０）町内会への加入 

 

○「加入している（66.0％）」が最も高く、「加入していない（23.5％）」が続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「加入している」は年齢が高いほど高く、60 歳代以上は８割以上を

占めます。一方、「加入していない」は 18～29 歳で約６割を占めます。 

●居住年数別でみると、「加入している」は居住年数が長いほど高くなっています。一

方、「加入していない」は５年未満で約６割を占めます。 

 
 

 

加入している

66.0%

加入していない

23.5%

加入していたが、退会した

8.1%

加入していないが、加入したい

（加入予定）

0.6%

無回答

1.7%

　　　(10)町内会への加入[344]
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66.0

73.2

65.5

33.3

38.2

57.1

58.2

81.9

86.5

71.2

71.1

65.7

36.4

50.0

63.9

74.9

90.0

85.7

70.7

63.9

63.8

100.0

76.5

59.4

58.8

77.8

64.7

80.0

62.0

79.1

23.5

18.9

26.3

58.3

47.1

35.7

27.3

15.3

5.2

17.3

22.2

25.5

57.6

50.0

23.0

15.8

10.0

14.3

17.3

28.3

23.4

11.8

25.0

37.3

40.0

22.2

21.6

28.0

13.4

8.1

7.1

7.7

8.3

8.8

7.1

14.5

2.8

8.3

11.5

4.4

7.9

3.0

13.1

8.4

12.0

7.2

10.6

11.8

12.5

3.9

6.7

11.8

20.0

10.0

7.5

0.6

0.8

0.5

5.9

2.2

0.4

3.0

0.5

0.6

2.1

3.1

2.0

1.7

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

(10)町内会への加入（属性別）

加入している 加入していない 加入していたが、退会した 加入していないが、加入したい（加入予定） 無回答
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（１１）インターネットを使う時の手段 

 

○「スマートフォン（74.4％）」が最も高く、「ノートパソコン（29.9％）」が続きます。

「なし」は 11.6％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載：ガラケー、職員 

 

●性別でみると、「デスクトップパソコン」と「ノートパソコン」は男性で高く、差が

めだちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「スマートフォン」は年齢が高まるほど割合が低くなる傾向にあり、

70 歳代以上は「なし」という回答が他の年齢に比べて高く、めだちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.9

29.9

19.2

74.4

0.9

11.6

0% 20% 40% 60% 80%

デスクトップパソコン

ノートパソコン

タブレット

スマートフォン

その他

なし

(11)インターネットを使う時の手段（あてはまるものすべて選択）[344]

26.8

39.4

22.8

70.9

2.4

11.0

11.9

25.8

17.5

79.9

11.3

0% 20% 40% 60% 80%

デスクトップパソコン

ノートパソコン

タブレット

スマートフォン

その他

なし

(11)インターネットを使う時の手段（あてはまるものすべて選択/性別）

男性[127]

女性[194]

12.5

45.8

25.0

95.8

20.6

44.1

32.4

97.1

21.4

48.2

30.4

94.6

1.8

27.3

38.2

20.0

85.5

1.8

3.6

20.8

29.2

20.8

79.2

9.7

6.3

8.3

6.3

44.8

2.1

31.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デスクトップパソコン

ノートパソコン

タブレット

スマートフォン

その他

なし

11)インターネットを使う時の手段（あてはまるものすべて選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]
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Ⅲ　設問別調査結果 
 
１　暮らしの満足度・重要度（【問１】） 

【問１】音更町での暮らしについてお尋ねします。（１）次の各分野について、「①現在の満足度」と「②今後

の重要度」を選択肢から選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

 
１）満足度について（％での比較） 

 

○「満足」が最も高いのは「36.日常の買い物環境（25.9％）」で、「17.ごみの収集・リ

サイクル（14.2％）」、「4.病院・診療所などの医療環境（13.1％）」と続きます。 

○「満足」と「やや満足」の合計が最も高いのは「36.日常の買い物環境（合計

54.4％）」で、「17.ごみの収集・リサイクル（合計 45.6％）」、「2.健康づくりや病気

の予防、健診・検診（合計 42.7％）」と続きます。 

○一方、「不満」が最も高いのは「31.道路や歩道の除排雪（11.9％）」で、「33.路線バ

スの利用のしやすさ（9.0％）」、「32.道路の整備・管理（7.6％）」と続きます。 

○「やや不満」と「不満」の合計が最も高いのは「31.道路や歩道の除排雪（合計

33.1％）」で、「29.空き家の整理・有効活用（合計 29.6％）」、「32.道路の整備・管理

（合計 25.3％）」と続きます。 

 
 

２）重要度について（％での比較） 

 

○「重要」が最も高いのは「31.道路や歩道の除排雪（43.9％）」で、「1.子育ての環境

や支援（43.0％）」が僅差で続きます。その次は「4.病院・診療所などの医療環境

（40.1％）」です。 

○「重要」と「やや重要」の合計が最も高いのは「31.道路や歩道の除排雪（合計

77.0％）」で、「1.子育ての環境や支援（合計69.2％）」、「2.健康づくりや病気の予防､

健診･検診（合計 65.4％）」と続きます。「5.高齢者の介護予防・自立支援（合計

65.1％）」、「4.病院・診療所などの医療環境（合計 64.5％）」、も僅差で続きます。 

○「重要ではない」と「あまり重要ではない」は、多くの項目で１～２％程度ですが、

最も回答率が高いのは、いずれも「10.町内会活動などのコミュニティ活動」です。 
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6.7

11.6

8.7

13.1

6.1

5.2

4.7

2.6

3.2

5.8

6.4

4.9

11.6

5.5

8.4

7.3

14.2

4.9

5.2

4.4

3.8

4.4

6.1

5.8

5.8

3.5

3.5

8.4

2.3
10.8

9.9

8.1

6.1

6.7

9.6

25.9

11.9

11.9

11.3

6.7

8.1

5.2

8.1

4.4

11.6

5.5

20.1

31.1

20.1

25.3

16.6

13.1

11.6

8.4

8.4

10.5

14.0

14.0

19.5

17.7

16.3

14.5

31.4

11.9

16.0

9.3

11.3

12.2

10.2

13.1

19.5

11.3

11.6

24.4

4.9

23.3

23.3

20.1

10.5

10.2

21.8

28.5

17.7

24.1

24.7

17.7

21.5

15.1

19.8

13.4

23.8

14.0

50.3

46.2

52.6

36.6

54.7

63.1

65.4

70.6

66.0

63.7

62.8

61.3

57.6

59.0

59.0

59.9

41.0

68.9

59.9

68.9

68.3

68.0

70.1

68.0

58.1

71.5

71.2

44.2

57.6

54.7

29.4

41.9

54.1

56.4

53.8

30.2

48.5

53.5

51.5

58.4

43.6

50.3

57.3

64.5

50.3

65.7

10.2

4.9

10.2

15.7

12.8

8.1

9.6

10.2

12.8

10.5

7.3

9.6

3.5

7.0

7.6

9.6

5.5

4.9

8.1

7.3

7.6

5.8

4.4

3.8

6.7

4.1

4.1

13.1

23.8

5.5

21.2

17.7

15.1

14.2

6.7

8.4

12.8

3.5

5.2

7.8

15.4

16.0

7.3

8.4

4.7

5.8

3.8

0.6
2.6

3.8

4.4

2.6

1.5

0.6
1.7

2.6

1.7

2.3

0.9

2.3

2.0
2.6

2.6

0.9
2.9

0.3

0.6

1.2

0.9

0.6

1.5

0.6

0.6
5.5

5.8

1.7
11.9

7.6

9.0

6.1

1.7

2.6
3.8

0.6

0.9

2.0
4.4

7.0

1.2

2.0
2.9

1.2

9.0

5.5

5.8

5.5

5.5

7.8

7.3

7.6

7.8

7.0

7.8

7.8

7.0

8.4

6.7

6.1

5.2

8.4

7.8

9.9

8.4

8.4

8.4

8.7

8.4

9.0

9.0

4.4

5.5

4.1

4.4

4.7

5.2

6.4

6.4

4.4

5.2

6.4

6.4

7.3

7.0

6.4

6.4

7.3

6.7

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.子育ての環境や支援

2.健康づくりや病気の予防､健診･検診

3.新たな感染症への対策や情報発信

4.病院・診療所などの医療環境

5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境

8.町民ボランティア活動の育成・支援

9.消費生活の情報提供や相談体制

10.町内会活動などのコミュニティ活動

11.交通安全への取組

12.地域での防犯対策

13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備

31.道路や歩道の除排雪

32.道路の整備・管理

33.路線バスの利用のしやすさ

34.コミュニティバスの利用のしやすさ

35.まちの景観

36.日常の買い物環境

37.中心市街地のにぎわいづくり

38.農業の振興

39.地産地消・食育の取組

40.企業誘致や企業活動の支援

41.観光地としての魅力づくり

42.働く場の確保

43.広報紙やホームページ等の情報提供

44.町民と行政の協働まちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１】暮らしの満足度について[344]

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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1.子育ての環境や支援

2.健康づくりや病気の予防､健診･検診

3.新たな感染症への対策や情報発信

4.病院・診療所などの医療環境

5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境

8.町民ボランティア活動の育成・支援
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13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備

31.道路や歩道の除排雪

32.道路の整備・管理

33.路線バスの利用のしやすさ

34.コミュニティバスの利用のしやすさ

35.まちの景観

36.日常の買い物環境

37.中心市街地のにぎわいづくり

38.農業の振興

39.地産地消・食育の取組

40.企業誘致や企業活動の支援

41.観光地としての魅力づくり

42.働く場の確保

43.広報紙やホームページ等の情報提供

44.町民と行政の協働まちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１】暮らしの重要度について[344]

重要である やや重要である 普通 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

 
 

※２％未満は数値表示を省略



27

３）満足度・重要度について（加重平均値※でのマトリックス分析） 

○満足度の加重平均値が最も高いのは、「36.日常の買い物環境」で、「17.ごみの収集・

リサイクル」、「2.健康づくりや病気の予防、健診・検診」が続きます。一方、数値が

マイナスの項目は６項目あり、最も低いのは「29.空き家の整理・有効活用」です。 

○重要度はすべてプラスで、加重平均値が最も高いのは「31.道路や歩道の除排雪」で、

「1.子育ての環境や支援」、「4.病院・診療所などの医療環境」が続きます。 

 ※「加重平均値」とは回答者が選んだ選択肢から平均を算出した数値です。算出方法は次のとおりです。 
　満足度：｛（満足×2）+(やや満足×1)+(普通×0)+(やや不満×-1)+(不満×-2）｝÷回答者数 
　重要度：｛（重要×2）+(やや重要×1)+(普通×0)+(あまり重要ではない×-1)+(重要ではない×-2)｝÷回答者数 
　数値は－２から＋２の範囲で、－２に近いほど低く、＋２に近いほど高い、とみます。

 暮らしの項目 満足度 重要度

 1.子育ての環境や支援 0.17 1.26（２番目に高い）

 2.健康づくりや病気の予防、健診・検診 0.51 1.10

 3.新たな感染症への対策や情報発信 0.23 0.92

 4.病院・診療所などの医療環境 0.30 1.11（３番目に高い）

 5.高齢者の介護予防・自立支援 0.08 1.10

 6.障がい者(児)の生活支援 0.11 1.00

 7.男女が等しく社会参加できる環境づくり 0.09 0.57

 8.町民ボランティア活動の育成・支援 0.03 0.38

 9.消費生活に関する情報提供や相談体制 -0.02 0.44

 10.町内会活動等のコミュニティ活動 0.07 0.22（最低）

 11.交通安全への取組 0.17 0.62

 12.地域での防犯対策 0.10 0.75

 13.消防・救急体制 0.40 0.88

 14.自然災害などに対する防災体制 0.19 1.04

 15.自然環境の保全 0.23 0.74

 16.騒音･振動･悪臭等の公害防止 0.15 0.67

 17.ごみの収集・リサイクル 0.52 0.93

 18.生涯学習の情報や機会の提供 0.17 0.41

 19.小・中学校の教育環境 0.14 0.86

 20.障がいのある児童などの教育環境 0.11 0.79

 21.芸術文化活動の促進 0.11 0.37

 22.芸術文化施設の充実 0.14 0.35

 23.文化財や史跡の伝承保存 0.18 0.34

 24.スポーツ活動の推進 0.22 0.48

 25.スポーツ施設の充実 0.23 0.55

 26.青少年の健全育成 0.14 0.55

 27.ふるさと教育の推進 0.15 0.36

 28.公園や緑地の整備・管理 0.18 0.78

 29.空き家の整理・有効活用 -0.27 0.81

 30.上下水道の整備 0.37 0.88

 31.道路や歩道の除排雪 -0.02 1.29（最高）

 32.道路の整備・管理 0.04 1.02

 33.路線バスの利用のしやすさ -0.11 0.73

 34.コミュニティバスの利用のしやすさ -0.03 0.64

 35.まちの景観 0.33 0.65

 36.日常の買い物環境 0.70（最高） 1.01

 37.中心市街地のにぎわいづくり 0.22 0.69

 38.農業の振興 0.46 0.85

 39.地産地消・食育の取組 0.43 0.86

 40.企業誘致や企業活動の支援 0.21 0.80

 41.観光地としての魅力づくり 0.15 0.92

 42.働く場の確保 -0.05 1.04

 43.広報紙やホームページなどの情報提供 0.28 0.64

 44.町民と行政の協働によるまちづくり体制 0.10 0.59

 45.窓口での対応や窓口サービスの提供 0.39 0.74

 46.効率的・効果的な行政運営 0.18 0.71
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○ヨコ軸を「満足度」、タテ軸を「重要度」としてグラフで示すと、

右のように、タテ軸（重要度）では全てプラスの中に位置し、

ヨコ軸（満足度）では-0.3 から+0.7 の間に位置します。 

　　　の部分を拡大すると、下の分布図のようになります。 

 
○満足度が低くて重要度が高い位置にあるものは「31.道路や歩道

の除排雪｣や｢42.働く場の確保｣などです。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高い

低い

高い

低い

［分野の区分］ 

● 保健・医療・福祉 

○ 生活環境や安全・安心 

▲ 環境保全 

□ 教育･スポーツ･文化･国際交流等

◆ 都市環境や都市基盤の整備 

■ 産業 

△ その他行政運営

満足度

重
要
度
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４）満足度について（加重平均での比較） 

 

＜性別での比較＞ 

●最も数値が高い項目は、男女とも「36.日常の買い物環境」で、最も数値が低い項目

は男女とも「29.空き家の整理・有効活用」です。 

●46 項目中、男性の方が高い項目と女性の方が高い項目は、ともに 23 項目です。 

●男女で差がめだつ項目は、差が大きい順に「35.まちの景観」「34.コミュニティバス

の利用のしやすさ」などで、いずれも女性の方が高くなっています。 

 
 

【問１】満足度について（性別/加重平均） 
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＜年齢別での比較＞ 

●最も数値が高い項目は、60 歳代のみ「2.健康づくりや病気の予防、健診・検診」で、

その他は「36.日常の買い物環境」です。 

●最も数値が低い項目は、18～29歳のみ「31.道路や歩道の除排雪」で、その他は「29.

空き家の整理・有効活用」です。 

●各項目で最も高い数値が多かった年齢は、18～29 歳（46 項目中 17 項目が最高値）で、

反対に、最も低い項目が多かった年齢は 50 歳代（46 項目中 24 項目が最低値）です。 

●年齢別で差がめだつ項目は、差が大きい順に「36.日常の買い物環境」（30 歳代が最

高値で 60歳代が最低値）、「31.道路や歩道の除排雪」（30 歳代が最高値で 60 歳代が最

低値）「4.病院・診療所などの医療環境」（18～29 歳が最高値で 50 歳代が最低値）な

どです。 

 
 

【問１】満足度について（年齢別/加重平均） 
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前回［419］ 今回[344]

＜前回との比較＞ 

 

〇前回より高くなったのが 46 項目中 20 項目、低くなったのは 46 項目中 26 項目です。 

〇前回より低くなった項目の方が多いですが、前回よりも低い項目は僅差が多く、反対

に、今回の方が高くなった「35.まちの景観」、「37.中心市街地のにぎわいづくり」、

「40.企業誘致や企業活動の支援」などは前回との差がめだちます。 

 
 

【問１】満足度について（前回との比較/加重平均） 
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５）重要度について（加重平均での比較） 

 

＜性別での比較＞ 

●最も数値が高い項目は、男女とも「31.道路や歩道の除排雪」で、「1.子育ての環境や

支援」が僅差で続きます。 

●最も数値が低い項目は、男女とも「10.町内会活動等のコミュニティ活動」です。 

●46 項目中、男性の方が高いのは 19 項目、女性の方が高いのは 27 項目です。 

●男女で差がめだつ項目は、差が大きい順に「7.男女が等しく社会参加できる環境づく

り」「34.コミュニティバスの利用のしやすさ」「40.企業誘致や企業活動の支援」など

で、7 と 34 は女性の方が、40 は男性の方がそれぞれ高くなっています。 

 
 

【問１】重要度について（性別/加重平均） 
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＜年齢別での比較＞ 

●最も数値が高い項目は、18～29 歳と 50 歳代、60 歳代は「31.道路や歩道の除排雪」、

30 歳代、40 歳代、70 歳代以上は「1.子育ての環境や支援」です。 

●各項目で最も高い数値が多かった年齢は、18～29 歳と 30 歳代（46 項目中 21 項目が

最高値）で、反対に、最も低い項目が多かった年齢は 50歳代（46 項目中 34 項目が最

低値）です。 

●年齢別で差がめだつ項目は、差が大きい順に「39.地産地消・食育の取組」、「37.中心

市街地のにぎわいづくり」、「7.男女が等しく社会参加できる環境づくり」などで、39

と 37 は 30 歳代が最高値で 50 歳代が最低値、7 は 18～29 歳が最高値で 50 歳代が最低

値です。 

 
 

【問１】重要度について（年齢別/加重平均） 
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＜前回との比較＞ 

 

〇前回より高くなったのは「30.上下水道の整備」「31.道路や歩道の除排雪」「36.日常

の買い物環境」の３項目のみです。 

〇前回と今回で数値の差がめだつ項目は、差が大きい順に「14.自然災害などに対する

防災体制」、「3.新たな感染症への対策や情報発信」、「38.農業の振興」などで、いず

れも前回の方が高くなっています。 

 
 

【問１】重要度について（前回との比較/加重平均） 
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5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境づくり

8.町民ボランティア活動の育成・支援

9.消費生活に関する情報提供や相談体制

10.町内会活動などのコミュニティ活動

11.交通安全への取組

12.地域での防犯対策

13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備
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44.町民と行政の協働によるまちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１-２】特に重要なもの（優先順位別）[344]

１番目に重要

２番目に重要

３番目に重要

４番目に重要

５番目に重要

 
２　今後のまちづくりで特に重要だと思うもの（【問１-2】【問１-3】） 

　　【問１-2】４６項目のうち、今後のまちづくりに特に重要だと思うものを、優先順位の高いものから順に

５つまで番号をお書きください。 

○１番目に重要なもので最も高いのは｢1.子育ての環境や支援(20.6％)｣で､「5.高齢者

の介護予防・自立支援(6.7％)」、｢31.道路や歩道の除排雪(5.2％)｣､｢4.病院･診療所

などの医療環境(4.9％)｣と続きます。 

○１番目から５番目までの合計で最も高いのも「1.子育ての環境や支援」で、「31.道路

や歩道の除排雪」が２位、「5.高齢者の介護予防・自立支援」が３位、「4.病院・診療

所などの医療環境」が４位、「14.自然災害などに対する防災体制」が５位です。 

 
 

合計 33.1％で１位

合計 26.2％で２位

合計 22.4％で３位

※１番目に優先すべきもののみ、回答率を
表示しています。

合計 20.1％で４位

合計 18.0％で５位
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12.9

18.0

2.6
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0% 10% 20% 30% 40%

1.子育ての環境や支援

2.健康づくりや病気の予防、健診・検診

3.新たな感染症への対策や情報発信

4.病院・診療所などの医療環境

5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境づくり

8.町民ボランティア活動の育成・支援

9.消費生活に関する情報提供や相談体制

10.町内会活動などのコミュニティ活動

11.交通安全への取組

12.地域での防犯対策

13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備

31.道路や歩道の除排雪

32.道路の整備・管理

33.路線バスの利用のしやすさ

34.コミュニティバスの利用のしやすさ

35.まちの景観

36.日常の買い物環境

37.中心市街地のにぎわいづくり

38.農業の振興

39.地産地消・食育の取組

40.企業誘致や企業活動の支援

41.観光地としての魅力づくり

42.働く場の確保

43.広報紙やホームページなどの情報提供

44.町民と行政の協働によるまちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１-２】１番目から５番目までの合計（性別）

男性[127]

女性[194]

●１番目から５番目までの合計を性別でみると、男女とも「1.子育ての環境や支援」が

第１位、「31.道路や歩道の除排雪」が第２位です。 

●男性と女性の回答の差がめだつのは、「19.小・中学校の教育環境」や「40.企業誘致

や企業活動の支援」などです。19 は女性が、40 は男性が高くなっています。 
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●１番目から５番目までの合計の順位を年齢別でみると、50 歳代以下は「1.子育ての

環境や支援」、60 歳代は「4.病院・診療所などの医療環境」、70 歳代以上は「5.高齢

者の介護予防・自立支援」が、それぞれ第１位です。 

 
第１位から第５位までの内容（年齢別） 

（［　　］内の数字は回答者数、その他の数字は％） 
 

 
 

 

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位
 

18～29 歳 

[24]

1.子育ての環境や

支援

14.自然災害など

に対する防災体制

5.高齢者の介護予

防・自立支援

31.道路や歩道の

除排雪

19.小・中学校教育

36.日常の買物環境

41.観光地の魅力

42.働く場の確保

 54.2 29.2 25.0 20.8

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位
 

30 歳代 

[34]

1.子育ての環境や

支援

42.働く場の確保 31.道路や歩道の

除排雪

14.自然災害などに対する防災体制 
41.観光地としての魅力づくり

 58.8 32.4 29.4 23.5

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位
 

40 歳代 

[56]

1.子育ての環境や

支援

19.小・中学校の

教育環境

4.病院・診療所な

どの医療環境

31.道路や歩道の

除排雪

28.公園や緑地 
5.高齢者の介護予

防・自立支援

 42.9 37.5 28.6 26.8 25.0

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

 
50 歳代 

[55]

1.子育ての環境や

支援

31.道路や歩道の

除排雪

32.道路の整備・管理 
5.高齢者の介護予防・自立支援

36.日常の買い物

環境

 25.5 23.6 20.0 16.4

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位
 

60 歳代 

[72]

4.病院・診療所な

どの医療環境

31.道路や歩道の

除排雪

1.子育ての環境や

支援

5.高齢者の介護予

防・自立支援

42.働く場の確保

 34.7 33.3 29.2 27.8 23.6

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位
 

70 歳代以上 

[96]

5.高齢者の介護予

防・自立支援

31.道路や歩道の

除排雪

1.子育ての環境や

支援

14.自然災害など

に対する防災体制

29.空き家の整

理・有効活用

 21.9 20.8 19.8 18.8 15.6
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1.5
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0.3

0.9

0.0

3.2

1.7

2.6

0.0

2.0

1.5

3.2

0.3

0.6

0.9

0.3

0% 10% 20% 30%

1.子育ての環境や支援

2.健康づくりや病気の予防、健診・検診

3.新たな感染症への対策や情報発信

4.病院・診療所などの医療環境

5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境づくり

8.町民ボランティア活動の育成・支援

9.消費生活に関する情報提供や相談体制

10.町内会活動などのコミュニティ活動

11.交通安全への取組

12.地域での防犯対策

13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備

31.道路や歩道の除排雪

32.道路の整備・管理

33.路線バスの利用のしやすさ

34.コミュニティバスの利用のしやすさ

35.まちの景観

36.日常の買い物環境

37.中心市街地のにぎわいづくり

38.農業の振興

39.地産地消・食育の取組

40.企業誘致や企業活動の支援

41.観光地としての魅力づくり

42.働く場の確保

43.広報紙やホームページなどの情報提供

44.町民と行政の協働によるまちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１-２】１番目に優先すべきもの（前回との比較）

前回[419]

今回[344]

＜前回との比較（１番目に重要なもの）＞ 

〇前回と同じく「1.子育ての環境や支援」が第１位です。 

〇前回と今回で差がめだつ項目は、「2.健康づくりや病気の予防、健診・検診」（前回が

高い）や「36.日常の買い物環境」（今回が高い）などです。 
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4.1

0% 10% 20% 30% 40%

1.子育ての環境や支援

2.健康づくりや病気の予防、健診・検診

3.新たな感染症への対策や情報発信

4.病院・診療所などの医療環境

5.高齢者の介護予防・自立支援

6.障がい者（児）の生活支援

7.男女が等しく社会参加できる環境づくり

8.町民ボランティア活動の育成・支援

9.消費生活に関する情報提供や相談体制

10.町内会活動などのコミュニティ活動

11.交通安全への取組

12.地域での防犯対策

13.消防・救急体制

14.自然災害などに対する防災体制

15.自然環境の保全

16.騒音・振動・悪臭などの公害防止

17.ごみの収集・リサイクル

18.生涯学習の情報や機会の提供

19.小・中学校の教育環境

20.障がいのある児童などの教育環境

21.芸術文化活動の促進

22.芸術文化施設の充実

23.文化財や史跡の伝承保存

24.スポーツ活動の推進

25.スポーツ施設の充実

26.青少年の健全育成

27.ふるさと教育の推進

28.公園や緑地の整備・管理

29.空き家の整理・有効活用

30.上下水道の整備

31.道路や歩道の除排雪

32.道路の整備・管理

33.路線バスの利用のしやすさ

34.コミュニティバスの利用のしやすさ

35.まちの景観

36.日常の買い物環境

37.中心市街地のにぎわいづくり

38.農業の振興

39.地産地消・食育の取組

40.企業誘致や企業活動の支援

41.観光地としての魅力づくり

42.働く場の確保

43.広報紙やホームページなどの情報提供

44.町民と行政の協働によるまちづくり体制

45.窓口での対応や窓口サービスの提供

46.効率的・効果的な行政運営

【問１-２】１番目から５番目までの合計（前回との比較）

前回[419]

今回[344]

＜前回との比較（１番目から５番目までの合計で重要なもの）＞ 

〇前回と同じく「1.子育ての環境や支援」が第１位です。 

〇前回と今回で差がめだつ項目は、「3.新たな感染症への対策や情報発信」や「39.地産

地消・食育の取組」などで、いずれも前回の方が高いです。 
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　　【問１-３】２で選んだ分野について、特に実施すべきと思われることがあれば、具体的にお書きくださ

い。 

※（　）の数字は、複数回答の数です。　　※具体的な内容が記載されている内容のみ掲載しています。 

1.子育ての環境や支援 

＜保育＞ 

・保育園への支援と保育士の育成 
・保育園など子どもを預けられる環境 
・子育てしやすい町（預けやすいと働きやすい） 

＜施設、遊び場＞ 

・子育て支援センターはあるものの、利用できる時間が短いのが残念。公園で安心して遊べないので、他の市町
村に出かけています。 

・無料で子供が遊べる場所増やすべき。 
・未就学児・低学年の子供達が安心して遊んだり集まって行事が出来る会館があると良い。 
・南幌や室蘭のような施設がほしい。 
・室内の遊び場があればうれしい。 
・公園や施設、気軽に利用できる子育ての場所の充実 
・公園があるのはありがたい。駐車所もあるとなお良い。 
・屋内の遊び場。 

＜経済的負担の軽減＞ 

・金銭的支援、精神的支援をもっと町民にわかりやすく。 
・０歳児からの保育園料無償化 
・高校までの授業料無償化 
・子育てにかかる費用の無償化、特に高校以上がかかるので、教育の機会を失う方も多い。もったいないと思う。 
・子育て世代への支援金、医療費の無償化。 
・医療費の助成の拡大 
・他町村にくらべて子どもの医療費の無料化が遅れている。 
・子育ての支援が帯広と同じ小学生の医療費の見直し 
・小・中学生の医療費を無料に（３） 
・成人になるまで学費・医療費は無料 

＜その他＞ 

・給食無償化など 
・全ての学校にエアコン 
・小学校の 3 年生くらいまでは重いランドセルを背負わせないこと。 
・不登校児の増大に対する寺小屋設置 
・もっと施設などに力を入れてほしい。サポート、仕事しやすいような。 
・子供を持つ女性の社会進出支援 
・不妊治療の補助 
・オムツ券をくばるとか。 

2.健康づくりや病気の予防、健診・検診 

・検診を増やしてほしい（２） 
・がんドッグの助成金を増やしてほしい。年齢も 30 才～で。 
・保険料の増加抑制対策 
・医療機関は多く恵まれているが、医療費が高いので予防が大事。 
・何よりも健康第一、それには予防、健診が必要。 
・病気予防の具体的内容をパンフレットで配る。 
・年配の方の介護予防に、もう少し力を入れても良いのではないか。教室を開くなど。 
・高齢者が安心して住めるまち（相談体制など） 
・スポーツ活動が出来る環境を作る。 
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・健康づくりがしやすい（参加しやすい）場を増やす。 
・健康期間の延伸に伴う働く労働力確保 

3.新たな感染症への対策や情報発信 

・感染症のぜい弱性を改善すべき。 
・コロナを教訓に、新たな対策を。 
・コロナの情報等を多くしてほしい。 
・インフル、コロナの発生状況を知りたかった時があった。 

4.病院・診療所などの医療環境 

・医療機関の案内冊子（帯広、音更の） 
・わかりやすく病院、診療所を案内する資料を作る。 
・町内にすべての科を設置してほしい（手術、入院対応できるように）。 
・眼科、皮フ科を最低でも 2 軒に（医者が合わないと帯広へ） 
・産婦人科がないのがつらいです。 
・不便な地形（長細い丘陵地）で病院選択に偏りがあり、時間がかかる。 
・病院が少なく待ち時間が長い。 
・病院が少ないため、患者が集中し待ち時間が長い。 
・病院から遠い地域での医療（病院までの足も含めて） 
・感染症他の対応可能な病院の充実 
・小児科の病院増やすべき（土日祝もやってるとこ） 
・小児科がもっとあればよい（２） 
・小児外科が十勝で唯一厚生病院しかなく何かあったときに不安。 
・低所得者、生活困窮者に対し医療費助成が必要。 
・老化により通院するための交通手段に不安。 
・車の免許がないため発熱した時に診てもらう病院がない。 
・高齢社会に対する医療と介護にたずさわるスタッフを確保、町として取組。 
・高齢者がふえる中、忙しいわりに看護師、介護士さんの人数が少ない（賃金が安いから）特に介護士さんが安
い！ 

・信頼できる病院がない。 
・信頼できる医療を。 

5.高齢者の介護予防・自立支援 

＜情報提供、相談＞ 

・自分が高齢になったときに情報がほしい。 
・高齢者にたいして、わかりやすい説明 
・予防教室等の不足。あるのかもしれない…ＰＲ不足。 
・予防や支援にどの様な取組みがされているか周知 
・独身男性、同居家族の介護相談が出来ない。 

＜施設＞ 

・高齢化社会に向けて施設の充実を。 
・高齢者のための施設の充実。 
・特老施設を増やして欲しい。 
・公共の施設不足。 
・介護認定がおりていなくても、おふろ等の利用ができる施設がほしい。 

＜その他＞ 

・介護認定を迅速にお願いしたい。 
・高齢化社会に向けて介護支援の充実を。 
・年金生活で介護施設の利用料が高く、他町に転居しないとならない。 
・年金を元にもどす（金額）施設（料金が高い）。 
・働ける期間の延長。 
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・自宅で最期まで過ごせるような体制を。 
・集まってできるレク、運動や一人でもできる何か。 
・１人暮らしで家族も遠方に居る様なお年寄りが気がかり。 
・高齢者が増え 1 人暮しが多くなり不安な毎日。少しでも健康で過せる様にして。 
・高齢化社会を見すえ、制度を整えてほしい。 

6.障がい者(児)の生活支援 

・障がい者の働く賃金が安く、働く場所も少なく、多々働く場所でのいじめを聞く。 
・若者が少ない。働き手不足→養成する。 
・公共の施設不足 
・きめ細かな対応 
・障がいがあっても楽しく生きていける環境は大切。 

7.男女が等しく社会参加できる環境づくり 

・同じく働いているのに家に帰っても仕事は女性が山もりあり、かわいそう。 
・男女の賃金格差の解消。 
・まだまだ女性の社会的参加（力）がよわい。 

8.町民ボランティア活動の育成・支援 

・取り組みが必要 

9.消費生活に関する情報提供や相談体制 

・相談しても、たらい回しにされる。 

10.町内会活動等のコミュニティ活動 

・町内会活動に対するテコ入れ（行政が積極的に）。 
・町内の活動が多すぎ、もっと町のバックアップを。 
・町内会入会への支援 
・町内会活動の縮小 
・町内会は一部の人に負担がかかっており解散すべきである。 
・町内会の脱退が多く活動ができない。又、引越ししてきても名前すらわからない。 
・最近は町内活動も役員さんが高齢者ばかりでなり手がいない…安心安全がなくなりつつある様です。 
・高い会費を取られてお花見や回覧板を回すだけで、入会をしたくない。学校のＰＴＡは仕方がないけど、町内会
に対しては役員や手伝いをしなければならなくて負担を感じます。 

・なぜ町内会は必要なのかを広く知らしめる。 
・となり近所の人達と交流の場が欲しい。 

11.交通安全への取組 

・他地区から来るバイク、自転車の安全対策 
・交通事故現場の表示。看板設置（事故内容、日、時） 
・慣れた人しか知らない路線規制の表示（十勝大橋から木野） 
・スーパーなどが増えてきたので安全な交通環境をつくってほしい。 
・道路がせまい。２車線が少ない 
・（拡幅中ではあるが）十勝の南北をつなぐ重要路である国道２４１号の木野地域が１車線なのは不便。 

12.地域での防犯対策 

・町内会での見守り強化。 
・住宅街等に外灯が無く暗い場所が多い。 

13.消防・救急体制 

・病院の連携がなかなか難しそうで遅い。 
・災害が起きた場合、職員の数は適切か。 
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14.自然災害などに対する防災体制 

＜水害＞ 

・河川の氾濫対策（3） 
・川の増水した場合の堤防の強化 
・十勝川が近いので水害対策 
・堤防より川床の浚せつが重要では。 
・気候変動による不安（川が多い、土砂崩れなどの防災）。 
・最近水害等が多くなり、各地区の橋の強化など 
・全国的多発する集中豪雨等への対策強化 
・排水ポンプ等の設備を町内企業と連携してはどうか。 
・公共施設の立地条件を…水害等 
・宝来、木野地区が水害に合わないようにする。ダムに多大な金を使わない違う対策。 

＜体制＞ 

・年々増えていく自然災害に対し、日々の防災体制（町内会など）不安がある。 
＜意識＞ 

・天候が変わって来ているので、一人一人の防災対策の意識向上。 
・災害のない音更町だが、町内会での出前講座等増やしてほしい。若い人が参加していない。 

＜マップ＞ 

・町内のいたる所に避難場所や、ハザードマップなどなど貼ってあるのがとても良い。 
・防災マップが役に立っていない。対策を取るべき。 

＜その他＞ 

・災害で避難指示が出ているのに営業している店があったので、徹底してほしい。 
・災害時の不安、町の補助があるといい。 

15.自然環境の保全（落ちているごみ、ペットのふん） 

・大建築物、大工場の為に自然を破壊しない。 
・電線にまで伸びている樹木を切ってほしい（防災になるはず）。 
・温暖化対策を国、道と世界規模で行う。今よりひどくしない。 
・住宅周りのごみ、雑草、木々の整備・注意。 
・町内河川のゴミ不法投棄による自然破壊。つりをする人にとっては十勝は有名ポイントです。環境を守る事は観
光資源を守る事にも繋がります。 

・道路・歩道・堤防に目立つポイ捨てゴミ 
・不法投棄が気になる。 

16.騒音･振動･悪臭等の公害防止 

・騒音対策 
・夜間、大型車は国道を走行してほしい。 
・農家の堆肥の散布は、休日・祝日・お盆などをさけてほしい。 

17.ごみの収集・リサイクル 

・収集回数の増 
・ゴミ袋のバラ売りにしてほしい。 
・ごみ出しが不便。１ｋｍ先まで出しに行っている。 
・週２の燃やすごみより週１のプラ・ペットボトルの方が多い。 
・ボタン電池を回収してもらえないのが不満です。以前ホームセンターのサービスカウンターに持って行ったら小
さいボタン電池しかダメですと言われました。 

・町内でもごみ分別がされてない世帯がある。リサイクルの結果（金額や再生後の物等）が見えれば、やる気につ
ながるかもしれない。 

・汚れたプラスチックが燃えないゴミに分類されているため、改善してほしい。 
・リサイクルの場が増えればゴミも少なくなるのでは？ 
・リサイクルについて町内会で収集しているが、会員以外も参加して欲しい。 
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18.生涯学習の情報や機会の提供 

・参加したいので、参加しやすいようにしてほしい。 
・英語を学ぶ機会をたくさん提供する（子どもも社会人も）。 

19.小・中学校の教育環境 

＜エアコン＞ 

・エアコンの設置（9） 
・最近の高温の中で勉強をするのは危険なので教室にクーラーが必要では。 
・エアコン設置は早急に。死者が出てからでは遅い。 
・暖冷房（空調）整備１００％になる様に。 
・猛暑の中、汗だくで勉強はかわいそう。 

＜教育内容＞ 

・学力の向上、心身ともに健康に成長できるサポート体制 
・学力格差をなくす。放課後利用して退職した先生など町で支援。 
・エクセル、ワード等ＰＣの実用テクニックを小・中学校から教えてほしい。 
・プログラミングやお金の教育といった時代に合った教育環境 

＜その他＞ 

・バス停が少ない、宝来地区。 
・夏休みや暑い日にプールが使えないなどありえない。 
・中学校の部活の顧問（先生）の指導が優れている部と、そうでない部の差がありすぎる。良い指導者が別な学校
に行ってしまい、部員が減って弱くなってしまう。不公平です。 

・教育行政においての、人材確保を今一度見直すべき。連携とは何かを考えるべき。 
・登校拒否をしている子がいて不安。 
・義務教育は無料であるべき。誰もが平等に教育を受ける権利があるので、町として教育の拡充は大切。 
・先生たちの相談窓口。 
・子どもたちが生活しやすい環境を整えてほしい（教員にとっても働きやすい）。 
・教員が働きやすい環境作りを。 

20.障がいのある児童などの教育環境 

・幼少期からの教育環境がちゃんとしてれば選択肢が増え良いのでは。 
・軽い障害、重い障害の児童の教員の増員を。 
・バリアフリーへ更に一段の工夫を。 

21.芸術文化活動の促進 

・図書館で実施しているイベントなどの呼びかけ方の工夫。サークル活動のお知らせ。 
・芸術を知らない方々が色々やってて、大卒とか専門職を入れるべき。 
・気軽に良いものを観たり聞いたりしたい。 

22.芸術文化施設の充実 

（なし） 

23.文化財や史跡の伝承保存 

・登録文化財の調査 

24.スポーツ活動の推進 

・助成金など応援金。幅を広げてほしい。 
・年をとってもスポーツが出来るとうれしい。 

25.スポーツ施設の充実 

・冬のスポーツ施設が足りない。 
・体力作りの施設を設立してほしい。 
・総合体育館等の施設がもう１つあっても良いのでは。 
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・野球など室内の練習場がほしい。 
・気軽に体を動かせる場所が欲しい。 
・もっとジムのようなトレーニング施設が町内にほしい。 
・あくりなチャッポの営業時間を２２時までにしてほしい。 

26.青少年の健全育成 

・青少年の育成には特別な費用をかけて行う。 

27.ふるさと教育の推進 

（なし） 

28.公園や緑地の整備・管理 

＜公園＞ 

・遊べる公園が少ない。 
・子供達が楽しめる大きな公園が少ない 
・宝来中央公園の水場をきれいにして子どもたちが遊べるように。 
・昔からある公園を素敵に改良してほしい（鈴蘭公園やむつみ公園等）。 
・公園も新しい時は池もきれいだけど数年たつと池の清掃が良くない。 
・とても良い公園や水遊び場があるのに整備がいきとどいていない。 
・公園きたない。噴水の水。 
・公園が荒廃していて子供たちが遊びにくい。 
・公園がたくさんあるのですが、複合遊具はほとんどなく、つつじ公園の遊具は危険性が高いと思います。また、草
がのび放題、遊具もくもの巣だらけで安心して遊べません。 

・町外からも遊びに来たくなるような遊具のある公園 
・買い物客を引き取め、引き寄せる公園作りと整備 
・芽室、清水、本別公園のような大きな公園が欲しい 
・使用されていない様な公園などの活用。 

＜緑地＞ 

・鈴蘭公園は年々縮少。施設も不備。他の公園も同様になって行くのでは。街路樹、街路花畑も点検すべき。 
・緑地の木が大きくなりすぎている。 
・街路樹で標識が見づらい。早目の剪定を。 
・夏場は街路樹が伸びすぎ信号が見えなく、冬は雪で街路樹から氷が落ちてくる。 
・北鈴蘭側のぎんよくの沢公園周近の川沿いの雑草が伸び放題、文化センターと図書館の西側も同様です。夜に
通るのは怖いですし、学校帰りの中高生が危ないのでは。 

・公園、サイクリングロードの除草をもう少しきれいに（側面） 
＜その他＞ 

・防災の避難場所の意識を持つべき。 
・歩道の管理ができていない。草をとった後のゴミ袋を提供してほしい。 
・河川敷の整備。散歩やジョギングを気持ちよくできる環境づくり。 
・ニセコやフラノなど参考にしてみては。 
・使わない公園にお金を使うより、道路等直す所はある。 

29.空き家の整理・有効活用 

＜空き家が多い、空き家が危険＞ 

・空き家が目立つ（2） 
・空き家が多いので、何とかしてほしい。 
・観光地なのに空き家が多い。野良猫も多い。 
・空き家の数が多くなっています。近くに家族がいない場合が心配です。早めの解体を！！ 
・管理されていない空家が有り、雑草が繁茂し防犯上も良くない。 

＜空き家の活用＞ 

・公営住宅等の空き部屋等の有効活用（単身者向けへの変更など） 
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・町営住宅への入居がなかなか出来ないので活用出来たら良い。 
・町、又は民間で買い取り、施設とかに（現在もやっているが）。 
・宅地開発よりも、中古住宅の有効利用促進策を講ずる。 
・空き家を短期で働く出稼ぎ労働者などに使えないか…。 
・空き家を安く賃貸する。リノベーションして賃貸する。移住者支援など。 

＜その他＞ 

・環境整備の必要なところは多くある。 
・雑草とか環境が悪くなるので整備お願いしたい。 
・鈴蘭地域がまださびしい。役場周辺はしょうがないと思います。 
・公営住宅が少ないし、融通がきかない！！ 
・かつて日本人がハワイ、アメリカ、ブラジルに移民したようにこれからは、日本が移民を受け入れる対策。 
・貸家の家賃が高いと感じています。ペット可が少ない。 

30.上下水道の整備 

・普段は眼に見えないが、早め早めの対策を取るようにする。 
・水の安全を確保してほしい。自然環境の保護。 
・水害時の汲み取り式トイレから汚物汚染 
・ＰＦＩは絶対しない。 

＜料金＞ 

・水道代が札幌の約２倍で高いと感じる。 
・音更の水道料金が高いのは改善してほしい。 
・少し水道料金が帯広より高いのかなと感じた。子育て、これから一生住むことを考えると、居住地を考える時に
ポイントになる。 

31.道路や歩道の除排雪 

＜時間＞ 

・排雪が遅い。 
・除雪時間が遅い。 
・除排雪に来てくれるのが遅い。 
・早めの除雪を願う。 
・雪が多く降っても田舎の方は除雪が遅い。 
・登校時間に間に合ってない。 
・昨年、家の前を朝６時から除雪していたら７時頃にやっと除雪車が来たのに、家の３軒前くらいまで除雪して戻っ
て行ってしまった。やっと家の前が除雪されたのは８時だった。通勤前に来てほしい。 

・賃貸の周りの町道の除雪を早めにしてほしい。仕事している人が早い時間に出かけられないのでお願いします。 
・本線の除雪はいいけど、わき道の除雪が遅い。 

＜やり方＞ 

・住宅街の除排雪がきちんとしてほしい。 
・住宅街の除雪がへたくそ 
・除排雪が年々ヒドイ。パトロールカー等チェック体制強化。 
・除排雪がヘタすぎ。除雪する時、雑すぎて仕事増える！ 
・除排雪の仕方が悪すぎる。 
・除雪をもっとはじまで、きれいにしてほしい。 

＜交差点＞ 

・ここ数年で除雪が雑になっている。交差点の雪をどうにかしてほしい。 
・交差点の雪山だけでももう少し頻度を増やして排雪してほしい 
・排雪の遅さに交差点が見通し悪く怖すぎる！！ 

＜歩道、通学路＞ 

・歩道の除排雪をもっと歩きやすく、ていねいにやってほしい。 
・通学路の除排雪が行き届いておらず危険。 
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＜置き雪＞ 

・道路の雪を家の前に置かれてどうしようもできないこと 
・雪の除雪が悪い。家の前に山積みなので迷惑。 
・除雪した後、除雪車が来て家の出口に山のようにあると除雪が困難である。 
・道路中心での除雪？老人には残りが多い。 

＜仕方に差がある＞ 

・平均的に除雪されていない。 
・道の除雪こそしてくれるが、対応が遅い時があって困る時がある。 
・除雪をする時は除雪をする道路としない道路のないように。 
・丁字路の片方だけ山にされ左右確認できないあぶない状態。 
・中通りなど狭い道路では片側に多くの雪が除雪され、不満が有る。 
・メイン道路以外も除雪の回数を増やして欲しい。 
・メイン道路の除雪は早くて助かっていますが、住宅街の中は雪が多く、子どもが見えにくかったり、危ないと思う
所があります。 

＜その他＞ 

・道路幅せまい。 
・冬は雪をおく所が少ない。 
・出来るだけ自宅前は自分でやろうと思うが、体力がいる事なので大変。 
・きちんとした業者の選定、安い業者ほど手抜が多い。 
・業者に対して役場職員の再点検と指導（作業のやり直し含む） 

32.道路の整備・管理 

＜デコボコ、段差＞ 

・舗装道路のデコボコ（穴があいてる） 
・春先穴がけっこうあぶない。気をつけてはいるが対向車がいるとさけられない。 
・道路がでこぼこなので、平らにしてほしい。（住宅周辺） 
・道路段差をなくす、幅を広げる。 
・道路の「わだち」が走行上危険 
・地盤の沈下している箇所の補修をお願いしたい。 
・国道、道道の歩道のデコボコが気になります（国、道と連携して下さい） 
・幹線道路の損傷が多くなってきている。 
・夏は水がたまる。冬は凍ってあぶない！！ 

＜舗装＞ 

・住宅地なのに舗装されていない。 
・下水道の本管が入っているのに砂利道のまま。 

＜ゴミ、雑草＞ 

・車を運転している時、草で左右が見えない。 
・国道、道道の雑草が気になります（国、道と連携して下さい）。 
・草がぼうぼう、木がぼうぼうで、車が曲がる時見えにくい。 
・道路わきの雑草・ゴミが目立つ。 
・定期的に巡回し不法投棄のゴミも回収してください。 

＜排水溝＞ 

・排水溝の掃除、春に水が流れない。 
・大雨時道路整備等、排水溝など草ボーボー。 

＜歩道＞ 

・歩道のひび割れ、町内会によって整備の偏りがある。 
・歩道と道路の設置面みなおし。特に住宅街。 

＜その他＞ 

・町道（北９線道路←→道の駅）の幹線化 
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・国道の片道２車線がもっと音更中心に向けてしないと渋滞が緩和されない。 
・（拡幅中ではあるが）十勝の南北をつなぐ国道２４１号の木野地域が１車線なのは不便。 
・十勝大橋から音更の道で、左車線の車に対して左折専用、直進レーンがあることを伝える。すずらん大橋の北進
時、時差なのに信号無視の車も多いので、そこを改善して下さい。 

・朝、夕方の交通量が多いため、木野大通西８丁目（ローソンとセルフオカモトの交差点）右左折信号がないと全然
曲がれないので設置してほしい。 

・自分から言わないと道路の整備をしてもらえない。 

33.路線バスの利用のしやすさ 

・路線バスの時間帯をもっと増やしてもいい。 
・１時間に１本のバスは少なすぎる。 
・町の取組みではないと思うが、便数がなくて路線バスが余りにも不便。 
・車の事故等が増えているので路線バスの利用を増やした方がよい。 
・高校生のバスの乗り換えの際、便数が少なくて不便。 
・高校まで一本で行けるようにしてほしい。 
・近くに停留所が無い。 
・バス停までが遠い、年寄には大変。メインは国道の為。 
・きりがないかもしれないが、家の近くだと助かる。 
・帯広の高齢者はバスが無料？とのことで活発に活動されていますが、音更から乗車の高齢者がバスに慣れてな
く、注意されているのを何回も見たことがあります。 

34.コミュニティバスの利用のしやすさ 

・コミュニティバスをもっと増やしてほしい（2） 
・道の駅おとふけへの運行と停留所の設置 
・コミュニティバスの路線（スーパー、病院経由がよいのでは？一度町職員の方々、乗車してみてください。非常に
不便です） 

・どうして中心部のみ運行しているのか？路線バスが少ないところほど運行してほしい。 
・駒場地区にもコミュニティバスが必要なのでは？ 
・近くに停留所が無い。 
・小型化してたくさん走らせたり、乗合やタクシー代行のようにしても良いのでは？ 
・車を持たない方が動きやすい様に増やせば？ 
・車社会に乗れない人に、便利であって欲しい。 
・特に高齢者にとっては欠かせないです。ありがたいです。 
・コミバスを利用した事はないが、路線が分かりづらい。 
・ほぼ乗車している人見ない。工夫が必要。 
・白老だと乗り合いのバス（タクシー）が回っていて、とても老後便利だと聞いた。他の地域でも行っていれば、一
生の事を考えたら安心だと感じた。 

35.まちの景観 

・木野地区がせっかく賑わってきたのに空き店舗が汚い。 
・比較的町はきれいにしてる。これからも手入れの届いた音更町希望する。 
・秋になると枯れ葉がひどく、音更町が枯れ葉の町に。 
・樹木がうっそうとしていて景観が良くない。 
・景観ばかりで手入れが成されず危険である（草木で視界が悪く）。 

36.日常の買い物環境 

・買い物弱者への対応（3） 
・車の運転ができない高齢者に買い物環境が悪いです。 
・本町での買い物をする所がＡコープしかない。 
・今宝来に住んでいるが近くがサツドラで、もっと大きなスーパーがあると安心。老後を考えた時にここで一生住
みたいと思うが、サツドラもありがたいがプラスで。 

・音更の中の住んでる場所によってはお店が近くになかったりするのが不便。 
・デパート等の充実 
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・いろいろな種類のお店があるといい。選択肢が増える。 
・大型スーパーが多い。 
・物価が上がっているので、もっと大売り出しを。 
・無印良品を誘致できたことをもっと町外へアピール 

37.中心市街地のにぎわいづくり 

・どこが中心街かがわからない（2） 
・ハピオからトイザらス間の国道をもっと商業地帯にしてほしい。 
・楽しめる何かがあったら…プロスパの再利用（銀行に行った時に） 
・音更本町の市街地はさびれるばかり、しっかり対策を。 
・本町に何か人が集まる場所をつくると良い。 
・特に本町は魅力なさすぎです。 
・もっと魅力的な町づくりを考えるべき。 
・勝毎花火だけじゃなく、もっと大きなイベントを。 
・盆おどり等、昔のにぎわい。 
・店がないと人も集まらない。 

38.農業の振興 

・担い手の育成 
・後継者対策と新規就農対策 
・農家の方々は人手不足で頭を痛めているようです。 
・音更町自体農業に対する支援を大にする。 
・音更町の特産物の強化、維持、新開発など。 
・農業の方達が仕事をしていく上でいきづまらないよう支援あると良いと思う。 

39.地産地消・食育の取組 

・町民に野菜等を売り出してほしい。 
・自町で収穫するのに高すぎる。 
・生産者を痛めない物価のコントロール。 

40.企業誘致や企業活動の支援 

・新しい企業などが入ってきてほしい…。 
・企業誘致により、全町民対象の就労可能性を広げるべき。 
・音更町発展につながる企業であれば 
・誘致での税免除はやめるべき。雇用が生まれたとしても優遇期間が過ぎれば撤退する可能性も高く、税金のム
ダになる。中小零細企業こそ支援すべき。 

・特定企業に利益誘導しすぎ、広く支援を望む。 
・大勢雇用ができる、優良企業の誘致。 
・農業を活かした産業振興で人口増。 
・商工業の育成、助成等。 
・他町へ行かず、音更町内で買物が済めばすばらしい。 
・ショッピングモール。 
・雇用の場を増やす。 

41.観光地としての魅力づくり 

＜観光ポイント＞ 

・音更独自の観光スポットを！ 
・音更は温泉も産業もあるのに他県の人に勧められる場所がない。 

・＜十勝川温泉＞ 

・十勝川温泉、エコロジーパーク、ハナック、道の駅を結ぶ空中ゴンドラの設置。 
・十勝川温泉のお風呂に入りたいです（高額すぎる）（日帰り、宿泊）。 
・十勝川温泉の魅力がない。 
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・十勝川温泉の価値を上げる。 
・十勝川温泉のアピールが少ない。 
・せっかくの十勝川温泉をもっと素敵にしてほしい。 
・十勝川温泉なんとかがんばれ。 

＜道の駅＞ 

・せっかく道の駅がオープンしたけど、町民は車がないといけないのでバスなどをお願いしたい。 
・道の駅がセンスなさすぎ。なつぞらの里って何年話題になる？ 

＜情報発信＞ 

・観光地をもっとＰＲすべき。 
・発信力が不足、ＰＲ不足。 
・魅力はたくさんあるのに町外の方に伝わっていない印象。 
・観光地としてとてもいい環境があるので、ＳＮＳ等もっとＰＲしてよいのでは、と思います。 
・道外からの観光客に、もっと色々良い場所があることを知らしめる努力をすべき。 

＜その他＞ 

・道の駅付近に高速道路から直結するアウトレットをつくるなど、高速道路を使い管外からの観光客を増加させる。 
・帯広まで出なくてよくなるカフェなどの建築 
・子ども連れで来たくなるような施設 
・観光地として人が来れば町が活性化する。「なつぞら」以外の新たな魅力づくり。 
・ホテルの自立を。 
・ビジネスホテルがもう少しあれば、観光客がもっと増えるかも。 

42.働く場の確保 

＜働く場が少ない＞ 

・人口の割に働く場所が少ない。 
・働く場がなく都心部に就職している。 
・帯広市で就労するより音更町内で就労がしたい。 
・音更で働きたくても帯広や芽室の方が良い仕事がある。 
・働きたいのに町内での採用が少ない。 
・帯広市もいいが、地元での働き先の確保が大事。 
・自身に適した職種が少ないため、もっとその職種の場を増やしてほしい。 
・パート労働者の雇用はあるが、正社員求人が少ない。 
・色々な人生を送っている方々に対し働ける場の確保が大切。 

＜若者が働く場を＞ 

・若者がはたらく職場があまりない。 
・働く場があれば若者が地元に残ってくれる。 

＜高齢でも働ける場を＞ 

・高齢者派遣販売員（衣料）だが近くに仕事がなく、帯広の大型店迄行かないと仕事がない。 
・年齢に関係なく少しの時間でも仕事できれば、年金だけじゃ足りない。 
・年をとっても働ける場所がたくさんあればいい。 
・高齢者が働ける環境づくり。 
・高齢者雇用は町として仕事や予算を拡充すべき。 
・６０才以上の人材登用は実は大切です。 

＜その他＞ 

・パワハラが多い。 
・工業団地の確保。 
・企業が多く立地できる様にする。 
・移住者の働く場の確保。 
・町発注の公共事業において、従事する労働者の賃金調査を実施。税金の使われ方と税収の観点からも低賃金
労働になっていないかチェックすべき。 

・人手不足になる前に、人口流出も防ぐべし。仕事は出来るだけ本町住人にまかせるべき。 
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43.広報紙やホームページなどの情報提供 

・老人はホームページと言われても調べられない。 
・新しくオープンした道の駅のイベント情報などが知りたいが…どのようにしたら…。 
・議員の取組等をもっと詳しく知りたい。 

44.町民と行政の協働によるまちづくり体制 

・予算を地方で執行できるよう働きかけろ。 
・小規模多機能自治について学び実践する。すべてに関わるＩＩＨＯＥの川北秀人氏を呼び、研修し、連続して行
政・町民の学びを高めて、５０年先を見越した町をＳＤＧｓを基本に作っていくこと！調べて下さい！全国の自治
体で（北海道でも）取り組んでいます！ 

45.窓口での対応や窓口サービスの提供 

＜応対＞ 

・５の相談窓口や対応を充実させて下さい（あまり役場に行くことはなかったのですが、病気になり対応が冷たいと
感じました）。 

・職員の対応の改善。 
・話がわかりにくい、態度のわるい人が多い。 
・役場の人の対応が冷たすぎる。 
・上から目線の職員が多い、役職の人こそ丁寧なのに。 
・申請書を提出しに行った時、係員が来ない。 
・窓口だけではないが、何でもこちらから聞かないと良いサービスを教えてもらえないものだと思っている（介護、
教育、障害児、給付金や補助など。）専門的な知識を持っている人につないでくれたり、わかりやすい一覧をもら
えたりするのかもしれないけど、将来的に困った時にサポートしてもらえるのかなと不安はある。 

・役場混んでいる時、イスに座っている人が理解できない。 
＜手続き＞ 

・窓口に行かなくても住民票とかをＬＩＮＥの活用で申請できたり、書かない窓口にならないか。 
・窓口サービスを少なくする為にオンライン化に進んでるが、老人は置いてけぼりに成る。説明会を増やしてもらわ
ないと。 

46.効率的・効果的な行政運営 

・税収の強化、税金の公平負担、長期滞納者には特別徴収するよう働きかけて欲しい。 
・コミュニケーションがこのアンケートでは情けない。もっと町民と意見交換をすべき。 



52

住み良い

37.8%

どちらかといえ

ば住み良い

50.9%

どちらともい

えない

7.8%

どちらかといえ

ば住みにくい

1.2%

住みにくい

0.6%

無回答

1.7%

　　　　　【問２】現在の音更町の住み良さ[344]

３　住み良さ（【問２】） 

【問２】総合的にみて、現在の音更町の住み良さはいかがですか。（○は１つ） 

 

○「どちらかといえば住み良い（50.9％）」が最も高く、「住み良い（37.8％）」が続き

ます。この２つを合計すると 88.7％で、程度の差はありますが、約９割は“住み良

い”と感じています。 

○一方、「どちらかといえば住みにくい」は 1.2％で、「住みにくい」（0.6％）と合計す

ると 1.8％です。「どちらともいえない」は 7.8％です。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「住み良い」は 18～29 歳で最も高く、年齢が若いほど回答率が高ま

る傾向にあります。 

●居住年数別でみると、「住み良い」は５年未満で約６割を占め、他との差がめだちま

す。 

 
 

“住み良い”

“住みにくい”
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37.8

37.8

37.6

66.7

52.9

39.3

32.7

33.3

29.2

36.5

31.1

39.3

57.6

32.1

37.7

34.0

15.0

28.6

33.3

43.9

31.9

17.6

46.9

49.0

30.0

44.4

37.3

80.0

28.0

28.4

50.9

50.4

51.0

29.2

35.3

48.2

58.2

54.2

57.3

51.9

60.0

49.0

33.3

50.0

47.5

55.7

70.0

57.1

50.7

47.8

59.6

76.5

46.9

37.3

53.3

40.7

52.9

64.0

56.7

7.8

7.1

8.2

4.2

5.9

10.7

9.1

5.6

9.4

7.7

8.9

7.9

3.0

17.9

11.5

6.4

15.0

14.3

10.7

5.0

4.3

100.0

5.9

7.8

16.7

11.1

7.8

20.0

4.0

10.4

1.2

2.4

0.5

2.9

1.8

2.8

3.8

0.8

1.6

1.5

2.7

0.6

2.1

5.9

3.7

0.6

1.6

1.4

1.0

0.8

1.0

0.6

2.1

6.3

1.7

0.8

2.6

2.9

2.8

3.1

2.1

6.1

1.6

1.5

2.7

2.2

2.0

4.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問２】現在の音更町の住み良さ（属性別）

住み良い どちらかといえば

住み良い

どちらとも

いえない

どちらかといえば

住みにくい

住みにくい 無回答
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＜前回との比較＞ 

 

〇前回と比較すると、「住み良い」はやや低くなりましたが、「どちらかといえば住み良

い」が高くなり、「住み良い」と「どちらかといえば住み良い」を合計した“住み良

い”と感じている割合は、僅かですが前回よりも高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.6

37.8

45.6

50.9

8.1

7.8

2.4

1.2

0.6

3.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問２】現在の音更町の住み良さ（前回との比較）

住み良い どちらかといえば

住み良い

どちらとも

いえない

どちらかといえば

住みにくい

住みにくい 無回答
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４　定住意向（【問３】【問４】） 

【問３】これからも音更町に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

○「今の場所に住み続けたい」が 82.3％と最も高く、「町内の別の場所に移りたい」

（9.3％）が続きます。以下、「近くの市や町村に移りたい」（2.6％）、「道内のどこか

へ移りたい」（2.3％）、「道外に移りたい」（1.7％）の順です。 

○「今の場所に住み続けたい」と「町内の別の場所に移りたい」を合わせると 91.6％

で、９割以上が音更町内に“住み続けたい”と思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「例えば」の記載 

・近くの市町村：帯広市（6）、上士幌町（実家）、幕別町や芽室町 

・道内のどこか：札幌市（3）、札幌近郊、白糠町 

・道外：東京（2）、関東（東京など） 

 
 
 

●年齢別でみると、「町内の別の場所に移りたい」は 18～29 歳で高く、差がめだちます。 

●居住年数別でみると、「町内の別の場所に移りたい」と「道内のどこかへ移りたい」

は５年以上 10 年未満で高く、差がめだちます。 

●居住地別でみると、「町内の別の場所に移りたい」は駒場地区で高く、差がめだちま

す。 

 

今の場所に住み続けたい

82.3%

町内の別の場所に移りたい

9.3%

近くの市や町村に移りたい

2.6%

道内のどこかへ移りたい

2.3%

道外に移りたい

1.7% 無回答

1.7%

　　　【問３】これからも音更町に住み続けたいと思うか[344]
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82.3

81.9

82.0

66.7

85.3

82.1

81.8

79.2

86.5

84.6

84.4

81.2

81.8

64.3

82.0

85.2

80.0

71.4

82.7

84.4

78.7

88.2

87.5

80.4

83.3

77.8

80.4

80.0

82.0

79.1

9.3

10.2

9.3

20.8

5.9

7.1

12.7

12.5

5.2

9.6

8.9

9.6

3.0

21.4

6.6

9.4

15.0

28.6

9.3

9.4

6.4

5.9

3.1

7.8

3.3

14.8

13.7

12.0

11.9

2.6

1.6

2.6

4.2

3.6

2.8

4.2

1.9

3.3

3.0

3.6

1.6

2.5

1.3

0.6
8.5

100.0

3.1

2.0

3.3

3.7

4.0

4.5

2.3

3.1

2.1

8.3

5.9

3.6

1.8

1.0

2.2

2.9

3.0

10.7

3.3

1.0

5.0

2.2
6.4

5.9

5.9

3.3

3.7

2.0

20.0

1.7

1.6

2.1

3.6

3.6

1.4

1.0

3.8

2.2

1.3

3.0

1.6

1.5

1.3

2.2

6.3

3.9

6.7

1.7

1.6

2.1

2.9

4.2

2.1

2.2

1.7

6.1

4.9

0.5

5.3

1.1

3.9

2.

0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問３】これからも音更町に住み続けたいと思うか（属性別）

今の場所に

住み続けたい

町内の別の

場所に移りたい

近くの市や町村

に移りたい

道内のどこか

へ移りたい

道外に

移りたい

無回答
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＜前回との比較＞ 

 

〇前回と比較して、「今の場所に住み続けたい」が高くなっています。 

○「今の場所に住み続けたい」と「町内の別の場所に移りたい」を合計した“住み続け

たい”割合も、前回より高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

76.1

82.3

11.7

9.3

3.6

2.6

3.3

2.3

0.5

1.7

4.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問３】これからも音更町に住み続けたいと思うか（前回との比較）

今の場所に

住み続けたい

町内の別の場所

に移りたい

近くの市や町村

に移りたい

道内のどこか

へ移りたい

道外に

移りたい

無回答
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【問４】問３で“町外に移りたい”と回答した方にお尋ねします。町外に移りたい理由は主にどのような内容

ですか。（○は３つまで）。 

 

○「交通が不便だから（39.1％）」が最も高く、「余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少

ないから（34.8％）」が続きます。 

〇「災害や交通事故、犯罪などが不安だから」という回答はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載 

・現在は車で買物、通院しているが、近い将来免許返納すると不安である。 

・高齢になってから買い物など大変になる不安がある。 

・高齢の親との生活のため。 

・水道代が高い。上下水道代が高い。都市ガスにしてほしい。 

・個人の主観です。服や雑貨、おしゃれなお店がないので東京に住みたい。音更は生活するには充分だと思います。ただ若い

人にはおしゃれ感のない町で、つまらないと思います。 

・町のサービス 

 

17.4

4.3

4.3

39.1

8.7

0.0

4.3

13.0

4.3

13.0

17.4

4.3

17.4

34.8

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分にあう仕事(職場)がないから(自分の力を発揮できる仕事をしたいから)

商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得られないから

勤務地や通学地が遠いから

交通が不便だから

自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など）

災害や交通事故、犯罪などが不安だから

騒音・振動・悪臭などの公害が多いから

住宅環境が悪いから

土地代・家賃が高いから

医療や福祉面が不安だから

進学や子育て環境など、子どもの教育上の問題から

人間関係や近所づきあいがうまくいかないから（今後不安だから）

買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから

余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少ないから

その他

【問４】町外に移りたい理由（３つまで選択）[23]
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●性別でみると、男性は「交通が不便だから」と「余暇や生きがいを楽しむ場や機会が

少ないから」が同率で第１位です。女性は「交通が不便だから」が第１位です。 

●男女とも回答者数が少ないので、少ない回答者でも数値が高めに出るため、差がめだ

ちますが、「商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得られないから」「騒

音・振動・悪臭などの公害が多いから」「人間関係や近所づきあいがうまくいかない

から（今後不安だから）」は男性のみ、「自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など）」

は女性のみの回答で、男女差がみられます。一方、男女とも第１位である「交通が不

便だから」は、差がめだちません。 

 
 
 
 
 

 
 

25.0

12.5

0.0

37.5

0.0

0.0

12.5

25.0

0.0

12.5

12.5

12.5

25.0

37.5

25.0

15.4

0.0

0.0

38.5

15.4

0.0

0.0

7.7

0.0

15.4

23.1

0.0

15.4

30.8

30.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分にあう仕事(職場)がないから(自分の力を発揮できる仕事をしたいから)

商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得られないから

勤務地や通学地が遠いから

交通が不便だから

自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など）

災害や交通事故、犯罪などが不安だから

騒音・振動・悪臭などの公害が多いから

住宅環境が悪いから

土地代・家賃が高いから

医療や福祉面が不安だから

進学や子育て環境など、子どもの教育上の問題から

人間関係や近所づきあいがうまくいかないから（今後不安だから）

買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから

余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少ないから

その他

【問４】町外に移りたい理由（３つまで選択/性別）

男性[8]

女性[13]



60

66.7

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

16.7

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

50.0

0.0

0.0

33.3

16.7

0.0

33.3

0.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0.0

0.0

16.7

50.0

16.7

0.0

0.0

33.3

16.7

0.0

0.0

16.7

16.7

50.0

33.3

0% 20% 40% 60% 80%

自分にあう仕事(職場)がないから(自分の力を発揮

できる仕事をしたいから)

商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得

られないから

勤務地や通学地が遠いから

交通が不便だから

自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など）

災害や交通事故、犯罪などが不安だから

騒音・振動・悪臭などの公害が多いから

住宅環境が悪いから

土地代・家賃が高いから

医療や福祉面が不安だから

進学や子育て環境など、子どもの教育上の問題から

人間関係や近所づきあいがうまくいかないから（今

後不安だから）

買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから

余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少ないから

その他

【問４】町外に移りたい理由（３つまで選択/年齢別）

18～29歳[3]

30歳代[2]

40歳代[6]

50歳代[3]

60歳代[3]

70歳代以上[6]

 

●年齢別でみると、回答者はいずれも少ないですが、18～29 歳は「仕事」、40 歳代は

「子どもの教育」、50 歳代は「交通」「買い物や娯楽」「余暇や生きがい」、60 歳代は

「その他」、70 歳代以上「交通」「余暇や生きがい」が、それぞれ第１位です。30 歳

代は「仕事」「交通」「公害」「医療や福祉」「買い物や娯楽」「余暇や生きがい」と分

散しています。 
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16.1

3.2

3.2

41.9

3.2

3.2

3.2

0.0

6.5

29.0

22.6

9.7

32.3

35.5

9.7

17.4

4.3

4.3

39.1

8.7

0.0

4.3

13.0

4.3

13.0

17.4

4.3

17.4

34.8

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分にあう仕事(職場)がないから(自分の力を発揮

できる仕事をしたいから)

商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得

られないから

勤務地や通学地が遠いから

交通が不便だから

自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など）

災害や交通事故、犯罪などが不安だから

騒音・振動・悪臭などの公害が多いから

住宅環境が悪いから

土地代・家賃が高いから

医療や福祉面が不安だから

進学や子育て環境など、子どもの教育上の問題から

人間関係や近所づきあいがうまくいかないから（今

後不安だから）

買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから

余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少ないから

その他

　　　　　　　【問４】町外に移りたい理由（前回との比較）

前回[31]

今回[23]

＜前回との比較＞ 

 

〇前回と同じく「交通が不便だから」が第１位で、「余暇や生きがいを楽しむ場や機会

が少ないから」が第２位です。 

○「医療や福祉面が不安だから」と「買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから」は、

前回よりも低く、差がめだちます。一方、「その他」は今回の方が高く、差がめだち

ます。 
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55.1

24.4

11.8

31.5

37.8

17.3

28.3

33.1

13.4

2.4

52.6

28.4

13.9

16.5

35.6

26.8

31.4

24.7

8.8

1.5

0% 20% 40% 60%

農業の振興

商業の振興

既存の製造業や建設業の振興

工場や事業所などの企業誘致

観光・交流関連産業の振興

地域物産や特産品などの開発・振興

地域特産品や観光名所などのPR、ブランド化

地域内産業連携による６次産業化の推進

起業の支援

その他

【問５】音更町の産業を振興するために、力を注ぐべき分野（３つまで選択/性別）

男性[127]

女性[194]

５　産業の振興（【問５】） 

【問５】音更町の産業を振興するために、どの分野に力を注ぐべきだと思いますか。（○は 3 つまで） 

 
○「農業の振興（53.2％）」が最も高く、やや間をあけて、「観光・交流関連産業の振興

（35.8％）」、「地域特産品や観光名所などのＰＲ、ブランド化（30.2％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載 

・人を集められる企業を誘致　　・知的障害者の力をかりた事業、軽作業、アート系雑貨の製造・販売ｅｔｃ． 

・中小企業への支援　　・どの分野に力を注ぐかではなく、その時の状況に臨機応変に対応して下さい。 

 

●性別でみると、男女とも「農業の振興」が第１位、「観光・交流関連産業の振興

（35.8％）」が第２位です。 

●「工場などの企業誘致」や「地域内産業連携による６次産業化の推進」は男性、「地

域物産や特産品などの開発・振興」は女性の回答率が高く、それぞれ差がめだちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

53.2

27.3

13.7

21.8

35.8

23.8

30.2

27.0

10.5

1.7

0% 20% 40% 60%

農業の振興

商業の振興

既存の製造業や建設業の振興

工場や事業所などの企業誘致

観光・交流関連産業の振興

地域物産や特産品などの開発・振興

地域特産品や観光名所などのPR、ブランド化

地域内産業連携による６次産業化の推進

起業の支援

その他

【問５】音更町の産業を振興するために、力を注ぐべき分野（３つまで選択）[344]
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62.5

37.5

8.3

16.7

41.7

12.5

33.3

25.0

4.2

4.2

44.1

29.4

20.6

17.6

52.9

14.7

44.1

20.6

20.6

0.0

46.4

46.4

8.9

12.5

39.3

25.0

44.6

30.4

8.9

3.6

40.0

23.6

14.5

30.9

32.7

30.9

27.3

21.8

9.1

3.6

59.7

26.4

15.3

30.6

33.3

19.4

26.4

31.9

11.1

1.4

63.5

16.7

14.6

18.8

30.2

28.1

21.9

27.1

10.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

農業の振興

商業の振興

既存の製造業や建設業の振興

工場や事業所などの企業誘致

観光・交流関連産業の振興

地域物産や特産品などの開発・振興

地域特産品や観光名所などのPR、ブランド化

地域内産業連携による６次産業化の推進

起業の支援

その他

【問５】音更町の産業を振興するために、力を注ぐべき分野（３つまで選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

 

●年齢別でみると、30 歳代のみ「観光・交流関連産業の振興」が第１位で、他の年齢

との差がめだちます。 

●「商業の振興」は 40歳代、「工場や事業所などの企業誘致」は50歳代と 60歳代、「地

域特産品や観光名所などのＰＲ、ブランド化」は 40 歳代以下で高く、他の年齢との

差がめだちます。 
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57.0

26.0

11.2

21.5

29.6

25.1

29.8

33.2

10.3

1.4

53.2

27.3

13.7

21.8

35.8

23.8

30.2

27.0

10.5

1.7

0% 20% 40% 60%

農業の振興

商業の振興

既存の製造業や建設業の振興

工場や事業所などの企業誘致

観光・交流関連産業の振興

地域物産や特産品などの開発・振興

地域特産品や観光名所などのPR、ブランド化

地域内産業連携による６次産業化の推進

起業の支援

その他

【問５】音更町の産業を振興するために、力を注ぐべき分野（前回との比較）

前回[419]

今回[344]

＜前回との比較＞ 

 

〇前回と同じく「農業の振興」が第１位ですが、前回の方が高くなっています。 

〇「観光・交流関連産業の振興」は前回よりも高く、「地域内産業連携による６次産業

化の推進」は前回よりも低く、それぞれ、差がめだちます。 
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22.4

4.1

2.9

3.8

4.9

4.7

5.8

51.2

37.5

27.9

32.6

33.7

22.7

23.8

22.1

45.9

50.6
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5.8

4.4

3.8

4.4
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1.音更町のまちづくりに関心がある

2.音更町のまちづくりには町民の意向が

反映されている

3.音更町のまちづくりは、町民の意見を聞く機会が

充実している

4.音更町のまちづくりは、町民に対する情報提供が

十分に行われている

5.「町政声のポスト」やパブリックコメントなどの機会を

利用し､音更町のまちづくりに意見を述べたい

6.審議会や各種会議など、音更町のまちづくりに

意見を提言する機会に参加したい

7.町民と行政が協働して取り組むまちづくりの

機会あれば、参加したい

【問６】音更町のまちづくり（行政活動）や町民参加について[344]

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

６　まちづくりへの町民参加について（【問６】【問７】【問８】【問９】【問１０】） 

【問６】音更町のまちづくり（行政活動）や町民参加に関する７つの項目について、それぞれどのようにお

考えですか。選択肢から選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

 

○「そう思う」「やや思う」ともに高いのは「1.音更町のまちづくりに関心がある」で、

合計すると 73.6％となり、７割以上を占めます。 

○「1.音更町のまちづくりに関心がある」は「やや思う」が半数を占め最も高いですが、

それ以外は「あまり思わない」が最も高くなっています。 

〇「1.音更町のまちづくりに関心がある」と「2.音更町のまちづくりには町民の意向が

反映されている」以外は「そう思わない」が１割以上を占めます。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】1.音更町のまちづくりに関心がある

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

１．音更町のまちづくりに関心がある 
 

●性別でみると、「そう思う」は男性の方が高く、女性との差がめだちます。 

●年齢別でみると、50 歳代は「そう思う」が低い一方、「そう思わない」が高くなって

います。 

●居住歴別でみると、「そう思う」はずっと音更の回答者の割合が高くなっています。 
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3.9
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3.9

6.0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】2.音更町のまちづくりには町民の意向が反映されている

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

２．音更町のまちづくりには町民の意向が反映されている 
 

●年齢別でみると、「そう思う」は 18～29 歳で１割をこえます。一方、「そう思わない」

は 50 歳代と 60 歳代で１割前後を占めます。 

●居住歴別でみると、「そう思う」「やや思う」ともに、ずっと音更の回答者の割合が高

く、他との差がめだちます。 

●居住年数別でみると、｢やや思う｣は５年未満で約半数を占め､他との差がめだちます。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】3.音更町のまちづくりは、町民の意見を聞く機会が充実している

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

３．音更町のまちづくりは、町民の意見を聞く機会が充実している 
 

●年齢別でみると、18～29 歳は「そう思わない」という回答はありません。一方、30

歳代と 70 歳代以上は「そう思う」という回答はありません。 

●居住年数別でみると、「やや思う」は５年未満で４割以上を占め、他との差がめだち

ます。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】4.音更町のまちづくりは、町民に対する情報提供が十分に行われている

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

４．音更町のまちづくりは、町民に対する情報提供が十分に行われている 
 

●年齢別でみると、18～29 歳は「そう思う」が１割以上を占め、「そう思わない」はあ

りません。一方、30 歳代、40 歳代では「そう思わない」が２割近くを占めます。 

●居住歴別でみると、「そう思う」「やや思う」の合計は、ずっと音更の回答者が最も高

くなっていますが、「そう思わない」も最も高くなっています。 

●居住年数別でみると、「やや思う」は５年未満で４割以上を占め、他との差がめだち

ます。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問6】5.町政声のﾎﾟｽﾄやﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ等の機会を利用し音更町のまちづくりに意見を述べ

たい
そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

５．「町政声のポスト」やパブリックコメント等の機会を利用し､音更町のまちづくりに意見を述べたい 
 

●性別でみると、「そう思う」「やや思う」ともに男性が高く、女性との差がめだちます。 

●年齢別でみると、「そう思う」「やや思う」の合計は 30 歳代が最も高くなっています。 

●居住年数別でみると、「そう思う」「やや思う」の合計は、年数が短いほど高くなって

います。 
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25.0

24.6

20.7

25.0

42.9

20.0

23.9

17.0

23.5

25.0

19.6

10.0

29.6

31.4

20.0

12.0

25.4

52.6

44.9

58.8

54.2

41.2

55.4

67.3

50.0

49.0

53.8

60.0

51.9

51.5

53.6

50.8

54.2

60.0

42.9

53.3

53.3

55.3

100.0

64.7

46.9

56.9

70.0

40.7

39.2

80.0

60.0

52.2

16.3

13.4

17.5

16.7

14.7

21.4

16.4

15.3

15.6

21.2

6.7

16.7

15.2

14.3

13.1

17.7

5.0

14.3

17.3

16.7

14.9

18.8

17.6

13.3

14.8

19.6

24.0

16.4

3.8

2.4

4.1

2.9

2.8

9.4

5.0

6.1

3.6

4.9

3.0

5.0

4.0

1.7

6.4

11.8

3.1

3.9

2.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】6.審議会や各種会議など音更町のまちづくりに意見を提言する機会に参加したい

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

６．審議会や各種会議など、音更町のまちづくりに意見を提言する機会に参加したい 
 

●性別でみると、「そう思う」「やや思う」ともに男性が高く、女性との差がめだちます。 

●年齢別でみると、「そう思う」「やや思う」の合計は 30 歳代が最も高くなっています。

一方、「そう思わない」は 40 歳代で約２割を占めます。 

●居住歴別にみると、転出後再び音更の回答者は「やや思う」と「あまり思わない」が

高く、他との差がめだちます。 
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6.9

4.2

1.9

4.4

6.3

9.1

3.6

8.2

3.9

5.0

4.0
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3.9

6.7
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2.0

3.0

23.8

33.9

17.5

41.7

38.2

16.1

18.2

25.0

21.9

26.9

28.9

22.6

27.3

35.7

21.3

22.7

30.0

28.6

25.3

23.3

21.3

100.0

17.6

28.1

23.5

16.7

40.7

27.5

40.0

20.0

19.4

53.2

44.1

61.3

45.8

41.2

57.1

69.1

50.0

51.0

55.8

55.6

53.1

48.5

50.0

54.1

54.7

50.0

57.1

52.0

56.1

55.3

58.8

43.8

60.8

60.0

44.4

47.1

60.0

58.0

56.7

12.8

11.8

12.4

8.3

5.9

17.9

12.7

15.3

12.5

15.4

11.1

12.1

9.1

7.1

9.8

15.3

10.0

14.3

14.7

12.8

8.5

11.8

12.5

11.8

13.3

3.7

13.7

18.0

14.9

4.4

3.1

4.6

2.9

1.8

2.8

10.4

5.9

6.1

3.6

6.6

3.4

5.0

4.0

2.8

6.4

11.8

3.1

3.3

3.9

2.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問６】7.町民と行政が協働して取り組むまちづくりの機会あれば、参加したい

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

７．町民と行政が協働して取り組むまちづくりの機会あれば、参加したいい 
 

●性別でみると、男性は「やや思う」、女性は「あまり思わない」が高く、差がめだち

ます。 

●年齢別でみると、「そう思う」と「やや思う」の合計は 18～29 歳と 30 歳代で高く、

他との差がめだちます。一方、「そう思わない」は 40 歳代で２割弱を占めます。 
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51.2

36.3

37.5

27.2

27.9

34.6

32.6

33.4

33.7

20.3

22.7

26.7

23.8

18.6

22.1

46.5

45.9

52.3

50.6

46.1

47.4

42.7

46.8

52.7

52.6

44.2

53.2

0.7

1.7

4.5

7.0

8.8

12.2

6.4

10.5

9.1

10.2

14.3

16.3

13.8

12.8

6.4

2.6

8.8

5.5

7.9

6.4

8.8

5.8

7.4

4.4

7.6

3.8

8.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.音更町のまちづくりに関心がある(前回)[419]

今回[344]

2.音更町のまちづくりには町民の意向が反映されている

(前回)[419]

今回[344]

3.音更町のまちづくりは、町民の意見を聞く機会が充実している

(前回)[419]

今回[344]

4.音更町のまちづくりは、町民に対する情報提供が十分に

行われている(前回)[419]

今回[344]

5.「町政声のポスト」やパブリックコメントなどの機会を利用し､

音更町のまちづくりに意見を述べたい(前回)[419]

今回[344]

6.審議会や各種会議など、音更町のまちづくりに意見を提言する

機会に参加したい(前回)[419]

今回[344]

7.町民と行政が協働して取り組むまちづくりの機会あれば、

参加したい(前回)[419]

今回[344]

【問６】音更町のまちづくり（行政活動）や町民参加について（前回との比較）

そう思う やや思う あまり思わない そう思わない 無回答

＜前回との比較＞ 

 

〇「そう思う」「やや思う」ともに最も高いのは前回と同じく「1.音更町のまちづくり

に関心がある」で、「そう思う」は今回の方がやや高くなっています。 

〇全体的に大きな差はみられませんが、１と 5 と 7 は「あまり思わない」が前回よりも

高く、やや差がめだちます。 
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【問７】あなたは普段、問８にあるような「まちづくり活動」に参加していますか。 

 
○「参加していない」が 77.3％、「参加している」が 18.6％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「参加している」は、40 歳代と 60 歳代で２割をこえます。 

●居住地別でみると、「参加している」は農村部、駒場地区、十勝川温泉市街（１人）

で高くなっています。 

 
 

参加している

18.6%

参加していない

77.3%

無回答

4.1%

　　【問７】「まちづくり活動」への参加[344]
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18.6

20.5

17.0

8.3

14.7

25.0

10.9

26.4

15.6

19.2

17.8

18.0

9.1

17.9

14.8

19.7

40.0

57.1

16.0

13.3

21.3

100.0

35.3

21.9

13.7

10.0

25.9

23.5

10.0

16.4

77.3

75.6

78.4

91.7

85.3

73.2

87.3

65.3

78.1

76.9

71.1

79.5

90.9

78.6

82.0

75.4

55.0

42.9

78.7

82.8

74.5

52.9

75.0

82.4

90.0

70.4

72.5

100.0

88.0

77.6

4.1

3.9

4.6

1.8

1.8

8.3

6.3

3.8

11.1

2.5

3.6

3.3

4.9

5.0

5.3

3.9

4.3

11.8

3.1

3.9

3.7

3.9

2.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問７】「まちづくり活動」への参加（属性別）

参加している 参加していない 無回答
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59.4

9.4

53.1

20.3

6.3

3.1

28.1

21.9

18.8

18.8

1.6

3.1

4.7

3.1

3.1

13.1

11.3

13.4

18.9

16.3

8.4

6.1

14.5

10.5

12.8

5.5

5.5

10.8

6.1

1.2

0% 20% 40% 60%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清掃活動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活

動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合いなど地域福

祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児童・青少年の育

成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・健康づくり活

動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内外との交流

活動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの魅力を高め

る活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくりの推進活動

15. その他

【問８】参加している活動・【問９】参加したい活動（あてはまるものすべて選択）

参加している活動[64]

参加したい活動[344]

【問８】問７で「１．参加している」と答えた方にお尋ねします。どのような活動に参加していますか。「①」の

欄に〇をつけてください。（○はいくつでも） 

【問９】今後、参加したいまちづくり活動はありますか。「②」の欄に○をつけてください。（○はいくつでも） 

 
○参加している活動は、「1.花などを植える活動や清掃活動（59.4％）」が最も高く、「3.

リサイクル活動や省資源活動（53.1％）」が続きます。 

〇今後参加したい活動は、「4.地域福祉活動（18.9％）」が最も高く、「5.子育て支援活

動（16.3％）」が続きます。 

〇現在参加している活動より今後参加したい活動が高いのは、「2.自然保護・愛護活動」

「5.子育て支援活動」「6.歴史文化活動」「11.国内外との交流活動」「12.観光案内活

動」「13.まちの魅力を高める活動」「14.まちづくりの推進活動」です。特に「5.子育

て支援活動」の差がめだちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇参加している活動の「その他」の記載 

・近郊ゴミ拾い個別　　　・地区連合町内会、まちづくり懇談会 
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69.2

15.4

53.8

30.8

7.7

0.0

19.2

19.2

26.9

30.8

3.8

7.7

3.8

7.7

3.8

51.5

6.1

48.5

12.1

6.1

6.1

39.4

27.3

15.2

12.1

0.0

0.0

6.1

0.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清掃活動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源

活動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合いなど地域

福祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児童・青少年の

育成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・健康づくり

活動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内外との交流

活動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの魅力を高め

る活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくりの推進活動

15. その他

【問８】参加している活動（あてはまるものすべて選択/性別）

男性[26]

女性[33]

【問８】参加している活動 

 

●性別でみると、男女とも「1.花などを植える活動や清掃活動」が第１位ですが、男性

の方が高く、差がめだちます。 

●「4.地域福祉活動」と「10.イベント活動」は男性、「7.児童・青少年の育成活動」は

女性の回答率がそれぞれ高く、差がめだちます。 
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42.9

14.3

0.0

0.0

92.9

28.6

7.1

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

83.3

16.7

50.0

16.7

0.0

16.7

0.0

33.3

50.0

16.7

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

68.4

15.8

68.4

31.6

10.5

0.0

10.5

15.8

26.3

26.3

5.3

10.5

5.3

5.3

5.3

60.0

0.0

33.3

20.0

13.3

0.0

13.3

26.7

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

6.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清

掃活動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活

動や省資源活動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合

いなど地域福祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援

活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活

動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児

童・青少年の育成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・

健康づくり活動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内

外との交流活動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの

魅力を高める活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくり

の推進活動

15. その他

【問８】参加している活動（あてはまるものすべて選択/年齢別）

18～29歳[2]

30歳代[5]

40歳代[14]

50歳代[6]

60歳代[19]

70歳代以上[15]

 

●年齢別に第１位をみると、18～29 歳は「1.花などを植える活動や清掃活動」と「3.

リサイクル活動や省資源活動」、30 歳代は「3.リサイクル活動や省資源活動」、40 歳

代は「7.児童・青少年の育成活動」、50 歳代以上は「1.花などを植える活動や清掃活

動」が第１位です。 

●「7.児童・青少年の育成活動」は 40 歳代の９割以上が回答しており、他の年齢との

差がめだちます。 
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11.8

16.5

10.2

15.7

15.0

12.6

8.7

19.7

16.5

15.7

5.5

7.9

15.7

10.2

1.6

13.4

8.8

15.5

21.6

18.0

6.2

5.2

11.9

6.7

11.3

5.2

4.6

8.2

3.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清掃活動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活

動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合いなど地域福

祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児童・青少年の育

成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・健康づくり活

動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内外との交流活

動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの魅力を高める

活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくりの推進活動

15. その他

【問９】今後、参加したい活動（あてはまるものすべて選択/性別）

男性[127]

女性[194]

【問９】今後、参加したい活動 

 

●性別でみると、男性は「8.スポーツ・健康づくり活動」、女性は「4.地域福祉活動」

が第１位です。 

●全体的に男性の回答率の方が高い項目が多く、特に「2.自然保護・愛護活動」「6.歴

史文化活動」「8.スポーツ・健康づくり活動」「9.交通安全・防災・防犯活動」「13.ま

ちの魅力を高める活動」「14.まちづくりの推進活動」は男性の回答率が高く、差がめ

だちます。一方、「3.リサイクル活動や省資源活動」「4.地域福祉活動」などは女性の

回答率が高く、差がめだちます。 
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4.2

16.7
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0.0

0.0
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0.0

0.0

26.5

17.6

23.5
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32.4

17.6

14.7

23.5

5.9

29.4

11.8

8.8

23.5

2.9

0.0

16.1

12.5

10.7

19.6

17.9

5.4

12.5

12.5

10.7

17.9

8.9

5.4

12.5

7.1

3.6

3.6

9.1

9.1

18.2

16.4

10.9

3.6

7.3

14.5

10.9

5.5

5.5

10.9

7.3

0.0

8.3

6.9

9.7

16.7

13.9

12.5

2.8

18.1

12.5

6.9

2.8

8.3

9.7

8.3

1.4

13.5

11.5

18.8

18.8

10.4

4.2

4.2

12.5

7.3

5.2

4.2

4.2

6.3

5.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清

掃活動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活

動や省資源活動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合

いなど地域福祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援

活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活

動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児

童・青少年の育成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・

健康づくり活動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内

外との交流活動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの

魅力を高める活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくり

の推進活動

15. その他

【問９】今後、参加したい活動（あてはまるものすべて選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

●年齢別に第１位をみると、18～29 歳は「10.イベント活動」、30 歳代は「5.子育て支

援活動」、40 歳代と 50 歳代は「4.地域福祉活動」、60 歳代は「8.スポーツ・健康づく

り活動」70 歳代以上は｢3.リサイクル活動や省資源活動｣と｢4.地域福祉活動｣です。 

●「7.児童・青少年の育成活動」は 30 歳代と 40 歳代、「10.イベント活動」は 18～29

歳と 30 歳代で回答率が高く、他との差がめだちます。 

●30 歳代は選択した回答数が他の年齢よりも多めであるため、全体的に他の年齢より

回答率が高くなっています。 
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＜前回との比較＞ 
 

〇参加している活動は、前回と同じく第１位が「1.清掃活動」、第２位が「3.リサイク

ル活動や省資源活動」ですが、いずれも前回よりもやや低めです。 

〇今後参加したい活動も、前回と同じく第１位が「4.地域福祉活動」、第２位が「5.子

育て支援活動」です。全体的に回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

64.7

4.4

57.4

22.1

11.8

7.4

23.5

25.0

22.1

14.7

1.5

1.5

0.0

1.5

2.9
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9.4

53.1

20.3

6.3

3.1

28.1

21.9

18.8

18.8

1.6

3.1

4.7

3.1

3.1

14.8
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13.4

18.1

16.9

7.9

6.4

14.8

11.7

13.8

7.2

8.1

10.7

5.0

1.4

13.1

11.3

13.4

18.9

16.3

8.4

6.1

14.5

10.5

12.8

5.5

5.5

10.8

6.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清掃活

動

2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活動や

省資源活動

4. 高齢者や困っている人たちの見守り･声かけ､支え合いな

ど地域福祉活動

5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援活動

6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児童・青

少年の育成活動

8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・健康

づくり活動

9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内外

との交流活動

12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

13. 特産品の開発・PRや観光スポットづくりなどまちの魅

力を高める活動

14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくりの

推進活動

15. その他

【問８】参加している活動

【問９】参加したい活動(あてはまるものすべて選択)(前回との比較)
【問８】参加している活動　前回[68]

　　　　今回[64]

【問９】今後、参加したい活動　前回[419]

　　　　今回[344]
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18.8

10.4

30.2

53.1

8.3

15.6

21.9

18.8

3.1

15.1

9.2

31.6

44.7

4.6

23.7

21.1

26.3

7.2

0% 20% 40% 60%

興味のある活動や行事がないから

人との関係をあまり持ちたくないから

情報が入らないから

仕事や家事で忙しいから

家族の介護をしているから

健康に自信がないから

高齢だから

知らない人ばかりで抵抗があるから

その他

【問10】参加していない理由（あてはまるものすべて選択/性別）

男性[96]

女性[152]

【問１０】問７で「２．参加していない」と答えた方にお尋ねします。参加していない理由は何ですか。（○はい

くつでも） 

 

〇「仕事や家事で忙しいから（47.7％）」が最も高く、「情報が入らないから

（30.8％）」、「知らない人ばかりで抵抗があるから（24.4％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載 

・子育てに忙しい。　　・子どもが大きくなり、コロナもあり関わりが減った。 

・何事もボランティアで参加する気はないです。　　・仕事をしないと生活が苦しい。心の余裕はない。 

・そういった機会がないから、声掛けがない。参加するメリットが特にない。 

・行事がいつあるかわからない。広報も来ない。町内会の勧誘もない。 

・引っ越してあまり年数が経っていないため。　　・帯広から来たばかりで、あまり知らない。 

・２年前から癌治療中のため。　　・病気をして、自分の事をするので終ってしまう。 

・土、日の朝からの活動が多く別居の母の手伝い等、自分の用足しが出来なくなる。 

・日頃エネルギーを使わない生活をしているから。 

・平日８～１７定時の時間だとしたら、仕事で参加できないし、情報もわからない。また、土日祝だとしても休みの日にまで参加

する時間もむずかしい。 

 

●性別でみると、男女とも「仕事や家事で忙しいから」が第１位です。 

●「健康に自信がないから」や「知らない人ばかりで抵抗があるから」は女性の方が高

く、男性との差がめだちます。 

 
 
 
 

 

16.9

10.9

30.8

47.7

6.0

21.1

21.1

24.4

6.0

0% 20% 40% 60%

興味のある活動や行事がないから

人との関係をあまり持ちたくないから

情報が入らないから

仕事や家事で忙しいから

家族の介護をしているから

健康に自信がないから

高齢だから

知らない人ばかりで抵抗があるから

その他

【問10】参加していない理由（あてはまるものすべて選択）[266]
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44.8
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3.4

3.4

0.0

24.1

6.9

14.6

9.8

41.5

53.7

0.0

12.2

0.0

31.7

12.2

22.9

12.5

18.8

70.8

8.3

10.4

2.1

22.9

8.3

14.9

17.0

29.8

48.9

8.5

38.3

12.8

25.5

4.3

16.0

9.3

22.7

18.7

8.0

33.3

64.0

18.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

興味のある活動や行事がないから

人との関係をあまり持ちたくないから

情報が入らないから

仕事や家事で忙しいから

家族の介護をしているから

健康に自信がないから

高齢だから

知らない人ばかりで抵抗があるから

その他

【問10】参加していない理由（あてはまるものすべて選択/年齢別）

18～29歳[22]

30歳代[29]

40歳代[41]

50歳代[48]

60歳代[47]

70歳代以上[75]

 

●年齢別でみると、60 歳代以下は「仕事や家事で忙しいから」、70 歳代以上は「高齢だ

から」が、それぞれ第１位です。 

●「情報が入らないから」は 40 歳代以下、「健康に自信がないから」は 60 歳代以上、

「高齢だから」は 70 歳代以上の回答率が高く、他との差がめだちます。 
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＜前回との比較＞ 

 

●前回と同じく「仕事や家事で忙しいから」が第１位ですが、回答率は前回よりも低く、

差がめだちます。 

●「健康に自信がないから」と「高齢だから」は、前回よりも回答率が高く、差がめだ

ちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.7

13.4

29.5

60.8

5.2

13.4

13.7

24.6

5.5

16.9

10.9

30.8

47.7

6.0

21.1

21.1

24.4

6.0

0% 20% 40% 60% 80%

興味のある活動や行事がないから

人との関係をあまり持ちたくないから

情報が入らないから

仕事や家事で忙しいから

家族の介護をしているから

健康に自信がないから

高齢だから

知らない人ばかりで抵抗があるから

その他

　　　　　　【問10】参加していない理由（前回との比較）

前回[329]

今回[266]
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48.0

30.7

27.6

20.5

9.4

24.4

0.8

56.7

26.3

19.6

21.1

6.7

30.4

1.0

0% 20% 40% 60%

町の広報紙

町のホームページ

町内会を通じた回覧など

新聞記事など

メールの配信

ＳＮＳ

その他

【問11】情報を伝える方法として充実させるべきもの（２つまで選択/性別）

男性[127]

女性[194]

７　広報、情報提供（【問１１】【問１２】） 

【問１１】まちづくり（町政）や地域に関する情報を伝える方法として、何を充実（重視）すべきだと思います

か。（○は２つまで） 

 

○「町の広報紙（54.1％）」が最も高く、間をあけて、「ＳＮＳ（27.9％）」と「町のホ

ームページ（27.6％）」が僅差で続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載 

・ポスター、チラシ　　・友人、知人 

 
 

●性別でみると、男女とも「町の広報紙」が第１位ですが、女性の方が高く、差がめだ

ちます。 

●「町内会を通じた回覧など」は男性、「ＳＮＳ」は女性が高く、それぞれ差がめだち

ます。 

 
 

 

54.1

27.6

22.4

20.6

7.3

27.9

1.2

0% 20% 40% 60%

町の広報紙

町のホームページ

町内会を通じた回覧など

新聞記事など

メールの配信

ＳＮＳ

その他

【問11】情報を伝える方法として充実させるべきもの（２つまで選択）[344]
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58.8
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48.2

32.1

12.5

17.9

12.5

51.8

0.0

41.8

43.6

16.4

27.3

12.7

32.7

0.0

58.3

27.8

30.6

20.8

8.3

11.1

1.4

72.9

13.5

31.3

20.8

2.1

5.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

町の広報紙

町のホームページ

町内会を通じた回覧など

新聞記事など

メールの配信

ＳＮＳ

その他

【問11】情報を伝える方法として充実させるべきもの（２つまで選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

56.8

28.6

19.8

23.6

4.8

30.3

1.9

54.1

27.6

22.4

20.6

7.3

27.9

1.2

0% 20% 40% 60%

町の広報紙

町のホームページ

町内会を通じた回覧など

新聞記事など

メールの配信

ＳＮＳ

その他

【問11】情報を伝える方法として充実させるべきもの（前回との比較）

前回[419]

今回[344]

 
●年齢別でみると、40 歳以下は「ＳＮＳ」、50 歳代は「町のホームページ」、60 歳代以

上は「町の広報紙」が第１位です。 

●「町の広報紙」は年齢が高いほど回答率が高まる傾向にあり、「ＳＮＳ」は年齢が低

いほど回答率が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜前回との比較＞ 

〇前回と同じく、「町の広報紙」が第１位、「ＳＮＳ」が第２位、「町のホームぺージ」

が第３位ですが、いずれも前回よりもやや低めです。一方、「町内会を通じた回覧な

ど」と「メールの配信」は前回よりもやや高くなっています。 
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【問１２】音更町では、毎月１回発行の「広報おとふけ」と、町のホームページで、町の情報をお伝えしていま

す。これらをご覧になる頻度などについて、当てはまる番号を選んでください。（○はそれぞれ１

つ） 

 
１．「広報おとふけ」を見る頻度 

○「毎月読んでいる（57.6％）」が約６割を占め、「必要・関心のある時だけ読んでいる

（28.2％）」が続きます。一方、「まったく読まない」は 5.5％、「届かない、入手で

きない」は 7.6％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「毎月読んでいる」は、50 歳代を除くと、年齢が高くなるほど回答

率が高くなっています。一方、「まったく読まない」は 18～29 歳で約３割を占め、

「届かない、入手できない」は 40 歳代以下で１割以上を占めます。 

●居住年数別でみると、「届かない、入手できない」は、５年未満と５年以上 10 年未満

で高くなっています。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回よりも「毎月読んでいる」はやや低くなり、「必要・関心のある時だけ読んでい

る」はやや高くなっていますが、回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎月読んでいる

57.6%必要・関心のある

時だけ読んでいる

28.2%

まったく読まない

5.5%

届かない、入手できない

7.6%

無回答

1.2%

【問12】1.「広報おとふけ」を見る頻度[344]

60.6

57.6

25.3

28.2

4.1

5.5

6.7

7.6

3.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問12】1.「広報おとふけ」を見る頻度（前回との比較）

毎月

読んでいる

必要・関心のある時

だけ読んでいる

まったく

読まない

届かない、

入手できない

無回答
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57.6

55.9

59.3

16.7

44.1

51.8

40.0

66.7

76.0

65.4

48.9

57.3

36.4

39.3

63.9

60.6

75.0

85.7

65.3

50.0

57.4

100.0

70.6

46.9

33.3

43.3

63.0

62.7

40.0

54.0

73.1

28.2

29.9

26.8

37.5

29.4

33.9

45.5

19.4

20.8

26.9

37.8

27.2

39.4

28.6

27.9

27.6

20.0

14.3

24.0

31.7

29.8

23.5

34.4

39.2

36.7

22.2

23.5

20.0

36.0

20.9

5.5

7.1

4.6

29.2

8.8

9.1

4.2
1.0

5.8

6.7

9.1

7.1

1.6

5.4

1.3

8.3

6.4

5.9

12.5

17.6

3.3

40.0
2.0

1.5

7.6

5.5

8.2

16.7

17.6

12.5

5.5

6.9

1.0

1.9

8.9

7.9

15.2

25.0

6.6

4.9

5.0

8.0

8.3

6.4

6.3

5.9

16.7

14.8

11.8

8.0

3.0

1.2

1.6

1.0

1.8

2.8

1.0

4.4

0.8

1.5

1.3

1.7

3.9

2.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問12】1.「広報おとふけ」を見る頻度

毎月

読んでいる

必要・関心のある

時だけ読んでいる

まったく

読まない

届かない、

入手できない

無回答

 
 



89

２-１．町のホームページの見方 

 

○「必要なときに見る（51.7％）」が約半数を占め最も高く、「（見ることはできるが）

見ない（18.6％）」、「（見たいと思うが）見ることができない（13.7％）」が続きます。

「定期的に見る」は 6.4％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、「（見ることはできるが）見ない」は男性の方が高くなっています。 

●年齢別でみると、「必要な時に見る」は 18～29 歳を除くと、年齢が低いほど回答率が

高くなっています。一方、「（見ることはできるが）見ない」は 18～29 歳で４割以上、

「（見たいと思うが）見ることができない」は 70 歳代以上で３割以上を占めます。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回と比べて、回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

定期的に見る

6.4%

必要なときに見る

51.7%（見ることはできるが）

見ない

18.6%

（見たいと思うが）

見ることができない

13.7%

無回答

9.6%

【問12】2-1.音更町のホームページの見方[344]

4.8

6.4

53.0

51.7

19.6

18.6

11.2

13.7

11.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問12】2-1.音更町のホームページの見方（前回との比較）

定期的に

見る

必要なとき

に見る

（見ることはできるが）

見ない

（見たいと思うが）

見ることができない

無回答
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6.4

6.3

4.6

4.2

2.9

5.4

5.5

2.8

10.4

5.8

2.2
7.1

3.0

7.1

6.6

6.4

5.0

6.7

6.1

2.1

11.8

3.1

2.0

3.7

9.8

4.0

9.0

51.7

51.2

53.1

45.8

85.3

73.2

63.6

55.6

20.8

40.4

55.6

54.0

66.7

60.7

59.0

46.3

55.0

71.4

45.3

52.2

63.8

41.2

78.1

52.9

66.7

77.8

45.1

40.0

58.0

29.9

18.6

23.6

16.0

45.8

8.8

14.3

29.1

20.8

9.4

23.1

22.2

16.7

21.2

17.9

14.8

18.7

15.0

14.3

18.7

19.4

17.0

5.9

15.6

31.4

23.3

14.8

17.6

40.0

18.0

13.4

13.7

13.4

13.9

4.2

2.9

5.4

1.8

13.9

32.3

25.0

8.9

12.1

9.1

7.1

13.1

16.3

15.0

21.3

12.2

10.6

100.0

17.6

3.1

3.9

3.3

17.6

20.0

16.0

31.3

9.6

5.5

12.4

1.8

6.9

27.1

5.8

11.1

10.0

7.1

6.6

12.3

10.0

14.3

8.0

10.0

6.4

23.5

9.8

6.7

3.7

9.8

4.0

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問12】2-1.音更町のホームページの見方（属性別）

定期的に

見る

必要なときに

見る

（見ることはできるが）

見ない

（見たいと思うが）

見ることができない

無回答
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２-２．町のホームページを見る頻度 

 

○「年に数回（58.5％）」が約６割を占め、「月に１～２回ぐらい（30.0％）」が３割を

占めます。「週に１回ぐらい」は 4.0％、「週に２回以上」は 2.0％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、「週に１回ぐらい」と「月に１～２回ぐらい」は男性の方が高めです。 

●年齢別でみると、「週に２回以上」と「週に１回ぐらい」は 70 歳代以上が高くなって

います。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回よりも、頻度が比較的高い回答率が低くなり、「月に１～２回ぐらい」と「年に

数回」がやや高めになっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

週に２回以上

2.0%
週に１回ぐらい

4.0%

月に１～２回ぐらい

30.0%

年に数回

58.5%

無回答

5.5%

【問12】2-2.音更町のホームページを見る頻度[200]

4.1

2.0

8.3

4.0

27.3

30.0

55.8

58.5

4.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[242]

今回[200]

【問12】2-2.音更町のホームページを見る頻度（前回との比較）

週に２回以上 週に１回ぐらい 月に１～２回ぐらい 年に数回 無回答
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2.0

1.4

1.8

3.3
2.3

6.7

2.1

4.3

2.5

0.9

5.1

1.0

3.6

3.2

7.7

4.0

6.8

2.7

6.7

2.3

4.8

10.0

8.3

4.1

8.7

2.5
4.7

8.3

5.1

3.8

3.2

11.1

3.6

10.7

50.0

7.7

30.0

37.0

27.7

33.3

20.0

27.3

31.6

38.1

30.0

33.3

19.2

31.5

47.8

21.1

37.5

23.4

33.3

35.9

25.7

45.2

44.4

38.5

25.0

20.0

40.9

25.0

50.0

22.6

30.8

58.5

50.7

63.4

58.3

63.3

68.2

68.4

57.1

30.0

58.3

69.2

56.8

30.4

78.9

55.0

63.6

50.0

100.0

51.3

63.8

48.4

33.3

57.7

71.4

75.0

59.1

60.7

58.1

50.0

5.5

4.1

4.5

8.3

6.7

23.3

11.5

5.5

8.7

2.5

7.5

8.3

2.6

5.7

3.2

11.1

3.8

5.0

16.1

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[200]

《性別》　男性[73]

女性[112]

《年齢》　18～29歳[12]

30歳代[30]

40歳代[44]

50歳代[38]

60歳代[42]

70歳代以上[30]

《居住歴》　ずっと音更[24]

転出後、再び音更[26]

音更町外から転入[146]

《居住年数》　5年未満[23]

5年以上10年未満[19]

10年以上20年未満[40]

20年以上[107]

《居住地》　農村部[12]

駒場地区[5]

音更市街[33]

木野市街[105]

宝来・ひびき野市街[31]

十勝川温泉市街[0]

《職業》　農林漁業[9]

製造業・建設業[26]

商･サービス･金融業など[28]

医療・福祉関係[20]

公務・団体等勤務[22]

その他の職業[28]

学生[2]

家事専業（主婦・主夫）[31]

無職（退職含む）[26]

【問12】2-2.音更町のホームページを見る頻度（属性別）

週に２回以上 週に１回ぐらい 月に１～２回ぐらい 年に数回 無回答
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２-３．音更町のホームページを見る方法 

 

○「スマートフォン（64.0％）」が約３分の２、「パソコン（25.0％）」が４分の１です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載：タブレット 

 
 

●性別でみると、男性は「パソコン」と「スマートフォン」が半々ぐらいですが、女性

は「スマートフォン」が４分の３を占めます。 

●年齢別でみると、50 歳代と 60 歳代は「パソコン」が４割近くを占めます。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回よりも「スマートフォン」が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

パソコン

25.0%

スマートフォン

64.0%

その他

2.5%

無回答

8.5%

【問12】2-3.音更町のホームページを見る方法[200]

24.8

25.0

59.1

64.0

0.8

2.5

15.3

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[242]

今回[200]

【問12】2-2.音更町のホームページを見る頻度（前回との比較）

パソコン スマートフォン その他 無回答
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25.0

45.2

15.2

25.0

20.0

13.6

36.8

38.1

16.7

37.5

30.8

22.6

13.0

15.8

17.5

34.6

41.7

40.0

33.3

20.0

29.0

44.4

46.2

10.7

20.0

50.0

25.0

50.0

3.2

26.9

64.0

47.9

75.0

75.0

73.3

86.4

63.2

57.1

33.3

58.3

57.7

67.1

82.6

78.9

75.0

53.3

41.7

60.0

61.5

67.6

71.0

33.3

50.0

89.3

75.0

50.0

71.4

50.0

83.9

42.3

2.5

1.4

2.7

2.4

10.0

4.2

3.8

1.4

5.3

1.9

8.3

2.6

1.9

11.1

3.2

3.8

8.5

5.5

7.1

6.7

2.4

40.0

7.7

8.9

4.3

7.5

10.3

8.3

2.6

10.5

11.1

3.8

5.0

3.6

9.7

26.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[200]

《性別》　男性[73]

女性[112]

《年齢》　18～29歳[12]

30歳代[30]

40歳代[44]

50歳代[38]

60歳代[42]

70歳代以上[30]

《居住歴》　ずっと音更[24]

転出後、再び音更[26]

音更町外から転入[146]

《居住年数》　5年未満[23]

5年以上10年未満[19]

10年以上20年未満[40]

20年以上[107]

《居住地》　農村部[12]

駒場地区[5]

音更市街[33]

木野市街[105]

宝来・ひびき野市街[31]

十勝川温泉市街[0]

《職業》　農林漁業[9]

製造業・建設業[26]

商･サービス･金融業など[28]

医療・福祉関係[20]

公務・団体等勤務[22]

その他の職業[28]

学生[2]

家事専業（主婦・主夫）[31]

無職（退職含む）[26]

【問12】2-3.音更町のホームページを見る方法（属性別）

パソコン スマートフォン その他 無回答
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８　ハザードマップについて（【問１３】） 

【問１３】音更町では、2022 年 6 月に防災ガイドブックとともに「洪水ハザードマップ※」を全戸配布して

いますが、見たことがありますか。（○は１つ） 

※音更川と十勝川に、1,000 年に 1 回程度起こる大雨（想定最大規模）により、氾濫した場合の浸水深を示したものです。町のホー

ムページからも見ることができます。（「音更町洪水ハザードマップ」で検索） 
 

○「見たことがある（77.9％）」が８割弱を占めます。「見たことがない」は 18.0％で

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「見たことがない」は 30 歳代で約３割を占めます。 

●居住歴別でみると、「見たことがない」は転出後、再び音更の回答者で約３割を占め

ます。 

 
 
 

 

見たことがある

77.9%

見たことがない

18.0%

無回答

4.1%

【問13】ハザードマップを見たことがあるか[344]
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77.9

75.6

79.9

75.0

67.6

87.5

78.2

79.2

75.0

80.8

66.7

79.1

78.8

78.6

85.2

74.4

75.0

71.4

80.0

76.1

80.9

100.0

70.6

87.5

72.5

66.7

88.9

78.4

80.0

78.0

79.1

18.0

20.5

16.0

20.8

29.4

10.7

16.4

16.7

19.8

13.5

28.9

17.2

15.2

21.4

13.1

20.7

15.0

28.6

17.3

19.4

14.9

17.6

9.4

21.6

30.0

11.1

19.6

20.0

18.0

16.4

4.1

3.9

4.1

4.2

2.9

1.8

5.5

4.2

5.2

5.8

4.4

3.8

6.1

1.6

4.9

10.0

2.7

4.4

4.3

11.8

3.1

5.9

3.3

2.0

4.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問13】ハザードマップを見たことがあるか（属性別）

見たことがある 見たことがない 無回答
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９　行政改革（【問１４】【問１５】） 

【問１４】音更町の行政改革を進める上で、重点を置くべき項目はどれですか。（○は３つまで） 

 

○「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり（42.4％）」が最も高く、間をあ

けて、「職員の意識改革、能力向上などの人材育成（24.7％）」、「補助金などの整理、

合理化（23.5％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「その他」の記載 

・職員は増やすべき。 

・職員は削減ではなく増員すべき。役場の電気が夜中まで灯されているのはおかしい。このままでは将来有望な者（若者）が去

っていく。 

・議員数の削減 

・ネットや文章が苦手な人でも読めるように、わかりやすいものをめざす。むずかしい表現もできればへらす。 

・簡素化した上で、そのかわりに町民への案内（窓口は廃止せず必要な方のみにする。ＴＥＬ、メールやｗｅｂ、LINE を使って意

見のくみとり、相談）や意見のくみとりを向上させる。 

・情報発信方法がどこの自治体もへたです。LINE やメルマガなど、待たずに発信する体制に移行すべき。 

・町発注業務や工事の見直し改善 

・補助金の申請、報告などの事務作業の軽減、効率化 

 

42.4

24.7

13.4

9.9

4.9

23.5

18.9

4.9

20.3

19.2

14.8

11.6

3.2

0% 20% 40% 60%

町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり

職員の意識改革、能力向上などの人材育成

職員数の削減、人件費の抑制

町民参画による事業の検討、実施

行政評価の推進

補助金などの整理、合理化

使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者負担）の適正化

事務や公共施設の管理運営などの民間委託

町有地や公共施設の整理、合理化、有効活用

窓口サービスの向上（申請、届出などの簡素化）

情報公開の推進

近隣市町村との連携の強化と効果的・効率的な広域連携事務の推進

その他

【問14】行政改革を進める上で重点を置くべき項目（３つまで選択）［344］
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37.8

23.6

13.4

15.7

7.9

26.8

22.8

7.9

26.0

9.4

19.7

15.0

3.9

44.8

25.3

12.9

7.2

2.6

20.6

16.0

3.1

18.0

25.3

12.4

10.8

2.6

0% 20% 40% 60%

町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり

職員の意識改革、能力向上などの人材育成

職員数の削減、人件費の抑制

町民参画による事業の検討、実施

行政評価の推進

補助金などの整理、合理化

使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者負担）の適

正化

事務や公共施設の管理運営などの民間委託

町有地や公共施設の整理、合理化、有効活用

窓口サービスの向上（申請、届出などの簡素化）

情報公開の推進

近隣市町村との連携の強化と効果的・効率的な広域連携事務

の推進

その他

【問14】行政改革を進める上で重点を置くべき項目（３つまで選択/性別）

男性[127]

女性[194]

 

●性別でみると、男女とも「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」が第１

位ですが、女性の方が高くなっています。 

●全体的に男性の回答率が高い項目が多いですが、最も差がみられるのは「窓口サービ

スの向上（申請、届出などの簡素化）」で、女性の方が高く、差がめだちます。 
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41.7

20.8

12.5

4.2

0.0

25.0

33.3

16.7

20.8

29.2

12.5

0.0

0.0

32.4

29.4

14.7

14.7

5.9

32.4

20.6

5.9

23.5

26.5

17.6

14.7

0.0

37.5

25.0

21.4

7.1

1.8

46.4

10.7

3.6

23.2

23.2

16.1

12.5

5.4

41.8

23.6

9.1

10.9

3.6

25.5

16.4

3.6

21.8

25.5

12.7

16.4

5.5

44.4

27.8

12.5

11.1

8.3

13.9

26.4

2.8

19.4

12.5

13.9

9.7

4.2

46.9

21.9

11.5

10.4

5.2

12.5

14.6

4.2

18.8

13.5

15.6

12.5

1.0

0% 20% 40% 60%

町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり

職員の意識改革、能力向上などの人材育成

職員数の削減、人件費の抑制

町民参画による事業の検討、実施

行政評価の推進

補助金などの整理、合理化

使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者

負担）の適正化

事務や公共施設の管理運営などの民間委託

町有地や公共施設の整理、合理化、有効活用

窓口サービスの向上（申請、届出などの簡素化）

情報公開の推進

近隣市町村との連携の強化と効果的・効率的な広

域連携事務の推進

その他

【問14】行政改革を進める上で重点を置くべき項目（３つまで選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

 

●年齢別にみると、30 歳代は「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」と

「補助金などの整理、合理化」（同率）、40 歳代は「補助金などの整理、合理化」、そ

の他の年齢は「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」が第１位です。 

●「使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者負担）の適正化」と「事務や公共

施設の管理運営などの民間委託」は 18～29 歳、「窓口サービスの向上」は 50 歳代以

下の回答率が高く、他との差がめだちます。 
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＜前回との比較＞ 

 

〇前回と同じく「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」が第１位です。全

体的に、回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

42.5

25.8

16.5

11.0

3.3

22.4

18.4

6.7

20.3

21.0

14.1

13.8

1.4

42.4

24.7

13.4

9.9

4.9

23.5

18.9

4.9

20.3

19.2

14.8

11.6

3.2

0% 20% 40% 60%

町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり

職員の意識改革、能力向上などの人材育成

職員数の削減、人件費の抑制

町民参画による事業の検討、実施

行政評価の推進

補助金などの整理、合理化

使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者負

担）の適正化

事務や公共施設の管理運営などの民間委託

町有地や公共施設の整理、合理化、有効活用

窓口サービスの向上（申請、届出などの簡素化）

情報公開の推進

近隣市町村との連携の強化と効果的・効率的な広域

連携事務の推進

その他

【問14】行政改革を進める上で重点を置くべき項目（前回との比較）

前回[419]

今回[344]
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【問１５】将来にわたり持続可能なまちづくり（行政運営）を進めるために、大胆な見直しも必要です。音更

町の今の制度や施設、事業など、今後、なくしたり、廃止してもいいと思うものがあれば、理由も

含めて具体的にご記入ください。 

 
【施設】 

・地域にある会館は将来的な人口減少や、現在の利用状況を踏まえ縮小や廃止しても良いかもしれない。選挙の
際の投票所となっているため慎重に考える必要はあると思うが。 

・利用頻度の少ない施設等は維持費等もかかるので廃止し、必要なものへまわしていただければと思います。 
・使用頻度の低い公民館、道路、橋梁、スポーツ施設等を町内会、町内会連合会に運営を移管し、町内会が出来
ない場合たとえ道路でも廃止すべき。もはや金銭で解決できる内に始末すべきと思いますが？ 

【学校】 

・スクールバスを小さく又廃止、大型バス５～６名ぐらいの利用。経費削減する。 
【人員】 

・事務処理だけの職員は臨時でも可能。正職員はネットサーフィンを止め、より良くするアイデアを持つべき
だ！！ 

・議員定数の見直し。人数が多すぎる、費用のむだ。 
・町議会議員の人数が多すぎる、１人多いかな。 
・町議会議員を減らしてほしい。仕事してない人が多い。議会での意味のない発言が多すぎる。あきれます。町民
として恥しいです。給料も多すぎです。町の税金で町議会議員が生活費として働くのやめてください。 

【組織】 

・交通安全協会や防犯協会など、地道な活動をしているのは理解できますが、廃止してもよいのでは？会員の高
齢化で。どれくらい予算をつけているのかはわかりませんが。 

・国保、水道等の赤字部分は徴収委員会が前年同様と答えを出す委員会は意味がない。区画割を検討すべきだ
と思います。 

【木や花】 

・道路の木→手入れにお金がかかるのになぜ植えるのか？ 
・舗道の植え込みの花って要りますか？雑草が伸びて見通しが良くない所も有ります。 
・公園→使っている人がいないのに、なぜなくして売って宅地にしないのか。 

【その他】 

・コミバス、無料バス 
・いろいろなイベントを開いているが、それぞれ集客率を考えるともっと整理できそう。少ない回数で、たくさんの
人を呼んだ方がにぎわいが感じられると思う。 

・元町ではなく木野を発展させたいと考えているのであれば、元町の役場を縮小して、木野支所を大きくしてほし
い。支所の方が窓口の人達も親切なので、家からは遠いけれど木野支所を良く利用している。 

・広報、議会だよりは配布不要。 
・このようなアンケートは無意味と思います。項目が多すぎます。それぞれ得手不得手があるし、自分は８割～９割
方分からない項目がある。自分が関わってきた事については分かりますが、それだけ町政に興味が無いのもか
もしれませんね。 

 
【「今後、なくしたり、廃止してもいいと思うもの」以外の回答】 

・むしろ廃止するよりも施設の数を増やすべきだと思う。 
・なんでも民営化にするのをやめてほしい。町の正職員を増やしてほしいです。 
・職員の給与を抑えて人員を増す。全道一番の給与体制は必要ない。 
・マイナンバーもっと時間をかけてほしい！！（ミスが多いので） 
・窓口がたくさんあるが…マイナンバーカードより、窓口業務についても見直しがされても良いように思う。 
・特定健診の受診推奨を保健センターでしている。通院歴（通院中）の人の特定健診は通院中の医療機関で実施
推奨し、町の負担削減につなげて欲しい。 

・糠平ダム放水による水害対策、音更川の土手のかさ上工事を早急に進めてもらいたい。台風が来るたび避難勧
告発令では…町民の生命・財産を守る事が何よりも急務と思う。 

・１０００年に１回程度で糖平ダム６ｍかさ上げに８８０憶は、適正ではない。それより十勝川左岸、音更川添いに遊
水地を用けた方が良い。農地に水入れたときの保障と水門と土盛りに金を使うべき。６ｍかさ上げしたところで、
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十勝川に水が行かなければ宝来地区は一番先に氾濫する。 
・川周辺の土地利用、土地整備（建築物）→災害に備える整備は積極的に進めてほしいが、宅地等に関してはリス
クが上がる。景観の良さや価格から選ぶ人もいると思うが、そもそも土地利用できる状況にある事が問題か。 

・公園もう少しなんとかして。 
・築年数の経った古い公共施設へのエアコンを設置して欲しい。サンドームは特に暑くても体を動かすのに使いた
いが、３４℃以上の時があり、危険を感じる。また、使い始め時期を決めず、天候・気温に合わせて保健センター
等でもエアコンを使用して欲しい。 

・北蘭の老人憩いの家の建物が古すぎるので、リフォームして欲しい。建物の名前から、若い人は使えないのかと
思ってしまった。カラオケの音がもれていて。気になります。 

・雄飛ヶ丘地区に住んでいるが、商店（コンビニ）がなく不便。できれば雄飛が丘会館をなくし、同地にコンビニは
ほしい（会館は他の場所で代用できるので必要ない）。 

・２４１号線の外灯が少なく、夜ウォーキングや子供の学校の行き帰りうすぐらくてこわい。昔のテイセンコンクリート
跡地はどうにかして頂きたい。子供の医療費の見直し、子供だけでなく音更町民へ何か楽しみなクーポンなど。
仕事が忙しくて楽しみがない。 

・ただ行う教育ではなく、１０年後を目指した人材育成すべき（マネジメント能力、開発能力等）。 
・観光の様に、その時々の時勢に振り回されない１次、２次産業の定着、誘致！ 
・外国人労働者の受け入れに関する規制緩和ｏｒ撤廃。（理由）音更町は農業が強力な産業基盤を持つ一方で、高
齢化、戸口数減等で労働者不足に直面する懸念がある。十勝は人口維持ｏｒ微増だが日本全体を見ると人口が
減っていくのは明白。諸問題ありつつも今以上に外国人労働者を受け入れることを検討に入れるべきと思う。 

・モール温泉の宣伝をもっとしても良いのではないか。温泉の町民割もほしい。 
・移住者促進施策、特に子育て世代をターゲットにして実施。人口増には子育て世代の保護施策が必要。子ども
手当などの拡充や給食費無償化など、ふるさと納税を活用した施策を考える。観光に関して、いつまでもなつぞ
らに頼らない音更の強みをもっと強化する。 

・施設はある程度充実してると思うが、管理を一部の企業に丸投げしてる。もっと地元企業の育成、職員の教育を
しては…。 

・十勝管内にはまだ無い店などがあると、音更町に来る人も増え、良さがもっと伝わるようになる。 
・新幹線の誘致、プロ野球、プロサッカーを呼べる球場、サッカー場、道路車線増、駐車場の増。 
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１０　男女共同参画社会（【問１６】【問１７】【問１８】） 

【問１６】音更町の社会全体を見たとき、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたのお考えに

最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 

〇「分からない（34.6％）」が最も高く、「どちらかと言えば、男性が優遇されている

（31.7％）」が僅差で続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、男性は「平等」、女性は「分からない」が、それぞれ最も高くなって

います。 

●年齢別でみると、「平等」は 18～29 歳で３分の１以上を占めます。「分からない」は

50 歳代で約半数を占めます。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回は「どちらかと言えば、男性が優遇されている」が「分からない」をわずかに上

回っていましたが、今回は「分からない」が上回っています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

男性が優遇されている

5.8%

どちらかと言えば、男性

が優遇されている

31.7%

平等

22.4%

どちらかと言えば、女性

が優遇されている

1.2%

女性が優遇されている

0.3%

分からない

34.6%

無回答

4.1%

【問16】男女の地位は平等になっていると思うか[344]

6.9

5.8

33.9

31.7

21.5

22.4

1.2

1.2

0.2

0.3

31.3

34.6

5.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問15】男女の地位は平等になっていると思うか（前回との比較）

男性が優遇

されている

どちらかと言えば、

男性が優遇されている

平等 どちらかと言えば、

女性が優遇されている

女性が優遇

されている

分から

ない

無回答
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22.4

32.3

17.0

10.0

37.5

29.4

21.4

18.2

25.0

17.7

19.2

20.0

23.8

33.3

10.7

31.1

18.7

20.0

28.6

18.7

23.3

27.7

100.0

11.8

25.0

23.5

23.3

33.3

29.4

80.0

8.0

20.9

1.2

3.1

2.9

1.8

2.8

1.9

2.2 0.8

2.0

14.3

1.3

1.1

3.1
2.0

3.3

0.3

0.8

1.8

0.4

1.6

2.1

3.1

34.6

29.1

37.6

30.0

29.2

29.4

33.9

52.7

27.8

32.3

25.0

40.0

35.1

33.3

42.9

34.4

33.5

25.0

14.3

34.7

34.4

38.3

29.4

43.8

23.5

53.3

25.9

45.1

40.0

23.9

4.1

2.4

5.2

10.0

4.2

1.8

5.5

4.2

6.3

7.7

6.7

2.5

3.0

3.6

1.6

5.4

5.0

14.3

5.3

3.9

2.1

11.8

3.1

5.9

3.9

4.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

回答しない[10]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問16】男女の地位は平等になっていると思うか（属性別）

男性が優遇

されている

どちらかと言えば、

男性が優遇されている

平等 どちらかと言えば、

女性が優遇されている

女性が優遇

されている

分から

ない

無回答
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【問１６】あなたの生活で、仕事、家庭（家事・育児）、プライベートな時間（趣味など）の優先度をお教えくだ

さい。最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 

〇「仕事を優先している（23.8％）」が最も高く、「家庭を優先している（19.8％）」、

「仕事と家庭を同程度に優先している（15.7％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、男性は「仕事を優先」、女性は「家庭を優先」が、それぞれ最も高く

なっています。 

●年齢別でみると、18～29 歳、50 歳代、60 歳代は「仕事」、30 歳代は「仕事と家庭」、

40 歳代と 70 歳代以上は「家庭」が、それぞれ最も高くなっています。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇前回よりも「仕事」が高くなり、「家庭」が低くなっています。一方、「３つ（仕事・

家庭・プライベートな時間）とも同程度である」は僅かですが、前回よりも高くなっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

仕事を優先している

23.8%

家庭を優先している

19.8%

プライベートな時間を優先している

9.3%
仕事と家庭を同程度に優先している

15.7%

仕事とプライベートな時間を

同程度に優先している

6.4%

家庭とプライベートな時間を

同程度に優先している

8.7%

3つ（仕事・家庭・プライベート

な時間）とも同程度である

11.3%

無回答

4.9%

　　　　　【問17】生活での時間の優先度[344]

17.9

23.8

24.3

19.8

8.8

9.3

16.9

15.7

6.9

6.4

10.5

8.7

8.8

11.3

5.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回[419]

今回[344]

【問17】あなたの生活での優先度（前回との比較）

仕事を

優先

家庭を

優先

プライベートな

時間を優先

仕事と家庭を

同程度に優先

仕事とプライベートな

時間を同程度に優先

家庭とプライベートな

時間を同程度に優先

3つとも

同程度

無回答
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23.8

28.3

21.6

33.3

17.6

17.9

41.8

27.8

13.5

19.2

20.0

25.1

30.3

17.9

21.3

24.1

35.0

28.6

26.7

24.4

10.6

41.2

34.4

39.2

30.0

40.7

29.4

6.0

19.8

12.6

23.7

8.3

17.6

32.1

9.1

15.3

26.0

21.2

15.6

20.5

15.2

25.0

14.8

22.7

5.0

28.6

22.7

19.4

23.4

6.3

5.9

10.0

14.8

17.6

58.0

26.9

9.3

11.8

8.2

20.8

11.8

7.1

1.8
8.3

12.5

13.5

11.1

8.4

12.1

10.7

9.8

7.4

15.0

14.3

6.7

9.4

10.6

5.9

6.3

7.8

5.9

60.0

6.0

22.4

15.7

18.1

13.4

4.2

29.4

17.9

16.4

13.9

13.5

9.6

20.0

16.3

18.2

14.3

21.3

13.3

20.0

14.3

9.3

17.8

19.1

23.5

28.1

13.7

20.0

22.2

21.6

20.0

4.0

9.0

6.4

6.3

7.2

20.8

5.9

8.9

9.1

5.6

1.0

9.6

6.7

5.9

6.1

7.1

8.2

6.4

10.0

9.3

3.9

12.8

11.8

12.5

9.8

13.3

7.4

7.8

2.0

8.7

5.5

10.3

2.9

8.9

3.6

9.7

14.6

9.6

8.9

8.8

6.1

10.7

8.2

8.9

14.3

8.0

7.2

10.6

100.0

3.1

3.9

6.7

3.7

3.9

20.0

14.9

11.3

14.2

9.3

8.3

14.7

5.4

14.5

13.9

9.4

9.6

11.1

11.3

9.1

10.7

14.8

10.3

10.0

8.0

13.9

8.5

11.8

6.3

15.7

20.0

11.1

11.8

20.0

6.0

9.0

4.9

3.1

6.2

4.2

1.8

3.6

5.6

9.4

7.7

6.7

3.8

3.0

3.6

1.6

6.9

5.0

9.3

3.9

4.3

5.9

3.1

3.9

2.0

4.0

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問17】生活での時間の優先度（属性別）

仕事を

優先

家庭を

優先

プライベート

を優先

仕事と家庭を

同程度に優先

仕事とプライベート

を同程度に優先

家庭とプライベート

を同程度に優先

3つとも

同程度

無回答
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【問１８】ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について伺います。あなたは、これまでに恋人やパートナー（事

実婚や別居中の配偶者、元配偶者を含む）から、次のようなことを「①されたこと」や「②したこと」

がありますか。それぞれあてはまるもの（ある・ない）に○をつけてください。 

 
１．身体的な暴力をされたこと／２．身体的な暴力をしたこと 

 

〇されたことについては、「ない」は 86.0％、「ある」は 7.3％です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇したことについては、「ない」は 88.7％、「ある」は 1.7％です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ある

7.3%

ない

86.0%

無回答

6.7%

【問18-1】身体的な暴力をされたこと[344]

ある

1.7%

ない

88.7%

無回答

9.6%

【問18-2】身体的な暴力をしたこと[344]
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7.3

3.1

8.8

5.9

10.7

12.7

1.4
8.3

1.9

6.7

7.9

6.1

10.7

11.5

5.4

5.0

8.0

6.7

4.3

5.9

9.8

13.3

7.4

5.9

8.0

7.5

86.0

88.2

86.1

95.8

94.1

87.5

83.6

83.3

83.3

84.6

86.7

87.0

87.9

85.7

86.9

86.2

90.0

100.0

85.3

85.6

91.5

100.0

88.2

87.5

82.4

86.7

88.9

86.3

100.0

84.0

88.1

6.7

8.7

5.2

4.2

1.8

3.6

15.3

8.3

13.5

6.7

5.0

6.1

3.6

1.6

8.4

5.0

6.7

7.8

4.3

5.9

12.5

7.8

3.7

7.8

8.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問18-1】身体的な暴力をされたこと（属性別）

ある ない 無回答

＜身体的な暴力をされたこと＞ 

●性別でみると、「ある」は女性の方が高くなっています。 

●年齢別でみると、「ある」は 40 歳代と 50 歳代で約１割を占めます。 
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＜身体的な暴力をしたこと＞ 

●性別、年齢別にみると、回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.7

3.1

1.0

1.8

1.4

4.2

1.9

2.1

3.3

2.0

1.3

2.2

2.1

2.0

2.0

4.5

88.7

88.2

89.7

95.8

100.0

96.4

87.3

84.7

81.3

86.5

93.3

88.7

93.9

96.4

85.2

86.7

95.0

100.0

90.7

86.1

91.5

100.0

88.2

90.6

86.3

96.7

96.3

88.2

100.0

82.0

88.1

9.6

8.7

9.3

4.2

3.6

10.9

13.9

14.6

11.5

6.7

9.2

6.1

3.6

11.5

11.3

5.0

8.0

11.7

6.4

11.8

9.4

13.7

3.3

3.7

9.8

16.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問18-2】身体的な暴力をしたこと（属性別）

ある ない 無回答
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３．精神的な暴力をされたこと／４．精神的な暴力をしたこと 

 

〇されたことについては、「ない」は 75.6％、「ある」は 19.2％です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇したことについては、「ない」は 87.2％、「ある」は 3.8％です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ある

19.2%

ない

75.6%

無回答

5.2%

【問18-3】精神的な暴力をされたこと[344]

ある

3.8%

ない

87.2%

無回答

9.0%

【問18-4】精神的な暴力をしたこと[344]



111

19.2

13.4

21.6

14.7

23.2

20.0

20.8

19.8

7.7

20.0

20.9

18.2

10.7

26.2

18.7

15.0

14.3

22.7

17.2

17.0

11.8

18.8

23.5

20.0

11.1

17.6

30.0

13.4

75.6

80.3

74.2

95.8

85.3

75.0

76.4

69.4

72.9

80.8

73.3

75.7

78.8

85.7

72.1

74.9

80.0

85.7

72.0

77.2

78.7

100.0

82.4

75.0

70.6

80.0

85.2

76.5

100.0

64.0

82.1

5.2

6.3

4.1

4.2

1.8

3.6

9.7

7.3

11.5

6.7

3.3

3.0

3.6

1.6

6.4

5.0

5.3

5.6

4.3

5.9

6.3

5.9

3.7

5.9

6.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問18-3】精神的な暴力をされたこと（属性別）

ある ない 無回答

＜精神的な暴力をされたこと＞ 

●性別でみると、「ある」は女性の方が高くなっています。 

●年齢別でみると、18～29 歳は「ある」という回答がありません。 
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＜精神的な暴力をしたこと＞ 

●年齢別でみると、18～29 歳と 50 歳代は「ある」という回答がありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3.8

4.7

2.6

2.9

7.1

2.8

4.2

3.8

4.4

3.3

3.0

3.6

3.3

3.9

5.0

1.3

3.9

4.3

6.3

5.9

6.0

3.0

87.2

89.0

87.6

95.8

97.1

89.3

89.1

84.7

82.3

86.5

86.7

88.3

90.9

92.9

83.6

86.2

90.0

100.0

89.3

86.1

89.4

100.0

88.2

90.6

80.4

96.7

96.3

90.2

100.0

78.0

89.6

9.0

6.3

9.8

4.2

3.6

10.9

12.5

13.5

9.6

8.9

8.4

6.1

3.6

13.1

9.9

5.0

9.3

10.0

6.4

11.8

3.1

13.7

3.3

3.7

9.8

16.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問18-4】精神的な暴力をしたこと（属性別）

ある ない 無回答
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＜前回との比較＞ 

 

〇前回よりも、精神的な暴力をされたことがあるという回答率がやや高めですが、全体

的に回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6.7

7.3

3.6

1.7

16.0

19.2

7.2

3.8

85.2

86.0

85.2

88.7

77.1

75.6

81.9

87.2

8.1

6.7

11.2

9.6

6.9

5.2

11.0

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.【身体的な暴力】された　前回[419]

今回[344]

2.【身体的な暴力】した　前回[419]

今回[344]

3.【精神的な暴力】された　前回[419]

今回[344]

4.【精神的な暴力】した　前回[419]

今回[344]

【問18】暴力について（前回との比較）

ある ない 無回答
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【問１９】音更町では、今後、共生社会の実現に向けたまちづくりに取り組んでいきます。あなたは、共生社

会という言葉を知っていますか。（○は１つ） 

 

〇「だいたいの意味が分かる（46.8％）」が４割以上を占め最も高く、「聞いたことがあ

る（27.9％）」が約３割を占めます。「知らない（21.5％）」は約２割です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、「聞いたことがある」が最も高いのは 18～29 歳で約４割を占めます。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇「知らない」割合は前回とほぼ同じですが、前回よりも「聞いたことがある」がやや

高くなり、「だいたいの意味が分かる」がやや低くなっています。 

 
 
 
 

 

聞いたことがある

27.9%

だいたいの意味が分かる

46.8%

知らない

21.5%

無回答

3.8%

【問19】共生社会という言葉を知っているか[344]

24.8

27.9

52.0

46.8

20.0

21.5

3.1

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回[419]

今回[344]

【問19】共生社会という言葉を知っているか（前回との比較）

聞いたことがある だいたいの意味が分かる 知らない 無回答
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27.9

29.1

29.4

41.7

29.4

28.6

20.0

33.3

25.0

25.0

31.1

28.9

36.4

17.9

41.0

24.1

30.0

14.3

34.7

26.1

25.5

100.0

23.5

28.1

15.7

36.7

48.1

23.5

60.0

32.0

26.9

46.8

47.2

46.4

29.2

44.1

42.9

52.7

44.4

52.1

42.3

46.7

47.7

33.3

53.6

37.7

49.8

55.0

85.7

40.0

48.9

42.6

52.9

46.9

43.1

40.0

40.7

41.2

40.0

52.0

55.2

21.5

21.3

20.1

25.0

26.5

26.8

23.6

18.1

17.7

26.9

15.6

20.5

27.3

21.4

21.3

21.2

10.0

21.3

21.7

29.8

17.6

21.9

35.3

23.3

11.1

31.4

12.0

14.9

3.8

2.4

4.1

4.2

1.8

3.6

4.2

5.2

5.8

6.7

2.9

3.0

7.1

4.9

5.0

4.0

3.3

2.1

5.9

3.1

5.9

3.9

4.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問19】共生社会という言葉を知っているか（属性別）

聞いたことがある だいたいの意味が分かる 知らない 無回答
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12.5

8.1

5.5

32.6

28.5

6.4

2.9

9.9

11.0

5.8

28.5

27.0

6.4

4.7

15.7

13.7

12.8

11.0

9.9

10.8

11.9

0% 20% 40% 60% 80%

美しい自然環境が豊かなまち

活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち

健康で安心して暮らせるまち

教育・文化水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

【問20】なってほしい音更町の姿（１番目に優先から３番目の合計）[344]

１番目に優先すべき

２番目に優先すべき

３番目に優先すべき

１１　まちの将来像（【問１９】） 

【問２０】これからの音更町はどのような姿になってほしいですか。あなたのお考えに近いものから３つま

で選んで、番号を書いてください。 

 

○１番目に優先すべきもので最も高いのは「便利で快適に暮らせるまち（32.6％）」で、

「健康で安心して暮らせるまち（28.5％）」が続きます。 

○１番目から３番目までの合計で最も高いものも「便利で快適に暮らせるまち（合計

72.1％）」で、「健康で安心して暮らせるまち（合計 65.4％）」、「美しい自然環境が豊

かなまち（合計 38.1％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

合計 65.4％で２位

合計 72.1％で１位

合計 38.1％で３位
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36.2

36.2

27.6

68.5

66.1

22.8

22.8

37.1

31.4

21.1

74.7

64.4

25.8

17.5

0% 20% 40% 60% 80%

美しい自然環境が豊かなまち

活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち

健康で安心して暮らせるまち

教育・文化水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

【問20】なってほしい音更町の姿（１番目から３番目までの合計/性別）

男性[127]

女性[194]

41.7

29.2

20.8

83.3

75.0

29.2

8.3

41.2

44.1

35.3

73.5

50.0

32.4

17.6

44.6

28.6

32.1

60.7

62.5

37.5

16.1

43.6

47.3

29.1

81.8

52.7

12.7

12.7

30.6

31.9

11.1

80.6

79.2

27.8

19.4

33.3

25.0

20.8

64.6

68.8

15.6

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美しい自然環境が豊かなまち

活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち

健康で安心して暮らせるまち

教育・文化水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

【問20】なってほしい音更町の姿（１番目から３番目までの合計/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

 
●性別でみると、第１位は男女とも「便利で快適に暮らせるまち」ですが、女性の回答

率が高く、差がめだちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、40歳代と 70歳代以上は「健康で安心して暮らせるまち」、その他の

年齢は「便利で快適に暮らせるまち」が第１位です。 

 
 
 
 
 
 

 



118

＜前回との比較＞ 

 

〇１番目に優先すべきものについては、前回と同じく「便利で快適に暮らせるまち」が

第１位ですが、今回の方が回答率が高く、差がめだちます。その他は、全体的に回答

傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○１番目から３番目までの合計については、前回は「健康で安心して暮らせるまち」で

したが、今回は「便利で快適に暮らせるまち」が第１位で、前回の回答率との差がめ

だちます。その他は、全体的に回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

13.6

9.8

4.1

29.8

28.9

4.1

4.8

12.5

8.1

5.5

32.6

28.5

6.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

美しい自然環境が豊かなまち

活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち

健康で安心して暮らせるまち

教育・文化水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

【問20】なってほしい音更町の姿（１番目に優先すべき）（前回との比較）

前回[419]

今回[344]

40.3

32.7

23.4

64.7

67.3

23.9

21.2

38.1

32.8

24.1

72.1

65.4

23.5

19.5

0% 20% 40% 60% 80%

美しい自然環境が豊かなまち

活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち

健康で安心して暮らせるまち

教育・文化水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

【問20】なってほしい音更町の姿（１番目～３番目の合計）（前回との

比較）

前回[419]

今回[344]



119

１２　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について（【問２１】【問２２】） 

【問２１】音更町では、今後のまちづくりに SDGs の視点を取り入れていきます。あなたは、ＳＤＧｓ（エスデ

ィージーズ）という言葉を知っていますか。（○は１つ） 

 

〇「だいたいの意味が分かる（41.6％）」が約４割を占め最も高く、「聞いたことはある

（36.0％）」が続きます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年齢別でみると、18～29 歳、40 歳代、50 歳代は「だいたいの意味が分かる」が半数

以上を占めます。70 歳代以上は「知らない」が約３分の１を占めます。 

 
 

＜前回との比較＞ 

 

〇全体的に、回答傾向に大きな差はみられません。 

 
 
 
 
 

 

聞いたことはある

36.0%

だいたいの意味が分かる

41.6%

知らない

18.9%

無回答

3.5%

【問21】ＳＤＧｓという言葉を知っているか[344]

34.6

36.0

41.3

41.6

17.2

18.9

6.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回[419]

今回[344]

【問21】ＳＤＧｓという言葉を知っているか（前回との比較）

聞いたことはある だいたいの意味が分かる 知らない 無回答
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36.0

33.9

40.2

37.5

50.0

37.5

27.3

37.5

35.4

40.4

40.0

35.6

45.5

21.4

44.3

35.5

20.0

42.9

36.0

36.1

44.7

100.0

35.3

37.5

25.5

33.3

37.0

41.2

20.0

34.0

43.3

41.6

44.9

39.2

50.0

44.1

53.6

50.9

43.1

24.0

36.5

44.4

41.4

39.4

57.1

45.9

37.9

60.0

57.1

34.7

42.8

38.3

52.9

40.6

51.0

46.7

63.0

29.4

80.0

38.0

32.8

18.9

16.5

18.0

12.5

5.9

7.1

20.0

15.3

34.4

21.2

11.1

19.7

15.2

10.7

6.6

24.1

20.0

22.7

18.9

14.9

11.8

15.6

23.5

16.7

23.5

22.0

22.4

3.5

4.7

2.6

1.8

1.8

4.2

6.3

1.9

4.4

3.3

10.7

3.3

2.5

6.7

2.2

2.1

6.3

3.3

5.9

6.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[344]

《性別》　男性[127]

女性[194]

《年齢》　18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

《居住歴》　ずっと音更[52]

転出後、再び音更[45]

音更町外から転入[239]

《居住年数》　5年未満[33]

5年以上10年未満[28]

10年以上20年未満[61]

20年以上[203]

《居住地》　農村部[31]

駒場地区[12]

音更市街[70]

木野市街[230]

宝来・ひびき野市街[57]

十勝川温泉市街[1]

《職業》　農林漁業[17]

製造業・建設業[32]

商･サービス･金融業など[51]

医療・福祉関係[30]

公務・団体等勤務[27]

その他の職業[51]

学生[5]

家事専業（主婦・主夫）[50]

無職（退職含む）[67]

【問21】ＳＤＧｓという言葉を知っているか（属性別）

聞いたことはある だいたいの意味が分かる 知らない 無回答
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【問２２】「SDGs の１７の目標」のうち、あなたが特に関心があることは何ですか。（○はいくつでも） 

 
〇「3 すべての人に健康と福祉を（58.4％）」が最も高く、「11 住み続けられるまちづ

くりを（43.9％）」、「1 貧困をなくそう（42.2％）」と続きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別でみると、男女とも「3 すべての人に健康と福祉を」が第１位ですが、女性の方

が回答率が高く、差がめだちます。 

●17 項目中 14 項目は女性の方が高く､中でも 8 や 16 などで特に差がめだちます。一方、

7 や 9 は男性の方が高く、差がめだちます。 

 
 
 

 

42.2

24.1

58.4

29.4

20.6

32.0

24.7

40.7

9.9

32.0

43.9

25.9

37.2

20.6

20.9

34.9

14.8

0% 20% 40% 60%

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべてに人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

【問22】特に関心があるＳＤＧｓの17の目標（あてはまるものすべて選択）[344]

35.4

18.1

53.5

26.0

15.0

26.0

31.5

33.1

16.5

29.1

37.8

22.0

37.8

18.9

18.9

27.6

12.6

45.9

27.8

61.3

34.5

24.2

34.0

20.6

45.9

5.7

33.0

47.4

28.9

36.6

21.6

22.2

39.7

16.0

0% 20% 40% 60% 80%

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべてに人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

【問22】特に関心があるＳＤＧｓの17の目標（あてはまるものすべて選択/性

別）

男性[127]

女性[194]
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25.0

16.7

58.3

25.0

33.3

33.3

8.3

54.2

12.5

29.2

66.7

16.7

20.8

20.8

20.8

33.3

4.2

44.1

32.4

47.1

32.4

29.4

41.2

23.5

52.9

20.6

29.4

61.8

23.5

41.2

26.5

23.5

26.5

20.6

33.9

16.1

48.2

42.9

17.9

23.2

19.6

33.9

1.8

23.2

39.3

23.2

32.1

17.9

19.6

30.4

7.1

49.1

29.1

65.5

29.1

27.3

34.5

32.7

40.0

16.4

29.1

36.4

32.7

41.8

16.4

16.4

29.1

20.0

47.2

29.2

62.5

26.4

19.4

31.9

29.2

41.7

9.7

45.8

43.1

20.8

33.3

25.0

23.6

47.2

12.5

42.7

21.9

61.5

26.0

12.5

31.3

24.0

34.4

7.3

31.3

40.6

31.3

42.7

18.8

21.9

36.5

15.6

0% 20% 40% 60% 80%

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に健康と福祉を

4 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー平等を実現しよう

6 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

8 働きがいも経済成長も

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべてに人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

【問22】特に関心があるＳＤＧｓの17の目標（あてはまるものすべて選択/年齢別）

18～29歳[24]

30歳代[34]

40歳代[56]

50歳代[55]

60歳代[72]

70歳代以上[96]

●年齢別でみると、18～29 歳と 30 歳代は「11 住み続けられるまちづくりを」、その他

の年齢は「3 すべての人に健康と福祉を」が第 1 位です。 

●「4 質の高い教育をみんなに」は 40 歳代、「8 働きがいも経済成長も」と「11 住み

続けられるまちづくりを」は 18～29 歳と 30 歳代、「10 人や国の不平等をなくそう」

と「16 平和と公正をすべての人に」は 60 歳代の回答率が高く、他との差がめだちま

す。 
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42.2

26.7

57.3

27.4

22.2

31.3

30.8

43.2

13.8

30.8

51.8

31.5

36.8

21.0

22.0

38.7

17.7

42.2

24.1

58.4

29.4

20.6

32.0

24.7

40.7

9.9

32.0

43.9

25.9

37.2

20.6

20.9

34.9

14.8

0% 20% 40% 60%

1　貧困をなくそう

2　飢餓をゼロに

3　すべての人に健康と福祉を

4　質の高い教育をみんなに

5　ジェンダー平等を実現しよう

6　安全な水とトイレを世界中に

7　エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

8　働きがいも経済成長も

9　産業と技術革新の基盤をつくろう

10　人や国の不平等をなくそう

11　住み続けられるまちづくりを

12　つくる責任つかう責任

13　気候変動に具体的な対策を

14　海の豊かさを守ろう

15　陸の豊かさも守ろう

16　平和と公正をすべての人に

17　パートナーシップで目標を達成しよう

【問22】特に関心があるＳＤＧｓの17の目標(あてはまるものすべて選択)(前回との比較)

前回[419]

今回[344]

＜前回との比較＞ 

 

〇前回と同じく「3 すべての人に健康と福祉を」が第１位、「11 住み続けられるまちづ

くりを」が第２位ですが、11 は前回よりも低く、差がめだちます。 
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１３　ご意見・アイデア（【問２３】） 

【問２３】今後のまちづくりに対し、①新たな取組、②重点的に行うべき取組、③アイデアやご提案、④その

他、がありましたら、ご記入ください。 

 

○８８人の回答者から意見を頂戴しました。複数の内容を記載されている回答者も多く、

【問１】の 46 項目の順番を基準に整理して示すと次のとおりです。 

 

［保健、医療、福祉］ 

子育て支援 

感染症への対策 

 子どもの医療費１２歳ぐらいまで無料にしてほしい。公園、室内での遊び場がなさすぎる。土曜日一時保

育利用できないので仕事ができない。でも住みやすいから音更にいたいです。
女性 30 歳代

 高校卒業までの医療費無償化。子育て世代への支援拡充（金銭またはお米など現物で）。 男性 40 歳代

 子どもを大切にしてほしい。虐待をなくしてください。テレビなどニュースを見てるとつらくなります。親に

も虐待を予防するなにか発信をしてください。原因は子どもではなく１００％親にあると思います。学校や

保育所では気づかれていない子どもがたくさんいると思います。子どもが話しやすい環境や、暴力がダ

メなことも理解できる講習などしてほしい。幼い頃から虐待を受けている子どもは暴力をふるわれてい

ることが普通だと思っていることがあると思います。

女性 18～29 歳

 子育て支援、結婚支援（カップリング含む）。現状、少子高齢化が進み、人口が減るばかりであり、「人口

が減る＝町の衰退」なので明石市のような取組みを期待しています。
男性 30 歳代

 人口を１人でも増やすには、子育て教育に力を入れてほしい（やっぱりお金ですが…）。そして、子どもを

育てるには音更が…とアピールする。
女性 70 歳代以上

 もう少し子育てしやすい環境にしてほしい。大きくて遊具が充実している公園、室内で遊んで過ごせる

施設等、子どもの遊び場や、０～１歳の一時保育や病児保育等もっと増えてほしい。ファミレス等もう少し

外食の場が増えてもいいかも。

女性 30 歳代

 子供が２人います。資格をとり、正職員になるため勉強をしています。扶養手当や児童手当が減ったり、

なくなってしまうとどうすることもできません。正職員になりたくとも子供が小さい為、中々働き場所がみ

つかりません。手当や補助によって助かっています。どうか子供に対する補助は続けてほしいです。（い

くら税がふえても還元されない未来がくるのがこわいです）税が増えても良いのです。でも子供が育て

られなくなります。毎日大変です。

女性 30 歳代

 住環境については、とても良い町だと感じております。今後、ますます音更町の発展を考える上では、子

育てのしやすい子育てを安心しておこなうことが出来る取組が、必要になってくると思います。現時点で

５人の子供を育てる我が家で感じていることを記入いたします。①重点的に行うべき取組。子育て支援

の一環として、予防接種（インフルエンザ、おたふくｅｔｃ）の助成金の増額、医療費の無償化、など健康に

関する支援の強化。②アイデアや提案。グリーンパークのような大きな遊具が公園にあると良い。③その

他意見。音更町で生活をする上で、子育てに関しての支援が少ないと感じております。子どもを育てる

上で、もちろんお金がかかってくるが、（自己責任といわれればそれまでだが・・・）町の将来の財産と考

えると、もっともっと手厚い支援を考えることが出来るのではないか。住環境がとても良いので、子育て

を強化することにより今後も人口は増えていくと思う。（具体的なことが書けず、すみません。）

男性 30 歳代

 中学生、高校生の医療費無料。 女性 40 歳代

 中学校までの医療費の無料化遅い！！ 女性 60 歳代

 音更市街に住んでいます６６歳の１人暮らしですが（子供は本州）車の運転はできません。今年２月に発

熱し（３９．６℃）コロナの抗原は（－）でしたが他に症状がなくコロナの感染を疑いましたが、診てくれる

病院にたどり着くまで大変な思いをしました。１）音更本町にあるクリニックはコロナ・インフル疑いのある

発熱は診れない。２）木野にあるワクチンを打ったクリニックは車の中での待機なので車のない人は診れ

ない。３）健康センターで徳洲会の発熱外来をおしえてくれたが自分で電話。４）タクシーに電話（乗せら

れない）。結局４０℃近い発熱の中で５ヶ所に電話、３重マスクでバスに乗って受診、コロナでもインフル

でもなく解熱剤をもらって帰ってきましたが…これは仕方のないことではありますが高齢者にやさしくな

い町だなあと感じてしまいました（日頃から色々なことをシュミレーションしていない自分が１番悪いので

女性 60 歳代



125

医療環境 

障がい者(児)の支援 

［生活環境や安全・安心］ 

町内会 

交通安全 

防災体制 

［環境保全］ 

ポイ捨て 

 すが）。こういう時はどこに相談したらよいのかホームページも見ましたが見つけることができませんでし

た。

 小児科が町内には１つしかない。いつもこんでいる。選択肢がふえた方がいい。 女性 30 歳代

 障害者は精神も有るが置いてけぼりに成ってる感がある。 - -

 障害をもった人が安心、安全に生活ができ、又、しっかりした雇用形態での就職が可能な町づくりを期

待してます。
女性 40 歳代

 町内会のあり方を検討して下さい。活動もなく、町からの交付金目当ての所もあると聞きます。 男性 60 歳代

 私達の地域にも、異職業の方で引っ越しされてきた方がいます。そのような方への町内会への加入など

が町から案内があるのか、町内会から声をかけてするのか…とても分からない所があります。地域の問

題なのか…役場の仕事なのか…。

女性

40 歳代

 広報誌の配布の仕方、町内会費の徴収方法を各班長に依頼していますが、高齢化が進み班長のなり手

が減少していくと思います。とても負担になっております。検討していく時期が来ていると思います。
男性

30 歳代

 いずれ町内会がなくなるところも出てくると思います、その対応を今考えた方が良い。 男性 70 歳代以上

 「音更晩成園障がい福祉サービス事業所すまいる」の前の道路が整備されて通りやすくなったのです

が、道の角度が少し変わってしまったせいなのか、以前より右左が分かりにくくなりました。歩道の草が

のびているせいもあると思います。せっかく道を良くして下さったのに、また以前のように事故が増えそ

うであの道を通りたくないです。先日は一時停止に気付かずに走り去った車もいました。（南から北に向

かう道は見通しが良くなったので）信号を設置するなどの対策を検討していただけると嬉しいです。

女性 70 歳代以上

 十勝大橋からの道の流れがかなり良くなり、渋滞が減ったのはとても良いと思います。今後は、それ以

降の帯広から音更（木野）間の流れがスムーズになるようにしてほしいです。休日もかなり交通量が多

く、平日の通勤ラッシュ時は本当にどうにかしてほしいです。時差式信号の導入があれば変わるところも

多いと思うので、検討してほしいです。

女性 30 歳代

 水害、地震時の対応の告知。住民にくり返し伝えつづける。 女性 60 歳代

 音更川の洪水対策に取り組んでいただきたいです。近年台風等の災害による洪水が全国ニュースにな

っています。過去に音更川も洪水しそうになり、大変危険な状況になったことと思います。いつか音更川

も洪水するのではないかと気が気ではありません。よろしくお願いします。

男性 18～29 歳

 災害についての備え（台風、川の氾濫など） 女性 50 歳代

 災害時の避難所にはＷｉ－Ｆｉの設置も必須と思います。今のご時世、インターネット環境が整備されてい

ないと非常に不便と考えます。
- -

 戦争が日本でも起こるかもしれないと言われている今の時代。すぐにでもみんなが逃げれる、避難でき

る防空壕を作るべきです。戦争が起きてからでは遅そいです。みんなが平和に日々を過ごせるよう、どう

か防空壕をお願い致します。

女性 18～29 歳

 安全で美味しい食べ物（なるべく無農薬・無添加）が食べれる。?自然環境の保護→除草剤反対！！ 女性 30 歳代

 家庭ごとでいいので、ボランティアゴミ袋を提供し環境整備につとめ、きれいな町づくりを進めてほしい。

町内会を通し、各家庭に届ける等のとりくみをしてほしい。
- -

 道路にゴミを捨てる人がいますが、道の駅も同じで、トイレにあたりまえの様に捨てています。町外の道 女性 60 歳代
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環境負荷の軽減 

ごみの収集・リサイクル 

ペットの飼育 

［教育・スポーツ・文化・国際交流など］ 

学校教育 

高校 

エアコン 

 の駅では入口からトイレにもペットボトル１本から１００円で回収すると表示しています。音更もその様に

表示したら良いです。

 町有地や空き地に太陽光パネルとかクリーンエネルギーを。 女性 70 歳代以上

 昨年新築を建て、太陽光もつけました。補助金手続きに行くと、建築前に申請に行かないともらえないシ

ステムだったと知りました。新築ですし、書類が揃えば補助金も受け取れるシステムにしてほしいです。

また、何度も音更町のＨＰも見ていますが、建築前から申請が必要ともっとわかりやすく書いてほしかっ

たです。あの細かい字でたくさん書かれている中に書かれていても読みにくい。もっと読む人、申請する

人、それを読んで利用する人の気持ちになってＨＰや広報を作って下さい。

女性 40 歳代

 花火はやめろ！！車は最低の距離の持続を！Ｃｏ２は少なめに！ 男性 60 歳代

 ゴミ等の件、資源やプラゴミ等処分は０円ではなく、お金がかかる事をもっと住民に知ってもらうべき。 女性 50 歳代

 ダストＢＯＸ（町内会等での設置されたもの）に貼り付けられる「出し方のルール」の表示物はあるのでし

ょうか。あれば、全部のダストＢＯＸに貼って欲しいです。
- 60 歳代

 ゴミステーションをやめてほしいです。我家の横にステーションがあり、いつもだらしない人の後始末で

嫌気がさします。
女性 50 歳代

 ペットを飼っている方のマナーの悪さに閉口してしまいます。町の税収アップのために新たにペット税を

導入してはいかがでしょう。飼主のモラル向上、マナー改善、町の税収入増と悪い事は何もありません。

良い事だらけです。斬新なアイデアや取組が必要と考えます。

- -

 英語教育に力を入れてほしい。子どもも大人も会話を学ぶ機会がなく、実用化できていない。せっかく

町に海外からの指導員を招いているのに他の町のように交流の場がない。あっても呼びかけの協力が

足りない。観光に力を入れていくのなら、ますます英語力が必要となってくる。今後考えてほしい。

女性 60 歳代

 子どもが高校生ですが入学の際、音更高校は遠く、通学や送迎に時間がかかるので、選択されない場

合があります。今後の少子化にも影響すると思う。今後、施設の建て替え等の際、場所の検討を行い、

無駄のない施設作りをお願いしたい。

男性 50 歳代

 音更高校の問口保持。 女性 40 歳代

 学校にエアコンを！学校のトイレをキレイにペンキを塗り替えるなど、子ども達が快適に利用できるよう

に。
女性 60 歳代

 小学校、中学校、高校のエアコン取りつけを希望します。また高校の給食をぜひご検討してもらえると嬉

しいです。子どもたちの教育にもっと力を入れてほしいです。形だけではなく、本当に大切な子どもたち

の命を守り育てることの重要な所にしっかり思いや予算が届きますように…

女性 40 歳代

 音小では教室にエアコンが無い事を知りました。この猛暑の中で 30 数名の児童が勉強しているのです

ネ。温度はどれだけになっているのでしょうか？先日北海道で小２の児童が熱中症で亡なられた事を知

り何とも言えぬ思いになり悲しさでいっぱいになりました。世界中が異常気象の為、尊い命が暑さの為に

失なわれるなんてあってはなりません。エアコンの設置をお願い致します。

女性 70 歳代以上

 保育所、学童、小中学校の教室にエアコンを設置すべきと考えます。全国、全道的にも熱中症による児

童の死亡も報告されていることから、特別予算や補正予算を組んで早急に対策を講じて下さい。
女性 40 歳代

 地球温暖化の影響か、近年北海道の夏も本州と同様にクーラーの設置が必要不可欠になったと思いま

す。クーラーの無い環境では身の危険を感じます（熱中症など）。学校は元より、町の施設（コミセンなど

も）全てにクーラー設置を急務と思います。災害時、避難所になっている所は早急な対策が必要ではな

いでしょうか。

- -
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スポーツ 

［都市環境や都市基盤の整備］ 

公園、緑地 

上下水道、ガス 

道路や歩道の除排雪 

道路の整備・管理 

 パークゴルフ場で使用料が必要なところが多いが、子ども達が使用料なしで自由に使える時間帯や使

いやすい形を考えてほしい。（クラブ活動などでも活用させてあげたい）。

女性 60 歳代

 パークゴルフ無料化 - 70 歳代以上

 十勝はスケート王国です。道の駅と防風林の間に５００ｍリンクを使って町内の大会を行うとか、シーズ

ン毎のイベントを企画するとおもしろいと思う。（出来ればオリンピアンの参加）長流枝にハブインターが

出来るが、昔は林道から十勝展望台の方に向けキャンプ場があった。ここを整備してスポーツ合宿が出

来るよう整備をして、ランニングしたり歩いて散策できるようなイベントの開催をする。

男性 70 歳代以上

 公園の整備・補修。 男性 30 歳代

 育児中の身なので、公園探しばかりしています。音更の道の駅も大好きなのですが、せっかく土地が広

い分、外にも遊具があったらいいと思います。音更町内で夢中になれる公園がなく、大きな公園を探し

て町外に出かけています。町内すべての公園を整備するのは大変かと思いますので、なつぞらがさらに

子供がずっと遊んでいられるようなところになると良いと思います。

女性 30 歳代

 北陽台東公園へ遊びに行くことが多いのですが、向かいの家の方なのか公園の駐車場と思われる場所

に自家用車を停めているのが気になります。一時的ならまだしも遊びに行く度停まっていて、３台分くら

い停めていて自分の家のもののように使用しています。公園はみんなの物ですし、近隣に住宅も増え、

私用で使うのはやめてほしいです。

女性 40 歳代

 木野の河川敷がとてもよい所なので、ぜひまた子どもたちが利用できるようにしてほしいと思います。天

然の芝は素晴らしい財産です。
女性 40 歳代

 北８線の緑地帯（緑陽台保育園近く）の松の木が高くなりすぎて冬期に日影になり、路面が凍るので危

険である。木を更新して植え替えを希望。
男性 50 歳代

 河川敷の近くに住んでますが、犬の放し飼い（散歩）をみかけるので、いっそのことドッグランをつくれ

ば、人も犬も快適にすごせるのではないか。
女性 30 歳代

 水道、下水道料金について。０．５ｔ、１．０ｔ、２ｔ…５ｔ…１０ｔ～という具合に小さくすべき。使った分は払うと

思う。
男性 60 歳代

 宝来地区を都市ガス化にしてほしい。帯広市からみたら、水道代、下水代が高い。不満。 男性 60 歳代

 除雪等、人がいなくて大変なのはわかるが、行政と民間と同等に言える様にしないとひどくなると思う。

大雪で仕事に行けない、車が出せないという事のない様お願いしたい。
女性 50 歳代

 除雪の仕方が、除雪車を運転する方によってかなり違うようです。去年同様、毎年ていねいに除雪して

もらえると助かります。
- 60 歳代

 冬の除雪をしてくれるのはいいが、家の前にかたい雪をおいていくのは…？こまるそうです。 男性 30 歳代

 除雪をもっときめ細やかにやってほしいです。 女性 70 歳代以上

 毎年除雪問題に悩まされています。除雪車の入り方が住宅により平等ではないと役場に連絡した事もあ

りますが、全く改善されず除雪後に除雪車によって家の前に雪が…がっかりします。まちづくりとはズレ

るのかもしれませんが、住みやすい音更に長い冬をストレスなく過ごせるには…。税金も納めてますの

で、町民平等でお願いしたいです。

女性 50 歳代

 音更町の道路の除雪は他市町に比べて非常に良い。業者や町職員が苦情を受けている場面を多々見

受ける。が、変な圧力や横槍にめげずにがんばってほしい。
男性 40 歳代

 帯広と比較して除雪が行き届いていると感じていますので、暮らしやすいと思います。住民が暮らしや

すければ、少しずつでも移住者が増えたりする可能性はあると思います。
女性 50 歳代

 歩道の整備・補修。 男性 30 歳代
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コミュニティバス 

まちの景観 

［産業の振興］ 

買い物環境、飲食店 

 ほかの地区にくらべ、道路の補修や橋の補強、整備がなされてない。 男性 60 歳代

 歩道のコンクリート化を進めてほしい。 - -

 木野大通の国道が二車線になったらいいのになと、走りやすいのになと思います（高齢者の運転が遅い

ので渋滞が…）。
女性 40 歳代

 音更町のサイクリングロード側面の草刈りをして欲しい。持ち家で、一生をここで終わりたいが、後期高

齢者で町道の草刈り、除雪を続けているが段々と体力に無理がかかってくる。
女性 70 歳代以上

 道路の歩道側に沢山の雑草が繁り、とても見苦しい。どうにかなりませんか？ 女性 70 歳代以上

 道の駅が出来てからポイ捨てゴミが増えて、少し道路が汚れている気がします。 女性 40 歳代

 道路・歩道などの整備→草だらけで走りにくい所が沢山あると思う。見えづらいため、事故なども多く起

こりそう。学生が通る通学路には街灯を作る必要があると思う。
女性 18～29 歳

 高速道路の４車線をすぐに国にやらせる。新幹線を誘致、駅を造ってそこから活性化を。 男性 50 歳代

 道の駅にコミュニティバスのバス停がほしいです。 女性 30 歳代

 コミュニティバスが道の駅まで行ってほしい。車がない人はいけません。特に老人はまだ行ったことがな

い人がいっぱいいます。うどんとかソバを食べに行きたいが車がないからな～と老人が言っています。
男性 30 歳代

 無電柱化をメインの道路すべてに行う。 男性 50 歳代

 景観も、保護していく事や地域で揃えたりするようなことも、ブランド化の１つではないでしょうか。 女性 50 歳代

 本町の方に商業施設を増やしてほしいです。 女性 30 歳代

 コストコ、アウトレットモールを誘致する。 男性 50 歳代

 コストコのような大型店舗を誘致してほしい。札幌まで行かなくてもよくなる。道東からたくさんの人が来

てくれそう。
女性 30 歳代

 駒場は高齢者も多いのに、お店がありません。よく出る意見かと思いますが、コンビニ等小さなお店が欲

しいです。音更高校生も寄れるでしょうし、再びご一考を。
- 60 歳代

 木野の国道沿い市街地、更なる発展機運に期待します。無印良品のように道東初が音更にあともう２、３

店来たらお面白くなりそうです。コーチャンフォー（十勝初）やロイヤルホスト、サイゼリア。
男性 40 歳代

 無印良品を誘致して下さってありがとうございました。今後も新しい企業が音更に来てくれたらうれしい

です。
女性 70 歳代以上

 もっと商業施設は増やしていいと思う。無印良品ができるのはすばらしいと思うし、もっとオシャレな場

所ができたらいいと思う。
男性 30 歳代

 音更は飲食店や遊ぶところが少ないので、ファミリーレストランやネットカフェなどを増やしていただける

と若い世代の子も帯広に流れていかないのではないでしょうか。
女性 70 歳代以上

 音更について、スーパーやドラッグストア、ホームセンター、駐車場の広さ、駐車場が無料、いい所はあり

ます。音更にかぎらず十勝全体の問題になりますが、藤丸がなくなり、服（ワンランク上）やおしゃれな店

が減ってます。若者が住みたいと思うでしょうか？お年寄りには住みやすいかもしれませんが、若者が

住みたいと思うような思い切った構想が必要なのかと思います。無印良品も音更にできるようですの

で、それもいい事だと思います。アウトレット（北広島くらい規模をイメージしてます）を高速道路と直結さ

せるとか、思い切って空港をつくる。帯広から音更（上士幌でもいいです）まで電車をはしらすなど、あり

えない事を考えてみないと若者がはなれてしまうと思います。大型ショッピングモールは高速と直結させ

る事で観光客も利用します。高速側と一般側の入口をつくります。

女性 40 歳代

 娯楽施設を増やしてほしい。温泉と岩盤浴などの健康施設を作ってほしい。 女性 30 歳代

 道の駅に中札＆芽室みたいに、もっと地場野菜を安くたくさん青空市場みたいに地元の人達も行って買

い物できるような…別に道の駅じゃなくていいけど。
女性 50 歳代

 下町の様な商店街地区を作る。 男性 30 歳代
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地元の商品 

商工業 

企業の誘致、雇用の確保 

労働環境、雇用環境 

観光 

 モール温泉の石けんを愛用しています。今は道の駅で買えますが、色々な所（スーパー、郵便局？）で買

えるようになるとうれしいです。
女性 40 歳代

 商工会をなくす。 男性 60 歳代

 企業誘致。 女性 40 歳代

 若者の働く場所、企業誘致。 女性 60 歳代

 働く場所、大きい工場が少ない。 女性 50 歳代

 大学や専門学校、企業（工場など…）誘致。 女性 70 歳代以上

 スーパー、病院などが充実している音更町はとても住みやすい町です。でももっと住人以外がたくさん

訪れる町になってほしい。音更町を何度でも行きたい町にしてほしいです。観光面では全く魅力を感じ

ません。それでは町も発展しないと思うのです。本州などの企業など誘致し町おこしをしてほしい。

女性 50 歳代

 習い事は十勝プラザ迄交通費往復がかかり、音更にダンスサークルなど余り募集がなく帯広へ。帯広市

民は、６５才以上はバス無料で沢山文化ホールプラザのサークルに出てくる。また、バスで帯広大型店ま

で仕事に行っているが、音更町内でもその様な店が有ると良い。

女性 70 歳代以上

 派遣社員から正規社員に増やしてほしい（結婚が出来ない）少子化につながる。 男性 70 歳代以上

 将来ともまちを維持するためには、雇用の場が必要不可欠である。ＩＣ工業団地がほぼうまった状態で、

次の工業系の土地利用の確保が必要と思うが進展していない。町の主体性、独自性を発揮すべきであ

るが、若干弱腰でないかと思う。音更の産業は農業が中心であることは言うまでもないが、地球規模で

の温暖化傾向などや、ロシアのウクライナ侵攻など何が起こるかわからない状態で、本町の農業が将来

とも安定したものであるかは予想できない。とはいっても、本町の発展は農業を中心とした産業構造で

いくのだろうと思う。

男性 70 歳代以上

 安価でも老人が働ける様にする。 - -

 産業振興を進めるうえで、町内にある企業や事業所がどういう経営状況なのか等、町の職員や議員など

が足を運んでヒアリング調査をして下さい。若者が町内にある企業等に就職できるよう、町をあげてイン

ターシップなどを考えて下さい。

女性 40 歳代

 町発注の公共調達、工事において建築保全業務単価や設計労務単価を基準とした賃金が労働者に支

払われているか調査していただき、公的就労において最賃近傍での労働者を出さないよう受注者に対

し強力に指導、管理すること。低賃金を行政が許すと、担い手が不足し町の防災、災害時に対応するこ

とができなくなり、町民の安心安全を担保することができなくなります。

女性 40 歳代

 観光は資源なので、知床のような自然破壊とならない様に工夫してほしい（Ｃｏ２を自然に持ち込まない

ように）。
男性 60 歳代

 コロナの中でホテルの自立が必要で過保護。 男性 70 歳代以上

 キャンプやつりなどの他ジャンルに対して音更をブランド化し、観光客増に繋げる（ファンを増やす）。 男性 40 歳代

 音更の新しい道の駅や、十勝川温泉がとても好きです。定期的に寄ったり宿泊したりしています。しか

し、十勝川温泉街が少し物足りない気がしています。もっと人が集まるような催しや宣伝をしてもいいの

かな、と思ったりします。とても良い環境なのにもったいないなと思います。お店や飲食店も増やしてい

いのではと思います。きっといろいろあって難しいのでしょうけれど…。この間、富士ホテルさんの求人ポ

スターがＳＮＳでバズっているのを見て、嬉しい気持ちになりました。もっと十勝以外の人に、音更の良さ

を知ってもらいたいです。

女性 18～29 歳

 観光名所がないので、観光できる企業を誘致出来たら。 男性 60 歳代

 自然や産業もありますが、滞在型の観光だと他の町に行ったり十勝川温泉に行ったりだと思うので、ビ

ジネスホテルや民泊でもう少し滞在者の観光があっても良いのではと思います。
女性 50 歳代

 多くの人が音更に来てみたくなる街づくり。観光では道の駅で多くの人が入っていますが、人が来るとす 男性 70 歳代以上
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道の駅 

イベント、公演 

［その他行政運営］ 

広報、情報提供 

協働 

庁舎、職員 

 べての産業で活気がでる。食、泊、動く、シーズンを通した道の駅スパと夏ぞらのふるさとのつながり、ハ

ナック、エコロジーパーク、ハナックのどこかにキャンピングカーで来た人への駐車場の整備、ここを拠点

に町内のあるいは十勝の観光ができるような考え方。おもしろいなと思うのは、十勝川スパと夏ぞらの

ふるさとを、空中ゴンドラで観光できると多くの人が来る（でも金がかかりすぎるからムリでしょう）。

 十勝川温泉に浴衣で外出できるような温泉街に戻ってほしい（阿寒や登別みたいな）。せっかくのモール

温泉なのに温泉街が貧相。
女性 50 歳代

 音更の魅力って何ですか？旅行好きの立場から見ると…疑問符ばかり…誰かが来た時、どこに連れて

行きますか？道の駅？十勝川温泉…他は？道内でも旭川周辺とか人口が増えているところ…移住する

人は何に魅力があるのかな…そのような情報収集って大事ですネ。

男性 60 歳代

 東京の息子、札幌の妹達が音更に来ると温泉が有りゆっくりくつろげる町と言われる。又、道の駅にてお

みやげを買って配って、音更の良さをアピールしてくれている。
女性 70 歳代以上

 道の駅の運営について、地域の物産が少なく、以前は毎週行っていたが、新しくなって１度だけ。地元が

利用できる工夫を。
男性 70 歳代以上

 道の駅をよく利用しています。水の遊び場で遊びますが、直射日光が当たり、ベンチも熱くなっていま

す。日よけのようなものがあると遊びに行きやすいです。
女性 40 歳代

 町民が楽しめるイベントが少なすぎます。他の町はワクワクマーケットとか色々やっていてうらやましいで

す。町民が楽しく暮らせる町にしてほしい。
男性 30 歳代

 エコロジーパークで音楽フェスを希望します。本町が淋しくなってきているので…出来るだけ利用してい

ますが…
女性 40 歳代

 昨年文化センターで声優さんの朗読劇があり観劇しました。個人的に声優がすごく好きなので、また同

じような演劇や公演があったら嬉しいです。
女性 18～29 歳

 広報おとふけは内容が充実してて良いと思います。 男性 40 歳代

 町民にわかるように、提案や方針等を知らせてほしいです。道路（除雪）、公園、学校等、町民が身近に

感じることを誠意を持って対応していただきたいです。
女性 60 歳代

 先日、役場の方の講演を聞きました。「ゼロカーボンシティ」について資料を基にわかりやすく説明して頂

きました。役場の方が直接説明して下さり、役場と町民とのパイプが太くなったと思います。「ゼロカーボ

ンシティ」受講後、エネルギー問題をよく一層関心を持って学び、実行しています。ありがとうございまし

た。役場の職員の仕事は大変な割に町民には伝わらないと思います。健康に留意し、これからもご活躍

下さい。

女性 70 歳代以上

 連携による取組がキーワードになると思います。より多くの意見、行動を形にするかが大事に思います。

現状の問題点を出し合う事も、アイデアを地域に落して拾い上げるとか？現場主義で意見を各産業事

に吸い上る事とか？知らない事が沢山ある中で、他人をだます商法も今後増してくるだろうからコミニ

ティを大切にしたい。

男性 70 歳代以上

 役場庁舎の絵柄を変えてほしい（モダンではない）。 男性 60 歳代

 町職員は、耳眼に頼らず目眼くらいはしてほしい。心眼は無理だと思う（そこまで頑張れる方いない）。 男性 60 歳代

 町職員、公的な仕事をする方は増やす事。 男性 50 歳代

 町に何か問い合わせても担当者が席を外しているとかで、後ほど連絡する…などの回答が多い。業務

が属人化されているのだと感じます。もっとチームで業務を進められないものなのかなと思います。地域

の公園の樹木、道路（歩道）の草を切ってほしいと町内会で意見をあげても、予算がないと一言で終わ

ってしまう。予算がない！？と言えば切り抜けられるのかと思っているのかなー。もっと町民の話に耳を

かたむけて、現場を見るなど足を使った仕事もしてもらいたい。予算がない、人がいなくてーというの

女性 50 歳代
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行政運営 

財政運営 

議会 

町民優待 

［その他］ 

 は、理由にはなりません。民間企業ではあり得ない言葉です。よい町にするなら、町長や幹部はまずは職

員を大事にしてほしいですね（夜中まで庁舎に電気がついていると聞いたことがあります）。職員もほぼ

町民でしょう。職員を大事にしない組織は、町民を見ていないのではと感じますね。今後のまちづくりに

期待しています。

 音更に引っ越す前から両親が住んでいましたので、役場や福祉の事で何度も相談したり手続きなどで

お世話になりました。その時は、どなたもいつもわかりやすく、丁寧に対応して下さいました。これからも

そのような町であり、そのような方々がいてくれる事を願います。

女性 50 歳代

 町民に還元できる事業をしてほしい。 女性 60 歳代

 どこの地方自治体も同じですが、実行性のある取組を行っておらず、かつ効果を実感できるものが少な

過ぎます。どうしても、町民や市民の（企業や産業の）実態と乖離した取組が、計画段階で発生している

ように思えます。ＣＡＰＤの徹底が必要と思います。Ｃ１：現状把握、Ａ１：分析、Ｐ１：計画、Ｄ１：実行、Ｃ２：

効果の確認、Ｃ２：効果の分析評価、Ｐ２：計画の修正、Ｄ２：修正案の実行…。：Ｃ２…Ｃ３…Ｃ４と、継続

的に行う事が大切。当たり前の事ですが、これがしっかり出来てますか？

男性 60 歳代

 人口が減少する事は働ける人が減る事です。先送りせず今から町民に行政の問題点を広く知らせ意見

を聞くべきかと。
男性 70 歳代以上

 成功している町のできる事はまねをする。 女性 60 歳代

 予算をかけずにできることがあるような気がするので、小さなことでも少しずつ取組んで持続させてほし

いと思っています。
女性 50 歳代

 ふるさと納税。音更の返礼品が何なのか知りませんが、都会のデパート、スーパーでも買える物でしたら

飽きられてしまいます。地方税の取り合いです。今までは黒字でしたでしょうが、いつ赤字になるかわか

りません。

男性 70 歳代以上

 人口がなだらかに減少していく事を前提に町財政にゆとりがあるとは思いません。当然の事ながら取捨

選択を徹底し、公的な事と私的な事を分ける。私的と思われる文化芸術、スポーツ、趣味等には個人負

担で運営してもらうべきでは。もちろん教育機関は別ですが。

男性 70 歳代以上

 議会は必要か？半分は意味がない。出張はやめる。必要があって、町のためになる出張のみにする。 男性 60 歳代

 ４万人の町で町会議員数２０名以上は多すぎるので…。 男性 70 歳代以上

 前回の帯広市議選では９人落選に対し、音更町議員は１人のみ。この事実からしても町政に対する無関

心ぶりがわかろうというもの…？立候補者の実務は結局本人が発しているＳＮＳなどを見るしかなく、け

っこうアブナイ人も入っていたりして…。ちょっとビックリしました。

男性 60 歳代

 温泉施設の町民割引を幕別町のように導入してほしいです。 男性 40 歳代

 音更町民になるとこんな良い特権があります。例えば十勝川温泉の日帰り入浴が半額になるとか？現

状は温泉一泊したら千円の助成、これでは魅力がない感じがします。
男性 50 歳代

 産地の物が高いイメージがあり、音更で生産されている物が町民に安価で提供されれば自慢もできる。 男性 60 歳代

 元町の存在を知らない町民が多くいるので、木野から元町までの「この先には何もない」と思われてしま

う空間をどうにか開発していただきたいです。
女性 70 歳代以上

 若者の人材育成だけでなく、高齢者の人材育成も必要。（元気な高齢者の自主的なボランティアの活用

で高齢化の健康延長）。
女性 70 歳代以上

 草ぼうぼうの歩道、ガタガタの道路、バスの通れない場所に住んでいると将来不安になります。タクシー

を使う方法もあるが…そう考えるとスモールシティの考えもありかなと…。
男性 60 歳代

 国道沿いの広大な空地や旧道の駅の有効活用に期待しています。 女性 50 歳代

 赤ちゃん～高齢者までの集まれる場所があったりすると、双方にとってメリットがたくさんあると思うので

そういうサービス施設あると良いなと思います。
女性 30 歳代
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アンケート 

 若者の意見を取り入れて（学生、独身、子育て世代、町外で活躍中の出身者など）。わざわざ遠くから足

を運んでも来たくなるような、遊べる場所づくり。天気に左右されず夏も冬も遊べる場所。他にはないよ

うな画期的な場所。音更ならコレと自慢できる商品、名所をどんどん作る。

女性 60 歳代

 長年音更町に住んでいますが、より人が集い商工業が進出してくるには「音更市」にすべきです。町と市

では全然受け取り方が違います。大多数の方々はその事に気づきません。音更町より人口の少ない

「市」は沢山あるのも知っているでしょう。でも音更町より認識される度合は高いです。人口を増やす方

法は色々様々あるでしょうが、近隣の町村に声をかける方法もあります。今後増々減少していく町より

も、自然豊かで広域で広く、堂々としている音更市の創造に期待します。

女性 70 歳代以上

 選挙時の事ですが、立候補者全員が載った広報紙（公約）が期日前投票日までに届くことありません。

選挙当日に届く事もあります。
女性 70 歳代以上

 国保の未収は、皆保険の概念からすると支払わない方は（理由が必要）使えなくすべき。 男性 60 歳代

 もっと町に人が来やすいように、家賃の一部補助の制度がほしい。 男性 30 歳代

 ＳＤＧｓはやめた方が良い。 男性 50 歳代

 物価上昇への対応を全町民に行う事（１０万円給付、電気代、水道代の減免はすぐにできます）。 男性 50 歳代

 水道料金の基本料金免除はすばらしかったです。 男性 40 歳代

 消費税の増税反対です。防衛費の倍増反対、平和とくらしに予算を。 男性 70 歳代以上

 町に予算を落とすよう町議→道議→国政に言いに行く。 男性 50 歳代

 福祉が充実していて若い世代が多く住み、高齢者や子供にやさしい町、そして町内会など地域活動に活

気がある町が理想です。そうなれば犯罪も減り、誰もが安心して住み続けたいと思う町になると期待し

ています。音更は私にとって住みやすく大好きな町です。今の時代、災害も多く高齢化が進むばかりで

本当に大変と思いますが、よろしくお願い申し上げます。

女性 70 歳代以上

 ＩＩＨＯＥ（人と組織と地球のための国際研究所）の川北秀人氏を呼んで、継続して行政・町民・企業など

町政に関わるあらゆる人（特にキーパーソン）の学びを高めて「協働」してこれからの音更町を作っていく

動きやシステムを作ることを望みます。小規模多機能ネットワークや小規模多機能自治がこれからの地

方自治を支えていくと思います。全国で多くの自治体が取り組んでいます。北海道でも。調べてみて下

さい。住民主体、当事者主体で行政や町民が協働して町作りをしていく、し続けることを定着することが

大切だと考えています。どうぞ大きな流れを作ってください。町全体として。音更町、行政も民間も町民

もボランティア活動もいろいろな動き、施設が整って素晴らしいと思いますが、それぞれがバラバラに頑

張っているように思えます。

女性 60 歳代

 「平等」「不平等」の単語が問２２にあるが、最近、「平等」の意味を履き違えている人の声が大きいように

感じる。「平」の漢字の意味の通り、特定の指向の人たちをフラットに見ることであり、優遇措置や特権を

与えることではない。しかし、トレンドとしてフラットな扱いをしているのに差別と捉えられそうな風潮が気

になる。（自治体としては繊細に扱わなければいけないと思い、苦労察します）。

男性 40 歳代

 音更に引っ越して２年が経ちました。今まで帯広に住んでいたので帯広の生活に慣れていたため（26 年

ほど）音更は色々と充実した町と聞いていますが、まだ実感していない状態です。これから、ゆっくりと音

更町民になっていこうと思います。引っ越して間もない頃から町内ですれ違う小学生や中学生が挨拶を

してくれるのにはびっくりしました。とても良い事だと思いました。

女性 50 歳代

 音更は買い物も便利だし野菜などＰＲできるおいしいものも多いし、活気があって住みやすいまちだと

思います。便利でありつつも、住宅街は静かで、近くに豊かな自然もあって好きです。物価の高騰への

対策・支援が今一番求められている事だと思います。よろしくお願いします。お買い物券などの買える時

間がある一部の人間だけでなく、そういった情報を得られない方、運転する車もない方、子育てで列に

並べない方等への平等な支援を望みます。

女性 30 歳代

 将来に向けての現状維持が適当かと思います。とりわけ時代に合ったまちづくりで良いのでは。音更町

には５０年以上暮してますが、当時と比べれば十分発展したと思っています。これ以上は若い人材の育

成が必要と思っています。

男性 60 歳代

 帯広から音更に引越してきましたが、全てにおいてとても住みやすさを感じています（近くなのでそんな

に変わらないと思っていましたが全然音更が良いです）。音更がどんどん都会化することを望んではい

ませんが病院、お店などもっと充実してもらえたら（本町のあたりで）更にいいなと思います（帯広にいか

なくてもすむ位）。十勝で音更が１番素敵な町ということをたくさんたくさんアピールしていけます様に。

女性 40 歳代

 このアンケートの集計方式について、回答者に○を付けさせ、人が目で見て手動で集計するのは不便で

は？マークシート方式等で機械が自動的に集計する方式だと意見をまとめる人の負担が減ると思う。
男性 40 歳代
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 （その回答方式は分からないと言い張る人が出そうだが、そこは「教育・文化水準の高いまち（の住民）」

で克服されたい）。

 数年前にも同じようなアンケートに回答しました。広く意見を聞くという意味でも同じ人がたびたびアン

ケートに答えるというのはもったいないと思いますよ。
女性 40 歳代

 アンケート回答欄に「わからない」があっても良いのでは。 女性 70 歳代以上

 質問が多すぎる、途中でいやになって来る。もっと的を絞った数にするべきだ。 男性 60 歳代

 町民アンケートにより声を聞いてもらえる事は良い事だと思います。一町民の声で何かが変わるのかは

疑問ですが、大事な事ですね。
女性 50 歳代

 問１で、知らない制度もあると思うので、この機会に一緒に羅列してくれると、ここで知る事ができるので

今後使いやすくなると思いました（同じページでなくても、最後でも良いのですが）。どうしても忙しいと、

必要なければわざわざＨＰ見てみようと思わないので。あと、町民が知る事で、他の市町に住んでいる人

に伝える事もできる→広く知られるきっかけになる。アンケート自体、忙しい人は書かないとは思います

が、私のように町に期待している人は〝アンケートだけは書こう″と思う方もいると思いますので…。音

更町は〝住みやすいまちだ″という認識を持っている方もいますが、今はかなり昔に言われていたな。

という位で、あまり〝ここが良い″という事を最近は聞きません。もしかしたらそれは、町の取り組みを

町民自体が把握してない事もあるかもしれないので、すこしそういったことを意識してみるのも良いかな

と思いました。私は今小さな子がいる親ですが、個人的には静かで買い物もしやすく、住みやすいまちだ

と感じています。十勝の中では新しいことをやってくれる町ではないのかな？と思っていますので、今後

も素敵なまちづくりをしてくれると期待しています。

女性 40 歳代
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Ⅳ　調査票 

まちづくり町民アンケート  

町民の皆さまには、日ごろから町政に対するご理解とご協力をいただき、心か

ら感謝申し上げます。 

現在、音更町では総合計画（※）に基づいてまちづくりを進めております。そ

の推進状況を評価するため、広く町民の皆さまからご意見をいただきたく、「まち

づくり町民アンケート」を送付させていただきました。 

アンケートの対象者は、音更町にお住まいの１８歳以上の町民の中から、無作

為に１,0００人を選ばせていただきました。 

このアンケートは、町民の皆さまと行政が一体となってまちづくりに取り組ん

でいくため、皆さまから、まちづくりに対する将来の方向性や考え方を伺う大変

重要な機会です。 

時節柄お忙しいところ誠に恐れ入りますが、ご協力を賜わりますようお願い申

し上げます。 

令和５年８月 

音更町長　　小 野　信 次 

※総合計画は、まちづくり全般にかかわる町の最上位計画です。この中で、まちの将来像を掲

げ、産業の振興や環境、教育、福祉など、まちづくりの全分野にわたって取り組む内容をま

とめています。今年度は 2021 年～2030 年を計画期間とした「第 6 期音更町総合計画」の 3

年目です。なお、「第 6 期音更町総合計画」は、音更町ホームページでご覧いただけます。 

 

 

＜このアンケート・回答について＞  

 

 
◆ 「名前」は不要です  

回答はすべて統計的に処理します。個 人 が 特 定 さ れ る こ と は あ り ま せ ん 。
 ◆ ご自身が回答できないとき  

封筒の宛名の方がアンケートの対象ですが、その方が回答できない場合は、ご家族の方

（１８歳以上の方）などがお聞き取りいただき、回答してください。

 
◆ ８月３１日（木）までにご回答ください  

 回答後は、同封の「返信用封筒」に入れて、郵送してください。切 手 は 不 要 で す 。
 ◆ お問合せ先  

音更町 企画財政部企画課企画調整係　TEL (0155)42-2111 (内線 212･213)

こ
こ
に
合
わ
せ
て
折
る
と
、
３
つ
折
に
な
り
ま
す

第６期音更町総合計画 検索

まちづくりはＳＤＧｓのすべてのゴールとつながっています。
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【問１】音更町での暮らしについてお尋ねします。 

（１）次の各分野について、「①現在の満足度」と「②今後の重要度」を、選択肢（Ａ～Ｅ）から選

んでください。（○はそれぞれ１つ） 

《記入例》 

保健・医療・福祉について 

生活環境や安全・安心について 

環境保全について 

教育・スポーツ・文化・国際交流などについて 

 暮らしの満足度・重要度

  

項　　目
 

①現在の満足度 ②今後の重要度
 Ａ 

満
足

Ｂ 

や
や
満
足

Ｃ 

普
通

Ｄ 

や
や
不
満

Ｅ 
不
満

Ａ 

重
要
で
あ
る

Ｂ 

や
や
重
要
で
あ
る

Ｃ 

普
通

Ｄ 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

Ｅ 

重
要
で
は
な
い

 1.子育ての環境や支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 1. 子育ての環境や支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 2. 健康づくりや病気の予防、健診・検診 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 3. 新たな感染症への対策や情報発信 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 4. 病院・診療所などの医療環境 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 5. 高齢者の介護予防・自立支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 6. 障がい者（児）の生活支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 7. 男女が等しく社会参加できる環境づくり Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 8. 町民ボランティア活動の育成・支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 9. 消費生活に関する情報提供や相談体制 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 10. 町内会活動などのコミュニティ活動 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 11. 交通安全への取組 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 12. 地域での防犯対策 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 13. 消防・救急体制 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 14. 自然災害などに対する防災体制 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 15. 自然環境の保全 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 16. 騒音・振動・悪臭などの公害防止 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 17. ごみの収集・リサイクル Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 18. 生涯学習の情報や機会の提供 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 19. 小・中学校の教育環境 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 20. 障がいのある児童などの教育環境 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 21. 芸術文化活動の促進 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 22. 芸術文化施設の充実 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 23. 文化財や史跡の伝承保存 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 24. スポーツ活動の推進 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 25. スポーツ施設の充実 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 26. 青少年の健全育成 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 27. ふるさと教育の推進 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

「①満足度」「②重要度」の 

それぞれに、○を１つ
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都市環境や都市基盤の整備について 

産業の振興について 

その他行政運営について 

 

（２）上の１～46のうち、今後のまちづくりに特に重要だと思うものを、優先順位の高いものか

ら順に５つまで番号をお書きください。（　　に「1～46」の番号を記入） 

（３）また、(２)で選んだ分野（番号）について、特に実施すべきと思われることがあれば、具体

的にお書きください。（　　　に記入） 
 

１番目に重要 →　　　　　→ 

２番目に重要 →　→　　　→ 

３番目に重要 →　→　　　→ 

４番目に重要 →　→　　　→ 

５番目に重要 →　→　　　→ 

  

項　　目

 ①現在の満足度 ②今後の重要度
 Ａ 

満
足

Ｂ 

や
や
満
足

Ｃ 

普
通

Ｄ 

や
や
不
満

Ｅ 

不
満

Ａ 

重
要
で
あ
る

Ｂ 

や
や
重
要
で
あ
る

Ｃ 
普
通

Ｄ 
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

Ｅ 

重
要
で
は
な
い

 28. 公園や緑地の整備・管理 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 29. 空き家の整理・有効活用 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 30. 上下水道の整備 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 31. 道路や歩道の除排雪 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 32. 道路の整備・管理 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 33. 路線バスの利用のしやすさ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 34．コミュニティバスの利用のしやすさ A B C D E A B C D E
 35. まちの景観 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 36. 日常の買い物環境 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 37. 中心市街地のにぎわいづくり Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 38. 農業の振興 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 39. 地産地消・食育の取組 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 40. 企業誘致や企業活動の支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 41. 観光地としての魅力づくり Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 42. 働く場の確保 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 43. 広報紙やホームページなどの情報提供 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 44. 町民と行政の協働によるまちづくり体制 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 45. 窓口での対応や窓口サービスの提供 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 46. 効率的・効果的な行政運営 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

番号（1～46） 左の番号に関する、具体的な内容
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【問２】総合的にみて、現在の音更町の住み良さはいかがですか。（○は１つ） 

 

【問３】これからも音更町に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

【問４】問３で「３」～「５」と答えた方にお尋ねします。 

町外に移りたい理由は主にどのような内容ですか。（○は３つまで） 

 

 まちの全体的な評価

 
1. 今の場所に住み続けたい 

2. 町内の別の場所に移りたい 

3. 近くの市や町村に移りたい　⇒　[例えば：　　　　　　　　　　　] 

4. 道内のどこかへ移りたい　　⇒　[例えば：　　　　　　　　　　　] 

5. 道外に移りたい　　　　　　⇒　[例えば：　　　　　　　　　　　]

 

1. 自分にあう仕事（職場）がないから（自分の力を発揮できる仕事をしたいから） 

2. 商売や事業経営に不利だから。生計を保つ収入が得られないから 

3. 勤務地や通学地が遠いから 

4. 交通が不便だから 

5. 自然条件が厳しいから（冬の寒さ、雪など） 

6. 災害や交通事故、犯罪などが不安だから 

7. 騒音・振動・悪臭などの公害が多いから 

8. 住宅環境が悪いから 

9. 土地代・家賃が高いから 

10. 医療や福祉面が不安だから 

11. 進学や子育て環境など、子どもの教育上の問題から 

12. 人間関係や近所づきあいがうまくいかないから（今後不安だから） 

13. 買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから 

14. 余暇や生きがいを楽しむ場や機会が少ないから 

15. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
1. 住み良い 

2. どちらかといえば住み良い 

3. どちらともいえない 

4. どちらかといえば住みにくい 

5. 住みにくい

【問 5】へ

【問４】へ
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【問５】音更町の産業を振興するために、どの分野に力を注ぐべきだと思いますか。 

（○は 3 つまで） 

 

【問６】音更町のまちづくり（行政活動）や町民参加に関する以下の７つの項目について、

あなたはどのようにお考えですか。選択肢（Ａ～Ｄ）から選んでください。 

（○はそれぞれ１つ） 

 産業振興について

 

1. 農業の振興  

2. 商業の振興  

3. 既存の製造業や建設業の振興 

4. 工場や事業所などの企業誘致 

5. 観光・交流関連産業の振興 

6. 地域物産や特産品などの開発・振興 

7. 地域特産品や観光名所などの PR、ブランド化  

8. 地域内産業連携による６次産業化※の推進 

9. 起業の支援  

10. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 まちづくりへの町民参加について

 

項　　目

Ａ 

そ
う
思
う

Ｂ 

や
や
思
う

Ｃ 

あ
ま
り
思
わ
な
い

Ｄ 

そ
う
思
わ
な
い

 
１）音更町のまちづくりに関心がある Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 
２）音更町のまちづくりには町民の意向が反映されている Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 ３）音更町のまちづくりは、町民の意見を聞く機会が充実し
ている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 ４）音更町のまちづくりは、町民に対する情報提供が十分に
行われている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 ５）「町政声のポスト」やパブリックコメント（意見募集）など
の機会を利用し､音更町のまちづくりに意見を述べたい

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 ６）審議会や各種会議など、音更町のまちづくりに意見を提
言する機会に参加したい

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 ７）町民と行政が協働して取り組むまちづくりの機会（問 8
の「まちづくり活動」など）があれば、参加したい

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

※６次産業化とは、１次産業（農

林漁業）と２次産業（製造業）

と３次産業（小売業等）を総合

的・一体的に推進することで、

地域の豊かな資源をいかして

新たな付加価値を生み出す

取組のことです。
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【問７】あなたは普段、問８にあるような「まちづくり活動」に参加していますか。 

 

【問８】問７で「１．参加している」と答えた方にお尋ねします。どのような活動に参加し

ていますか。「①」の欄に〇をつけてください。（○はいくつでも） 

 

【問９】全員､お答えください。今後、参加したいまちづくり活動はありますか。「②」

の欄に○をつけてください。（○はいくつでも） 

 まちづくりへの関心や参加について

 
1．参加している　　　2．参加していない　⇒　【問９】へ

 

まちづくり活動 

※1～14 に該当するものがない場合は「15．その他」の（　　　　）に記載してください。

①
参
加
し
て
い
る

②
今
後
、
参
加
し
た
い

 
1. 美しいまちをつくるための花などを植える活動や清掃活動

 
2. 地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

 
3. 資源のムダづかいをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

 
4. 高齢者や困っている人たちの見守り・声かけ、支え合いなど地域福祉活動

 
5. 小さい子どもや子育て中の人を応援する子育て支援活動

 
6. 郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

 
7. 子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた児童・青少年の育成活動

 
8. スポーツ・保健事業への参加・協力などスポーツ・健康づくり活動

 
9. 安全な暮らしを守る交通安全・防災・防犯活動

 
10. 祭りやイベント行事の運営協力などイベント活動

 
11. ホームステイの受け入れや交流事業の支援など国内外との交流活動

 
12. まちの案内やＰＲをするなど観光案内活動

 
13. 特産品の開発・ＰＲや観光スポットづくりなどまちの魅力を高める活動

 
14. まちづくりの企画・研究やリーダーなどまちづくりの推進活動

 
15. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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【問 10】問７で「2．参加していない」と答えた方にお尋ねします。 

参加していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

【問 11】まちづくり（町政）や地域に関する情報を伝える方法として、何を充実（重視）

すべきだと思いますか。（○は２つまで） 

 

【問 12】音更町では、毎月１回発行の「広報おとふけ」と、町のホームページで、町の情

報をお伝えしています。これらをご覧になる頻度（ひんど）などについて、当て

はまる番号を選んでください。（○はそれぞれ１つ） 

 1．興味のある活動や行事がないから 

2．人との関係をあまり持ちたくないから  

3．情報が入らないから 

4．仕事や家事で忙しいから  

5．家族の介護をしているから 

6．健康に自信がないから 

7．高齢だから  

8．知らない人ばかりで抵抗があるから 

9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 広報、情報提供について

 1. 町の広報紙  

2. 町のホームページ  

3. 町内会を通じた回覧など  

4. 新聞記事など 

5. メールの配信 

6. ＳＮＳ（フェイスブック、ＬＩＮＥ、ツイッター、インスタグラムなど） 

7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１）「広報おとふけ｣ 

を見る 

頻度（ペース）
ひ ん ど

1. 毎月読んでいる 

2. 必要・関心のある時だけ読んでいる 

3. まったく読まない  

4. 届かない、入手できない
 

２）音更町のホーム 

ページの見方、 

頻度(ペース）、 
ひ ん ど

方法

見方

1. 定期的に見る　　　　　2. 必要なときに見る 

3. (見ることはできるが）見ない 

4. (見たいと思うが）見ることができない
 

頻度
ひ ん ど 1. 週に２回以上　　　　　2. 週に１回ぐらい 

3. 月に１～２回ぐらい　　4. 年に数回
 

方法
1. パソコン　　　　　　　2. スマートフォン 

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

⇒【問 13】へ
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【問13】音更町では、2022年6月に防災ガイドブックとともに「洪水ハザードマップ※」

を全戸配布していますが、見たことがありますか。（○は１つ） 

※音更川と十勝川に、1,000年に1回程度起こる大雨（想定最大規模）により、氾
濫した場合の浸水深を示したものです。町のホームページからも見ることがで
きます。（「音更町洪水ハザードマップ」で検索） 

 

【問1４】音更町の行政改革を進める上で、重点を置くべき項目はどれですか。 

（○は３つまで） 

【問 1５】将来にわたり持続可能なまちづくり（行政運営）を進めるために、大胆な見直し

も必要です。音更町の今の制度や施設、事業など、今後、なくしたり、廃止して

もいいと思うものがあれば、理由も含めて具体的にご記入ください。 

 ハザードマップについて

 
1．見たことがある   2．見たことがない

 行政改革について

 
1. 町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり 

2. 職員の意識改革、能力向上などの人材育成 

3. 職員数の削減、人件費の抑制 

4. 町民参画による事業の検討、実施 

5. 行政評価の推進 

6. 補助金などの整理、合理化 

7. 使用料、手数料などの利用者の費用負担（受益者負担）の適正化  

8. 事務や公共施設の管理運営などの民間委託 

9. 町有地や公共施設の整理、合理化、有効活用  

10. 窓口サービスの向上（申請、届出などの簡素化） 

11. 情報公開の推進  

12. 近隣市町村との連携の強化と効果的・効率的な広域連携事務の推進  

13. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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【問 1６】音更町の社会全体を見たとき、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

あなたのお考えに最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 

【問1７】あなたの生活で、仕事、家庭（家事・育児）、プライベートな時間（趣味など）

の優先度をお教えください。最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 

【問 1８】DV（ドメスティック・バイオレンス）について伺います。あなたは、これま

でに恋人やパートナーシップ（事実婚や別居中の配偶者、元配偶者を含む）か

ら、次のようなことを「①されたこと」や「②したこと」がありますか。それ

ぞれあてはまるもの（ある・ない）に○をつけてください。 

 

【問 1９】音更町では、今後、共生社会※の実現に向けたまちづくりに取り組んでいきま

す。あなたは、共生社会という言葉を知っていますか。（○は 1 つ） 

 
 

 

 男女共同参画社会について

 
1．男性が優遇されている 

2．どちらかと言えば、男性が優遇されている 

3．平等 

4．どちらかと言えば、女性が優遇されている 

5．女性が優遇されている 

6．分からない

 
1．仕事を優先している 

2．家庭を優先している 

3．プライベートな時間を優先している 

4．仕事と家庭を同程度に優先している 

5．仕事とプライベートな時間を同程度に優先している  

6．家庭とプライベートな時間を同程度に優先している  

7．3つ（仕事・家庭・プライベートな時間）とも同程度である

 
（1）身体的な暴力　　　①されたこと　　　　　　　　　②したこと 

1.ある　　2.ない　　　　　　　1.ある　　2.ない 
 

（2）精神的な暴力　　　①されたこと　　　　　　　　　②したこと 

1.ある　　2.ない　　　　　　　1.ある　　2.ない

 
1．聞いたことがある　　　2．だいたいの意味が分かる　　　3．知らない

※共生社会とは、「障がい、性別、年齢、民族、国籍など、また、価値観や考え方などの違いに関わらず、すべての

人がお互いの人権や尊厳を大切にし、支え合い、誰もが生きいきとした人生を送ることができる社会」です。
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まちの将来像 

【問20】これからの音更町はどのような姿になってほしいですか。あなたのお考えに近い

ものから３つまで選んで、右の□のなかに番号を書いてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について

 

ＳＤＧｓとは、持続可能な開発目標の英語表記の略語です。 

持続可能＝Ｓustainable、開発＝Ｄevelopment、目標＝Ｇoals の頭文字と

最後のｓです。 

世界の「貧困や不平等・格差、気候変動などのさまざまな問題を根本的に解決す

ることを目指す」世界共通の 17 の目標として、2015 年 9 月、国連総会で世界中の

国々によって決められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この決定により、2016 年から 2030 年まで、世界中の国々は、「貧困を終わら

せ、すべての人が平等な機会を与えられ、地球環境を壊さずに、より良い生活を送

ることができる世界」を目指して、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいくことになりま

した。 

（参考）私たちが目指す世界　子どものための「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」～2030 年までの 17 の目標～

１番目に優先すべき  1. 美しい自然環境が豊かなまち 

2. 活力ある産業のまち 

3. 多くの人が訪れる観光・交流のまち 

4. 便利で快適に暮らせるまち 

5. 健康で安心して暮らせるまち 

6. 教育・文化水準の高いまち 

7. 町民同士がふれあい豊かに暮らせるまち

２番目に優先すべき  

３番目に優先すべき 

1～7 の番号を書いてください。 

１つしかない場合は１番目だけ、２つま

でしかない場合は２番目まででかまいま
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【問21】音更町では、今後のまちづくりにSDGsの視点を取り入れていきます。あなたは、 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）という言葉を知っていますか。（○は１つ） 

 

【問22】「SDGsの１７の目標」のうち、あなたが特に関心があることは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 
1．聞いたことはある　　2．だいたいの意味が分かる　　3．知らない

 
1．目標 1　貧困をなくそう  

2．目標 2　飢餓をゼロに 

3．目標 3　すべての人に健康と福祉を 

4．目標 4　質の高い教育をみんなに 

5．目標 5　ジェンダー平等を実現しよう（ジェンダー（人間社会で生み出さ

れてきた性別による役割意識）による差別を撤廃する。） 

6．目標 6　安全な水とトイレを世界中に  

7．目標 7　エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 

8．目標 8　働きがいも経済成長も（すべての人が人間らしい仕事につき、働

く人の生活が安定し、経済的に豊かな生活が送れるようにする。） 

9．目標 9　産業と技術革新の基盤をつくろう  

10．目標 10　人や国の不平等をなくそう 

11．目標 11　住み続けられるまちづくりを（すべての人が適切・安全・安価な

住宅で、生活の基本的なサービスが利用できるようにする。） 

12．目標 12　つくる責任つかう責任（生産者も､消費者も､天然資源の持続可能な

管理や利用と、廃棄物の大幅な削減に責任を持って取り組む。） 

13．目標 13　気候変動に具体的な対策を 

14．目標 14　海の豊かさを守ろう 

15．目標 15　陸の豊かさも守ろう 

16．目標 16　平和と公正をすべての人に 

17．目標 17　パートナーシップで目標を達成しよう（政府も、民間も、住民

も、すべてが世界的な協働で SDGs の達成に取り組む。）
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【問 23】今後のまちづくりに対し、①新たな取組、②重点的に行うべき取組、③アイデア

やご提案、④その他ご意見がありましたら、ご記入ください。 

 ご意見・アイデア
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いただいた回答をより有効に活用するため、回答された方についてお尋ねします。 

この回答から個人を特定することはありませんので、ご協力をお願いします。 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 

本調査票を同封の封筒に入れて、８月３１日（木）までに切手を貼らずに投函願います。 

 あなたのことについて

 １）性別 ア．男性　　　　　イ．女性　　　　　ウ．回答しない

 

２）生まれた 

ところなど

ア．音更町で生まれ、ずっと音更町に住んでいる 

イ．音更町で生まれ､その後町外に引っ越したが､現在音更町に住んでいる 

ウ．音更町外で生まれたが、現在音更町に住んでいる

 ３）音更町に 

住んでいる 

年数

※一度町外に転出後、戻って来られた方は合計の年数で選んでください。 

ア．5 年未満    イ．5 年以上 10 年未満 

ウ．10 年以上 20 年未満  エ．20 年以上

 

４）居住地 
（複数の居住

地がある場合

は主な居住地

１つに○を）

※次のページに行政区・町内会名の詳細を掲載しています。区分が分からない方は

「キ．区分が分からない」に○をつけて、（　　）に行政区名や町内会名等を直接お

書きください。 

ア．農村部　　　　　イ．駒場地区　　　　　ウ．音更市街 

エ．木野市街（柳町地区・緑陽台地区・共栄台地区・鈴蘭地区を含む） 

オ．宝来・ひびき野市街　　　　　　　　　　カ．十勝川温泉市街 

キ．区分が分からない（　　　　　　　　　）

 

５）年齢

ア．18～24 歳　　イ．25～29 歳　　ウ．30～34 歳　　エ．35～39 歳 

オ．40～44 歳　　カ．45～49 歳　　キ．50～54 歳　　ク．55～59 歳 

ケ．60～64 歳　　コ．65～69 歳　　サ．70～74 歳　　シ．75 歳以上

 ６）職業など 
（複数ある場

合は主なもの

１つに○を）

ア．農林漁業　　イ．製造業・建設業　　ウ．商業・サービス業・金融業など 

エ．医療・福祉関係　　オ．公務・団体等勤務　　カ．その他の職業 

キ．学生　　ク．家事専業（主婦・主夫）　　　ケ．無職（退職含む）

 ７）勤務先 
又は通学先

※「６）職業」でア～キに〇をつけた方にお尋ねします。 

ア．音更町内　　　　　イ．帯広市　　　　　ウ．その他（　　　　　）

 

８）就労形態 
（複数ある場

合は主なもの

１つに〇を）

※「６）職業」でア～カに〇をつけた方にお尋ねします。 

ア．会社の経営者、役員　　　　　イ．正規雇用の社員・職員 

ウ．契約・嘱託の社員・職員　　　エ．パート、アルバイト、派遣 

オ．自家営業主・自営業主・フリーランス 

カ．家族従業員・専従者

 

９）居住形態
ア．持ち家（1 戸建て）　　　イ．持ち家（マンション等集合住宅） 

ウ．賃貸（1 戸建て）　　エ．賃貸（マンション等集合住宅）　　オ．その他

 

10）町内会
ア．加入している　　イ．加入していない　　ウ．加入していたが､退会した 

エ．加入していないが、加入したい（加入予定）

 11）インター 

ネットを使

う時の手段

※ＳＮＳやメールを見る場合も含みます（利用されるものすべてに○）。 

ア．パソコン（デスクトップ）　イ．パソコン（ノート）　ウ．タブレット 

エ．スマートフォン　　　オ．その他（　　　　）　　カ．なし
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【参考】「４）居住地」の詳細（音更町内の行政区・町内会名） 

※○はこのページではなく、前のページの選択肢（ア～キ）のどれかにつけてください。 
 

         

 
「ア. 農村部」の行政区・町内会 

（農村東部）豊秋、柏葉、東豊田、光、東平和、元林、北林、富士、忍、武儀、 

南武儀、勲、稲穂、瑞穂、南中新政、八千代、報徳、錦、稔、 

北昭和、西昭和、東昭和、中昭和、元昭和、昭和、福平、共和、 

音幌、長流枝、栄、北進、桜田、春日、相生、富丘、東旭、旭、 

栄進、栄進南 
 

（農村西部）住吉、大和、東士狩、矢部、朝日、門前、東昭栄、昭栄、鎮錬、 

万年、高倉、鈴蘭、然別、南大和、（晩成園/東士狩）、上然別、 

北上、誉、東中音更、共進、大牧、西大牧、更生、共力、友進、 

西中、上牧、牧、北柏、南柏、大盛、下牧、北栄、光和 

「イ. 駒場地区」の行政区・町内会 

中駒場、北駒場、西駒場、駒場、牧場、高校 

「ウ. 音更市街」の行政区・町内会 

北開進、北明、新生、双葉、三交、親和、にこにこ、六新、七福、新緑、 

東新緑、東栄北、東栄南、東泉、泉、新泉、若葉、弥生、梢、花園、南花園、 

北花園、北陽台、柏寿台、柏寿台東、桜が丘、雄飛が丘北、緑が丘、桜が丘西、 

雄飛が丘南区第１～３、雄飛が丘仲区第１・２、雄飛が丘中央団地、更葉園、 

東住吉、（老人ホーム）、桜が丘団地 

「エ. 木野市街（柳町地区・緑陽台地区・共栄台地区・鈴蘭地区を含む）」の行政区・町内会 

大橋、千隆、木野２～９、木野西９～１１、木野新町、神田、すずらんの丘、 

中鈴蘭、清和、南鈴蘭、鈴蘭公園通、青葉、共栄、むつみ、共栄南、 

共栄高台、共栄団地、緑陽台北区第１・２、緑陽台仲区東・西、緑陽台南、 

緑陽、開進、９線大和、柳町北・仲、柳町南区東・西、緑街、 

（晩成園/緑陽台）、北蘭西・東・北・新町、すずらん台、あやめ、楓、 

共栄台北・南・東・中央 

「オ. 宝来・ひびき野市街」の行政区・町内会 

藤ヶ丘、北藤ヶ丘、宝来第１～５、北宝来１～３、ひびき野西町第１・２、 

ひびき野仲町１・２丁目、ひびき野東町１・２丁目 

「カ. 十勝川温泉市街」の行政区・町内会 

温泉


